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Population & Development , 

財団法人アジア人口開発協会(APDA)



マングロープの苗木を植樹する、インドネシアと日本の若者たち。

やさしい想い、地球にも。

TOGETHER TO TOMORROW 

地球が与えてくれた、豊かな自然と資源を糧に、めざましい進歩と発展をとげた人

類。しかし、その繁栄とともに失われつつある、かつての美しい地球の姿を、忘れて

はいけません。地球環境問題が、世界的にクローズアップされている現代。日本船

舶振興会は、この問題に早くから取り組み、環境問題の先駆けとして活動してきま

した。大切な地球を守るため、私たちはこれからも、環境問題の研究・事業に取り組

んでいきます。TOGETHERTO TOMORROW、あなたもせひ、こ一緒に。

財団法人日本船舶振興会 会長前川良・



無償援助対象OOからの「卒業」

小
中
高
校
・
大
学
の
卒
業
と
、

f
供
か
ら

大
人
へ
の
成
長
の
過
程
に
は
人
生
の
節
目
か

あ
る
よ
う
に
‘
一
国
の
経
済
成
長
過
程
に
も

い
く
つ
か
の
節
目
か
あ
る
。
そ
の
最
大
の
節

目
は
「
開
発
途
上
田
」
か
ら
「
先
進
田
」
へ

の
昇
格
て
あ
ろ
う
。
現
在
、
日
本
は
世
界
有

数
の
先
進
同
て
あ
る
か
、
第
二
次
枇
界
大
戦

て
敗
戦
後
の
経
済
混
乱
期
に
は
‘
無
償
の
食

糧
援
助
を
は
じ
め
と
し
て
ア
メ
リ
カ
を
中
心

巻

頭

言

●

に
当
時
の
西
欧
先
進
国
か
ら
色
々
な
国
際
援

助
を
必
要
と
し
た
途
卜
国
て
あ
っ
た
。
そ
の

日
本
か
先
進
国
と
し
て
国
際
的
に
認
知
を
得

た
の
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

た
一
九
六

0
年
代
の
中
頃
て
あ
っ
た
。

残
念
な
が
ら
、
そ
の
後
ア
ジ
ア
か
ら
先
進

国
に
仲
間
入
り
し
た
国
は
な
い
。
し
か
し
‘

韓
田
‘
台
湾
、
香
港
‘
シ
ン
カ
ポ
ー
ル
等
N

I
E
S
諸
国
の
近
年
に
お
け
る
経
済
発
展
は

-----

今
後
の
タ
イ
の
努
力
と
日
本
の
実
効
あ
る
有
一

償
的
支
援
か
哨
ま
れ
る
。

i

--

（
山
田

い
ず
れ
は
途

t
国
を

7

卒
業
」

す
る

H
か
来
る
こ
と
て
あ
ろ
う
。

目
覚
ま
し
く
‘

そ
の

N
I
E
S
に
は
ま
だ
及
ば
な
い
か
‘

最
近
‘
タ
イ
か
経
済
発
展
の
―
つ
の
節
目
を

「
卒
業
」
し
た
。
先
日
、
日
本
政
府
は
一
几

九
三
年
度
を
最
後
に
無
償
援
助
を
停
止
す
る

こ
と
を
タ
イ
政
府
に
通
告
し
た
。
つ
ま
り
、

四
月
か
ら
タ
イ
は
国
際
的
に
無
償
援
助
を
受

け
取
れ
な
い
「
卒
業
田
L

と
な
っ
た
の
て
あ

る
。
東
南
ア
ジ
ア
て
は
マ
レ
ー
シ

ア
に
次
い
て
二
番

H
て
あ
る
。

途
卜
国
か
持
続
可
能
な
経
済
成

長
を
遂
げ
る
上
て
多
く
の
国
際
協

力
を
必
要
と
す
る
の
は
云
う
ま
て

も
な
い
が
、
第
一
に
軍
要
な
自
助
努
力
の
明

か
し
と
し
て
、
無
償
援
助
な
し
の
自
立
経
済

の
確
立
は
菫
要
な
第
一
歩
て
あ
る
。
新
聞
て

の
発
表
は
四
月
一
日
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
か

エ
イ
プ
リ
ル
・
フ
ー
ル
と
な
ら
な
い
よ
う
‘

三
郎
）

1 …巻頭言• 無償援助対象国からの「卒業」
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●川野重任

●隅田裕明24…中国四川省攀西地区の農業

28…にゅうすふぉーらむ

● ●出生率また最低更新

●途上国支援、総合戦略を

● 91年の世界一、収入はスイス・寿命は日本

0タイ農業に転換期

●人口増、都市に集中
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（
国
際
人
口
•
開
発
会
議
）
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
、

と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
が
、
二
月
二
十
五
・

六
の
両
日
、
ペ
ト
ナ
ム
国
の
首
都
ハ
ノ
イ
で
、
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・

開
発
協
会

(
A
P
D
A
)
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
は
、
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
と
開
発
ー
そ

の
活
動
戦
略
」
で
、
世
界
人
口
の
六
割
を
占
め
る
ア
ジ
ア
の
人
口
の
行
方

が
世
界
平
和
と
地
球
と
人
類
の
共
生
の
た
め
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
現
状

か
ら
、
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
が
い
か
に
こ
の
問
題
と
取
組
み
、
提
言
す
る

か
、
に
つ
い
て
白
熱
し
た
討
議
が
行
な
わ
れ
た
。

参
加
し
た
の
は
日
本
は
じ
め
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
ネ
パ
ー
ル
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス
リ
ラ

ン
カ
、
シ
リ
ア
、
ペ
ト
ナ
ム
の
一
六
カ
国
の
国
会
議
員
代
表
と
、
専
門
家
、

U
N
F
P
A
（
国
連
人
口
基
金
）
、
ー

P
P
F
（
国
際
家
族
計
画
連
盟
）
、

G
C
P
P
D
（
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
世
界
委
員
会
）
等
の
関

係
国
際
機
関
代
表
者
百
三
十
人
余
°

会
議
は
終
始
、
日
本
議
員
団
の
桜
井
新
団
長
初
め
井
上
普
方
、
風
間
飛

議
員
ら
が
討
論
を
リ
ー
ド
し
て
盛
り
上
げ
、
一
九
九
四
年
カ
イ
ロ
会
議
に

向
け
て
力
強
く
発
進
し
た
。

議」
一
九
九
四
年
九
月
に
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
る

「
世
界
人
口
会

r
第
九
回
人
口

ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
日
と
開
発

活

動

略

そ

の

戦

2
 



26日

人ロ・開発・アジア国会議員代表者

会議開く

ベトナム ・ハノイで16カ国、 130人が参加

マイン・ペトナム議長に記念品を渡す前田 APDA理事長（主席府で）

開
会
式
に
先
だ
っ
て
一
工
十
五

H
午
前
九
時

か
ら
主
席
府
て
ノ
ン
・
ル
ゾ
ク
・
マ
イ
ン
議

長
を
参
加
全
議
員
か
表
敬
‘
前
田

A
P
D
A

理
事
長
か
ら
記
念
品
の
東
京
タ
ワ
ー
の
模
型

か
贈
ら
れ
、
マ
イ
ン
議
長
と
友
好
親
善
の
固

い
据
手
を
交
わ
し
た
。

開
会
式
は
午
前
十
時
か
ら
会
場
の
タ
イ
ホ

ー
・
ホ
テ
ル
大
会
議
場
て
開
か
れ
た

3

グ
エ
ン
・
カ
イ
ン
・
ヘ
ト
ナ
ム
国
副
首
相

か
歓
迎
挨
拶
、
前
田

A
P
D
A
理
事
長
か
開

会
挨
拶
。
王
偉
・
人
口
と
関
発
に
関
す
る
ア

ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
F
P
P
D
)
議

長
代
行
、
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
テ
ィ
ッ
ク
国
連
人

口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
市
務
局
長
（
代
理
）

が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
‘
ペ
ト
ナ
ム
駐
在
の
湯

ド
閲
之
•
日
本
国
大
使
は
じ
め
、
各
国
大
使

も
出
塙
し
て
、
ヘ
ト
ナ
ム
国
て
は
初
の
国
際

人
口
会
議
か
厳
粛
の
う
ち
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

午
後
か
ら
は
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
研

究
」
の
セ
ソ
ン
ョ
ン

I
か
行
な
わ
れ
、
先
ず

ll
大
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
・
黒
田
俊
夫
博

t
か
「
ベ
ト
ナ
ム
1

人
口
•
開
発
基
礎
調

府
」
を
、
次
い
て
束
大
名
榜
教
授
•
川
野
重

人
口
。
開
発
に
関
す
る
研
究
セ
ッ
ジ
ョ
ン

3
 



研究報告をする黒田俊夫博士（右）

農
業
開
発
調
査
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
。

ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
も
「
人
日
・
開
発
に
お

け
る
ベ
ト
ナ
ム
の
経
験
」
に
つ
い
て
ベ
ト
ナ

ム
国
家
人
口
家
族
計
画
委
員
会
副
委
貝
長
・

黒
田
俊
夫
博
士

ド
イ
モ
イ
革
命
下
の
昇
り
龍

黒
田
博
士
の
報
告
の
サ
プ
タ
イ
ト
ル
は
‘

「
ト
イ
モ
イ
＂
半
命
下
の
昇
り
龍
し
と
い
う
明

任
博
上
が
「
マ
レ
ー
シ
ア
1

農
村
人
口
と

グ
エ
ン
・
ル
ッ
ク
博
士
が
発
表
し
た
。

こ
の
あ
と
‘
当
財
団
が
製
作
し
た
ス
ラ
イ

ド
面
明

H
に
生
き
る
I

日
本
の
産
業
転
換

と
人
口
」
（
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
）
を
上
映
、
好
評
だ
っ
た
。

る
い
展
望
を
予
見
し
た
も
の
で
、
ベ
ト
ナ
ム

は
独
立
戦
争
、
ヘ
ト
ナ
ム
戦
争
と
戦
後
四
〇

年
の
う
ち
三

0
年
を
戦
火
の
中
で
過
ご
し
‘

経
済
困
難
に
苫
し
ん
だ
か
、
人
口
•
経
済
学

的
に
み
る
と
素
晴
ら
し
い
傾
向
を
み
せ
て
い

る
‘
と
指
摘
し
た
。
そ
の
厳
し
い
歴
史
を
み

る
と
中
国
と
ヘ
ト
ナ
ム
と
の
足
跡
に
頬
似
性

か
あ
り
、
中
国
は
近
代
化
を
阻
害
し
た
文
化

大
革
命
(
-
九
六
六
年
1
七
六
年
）
、
ヘ
ト

ナ
ム
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
(
-
九
六
四
年
1
七

五
年
）
と
共
に
阻
苫
要
因
か
あ
り
、
社
会
主

義
経
済
下
に
あ
っ
た
こ
と
て
あ
る
。
そ
の
後

中
国
は
新
経
済
政
策
を
と
り

fil
界
を
驚
か
せ

る
か
、
ペ
ト
ナ
ム
は
ソ
ビ
エ
ト
型
を
強
化
し

て
新
し
い
経
済
発
展
を
阻
害
し
て
き
た
。
中

国
よ
り
一

0
年
遅
れ
て
一
九
八
六
年
一

0
月、

個
人
責
任
制
、
市
場
経
済
性
、
私
介
業
育
成

な
ど
の
新
経
済
政
策
に
よ
っ
て
歴
史
的
転
挽

を
図
っ
た
。
ヘ
ト
ナ
ム
て
重
要
に
な
っ
て
く

る
の
が
国
内
の
人
LI
転
換
を
い
か
に
進
め
る

か
に
あ
る
。

テ
ー
タ
に
よ
れ
は
普
通
出
生
率
は
一
、

0

0
0
当
り
三

0
て
、
多
産
か
ら
少
産
へ
移
行

し
、
合
叶
特
殊
出
生
率
は
三
•
八
‘
乳
児
死

亡
率
は
四

0
を
割
っ
て
い
る
。
人
口
転
挽
指

数
は
0
•

六
三
で
低
い
水
準
に
あ
り
、
出
牛

率
か
減
っ
て
寿
命
が
延
び
る
傾
向
に
あ
る
。

晋
通
出
生
率
に
関
し
て
は
‘
合
計
特
殊
出
生

率
か
高
い
か
下
が
っ
て
き
て
お
り
‘
孔
児
死

亡
率
も
下
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
重
要
な
指

標
と
な
る
。

-
J
j
、
人
口
計
画
を
考
え
る
と
東
南
ア
ジ

ア
の
国
々
よ
り
遅
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
川
家
族
計
画
へ
の
大
衆
の
埋
解

か
高
く
‘
一
九
八
八
年
調
査
て
は
‘
初
婚
女

性
の
三
九
％
か
避
妊
を
実
行
し
て
い
る
。
希

望
す
る
子
供
数
も
‘
八
八
年
に
は
四
人
以
上

欲
し
い
七
四
％
が
、
九
一
年
に
は
大
多
数
が

ー一人

1
三
人
を
咽
ん
て
い
る
。

③
識
字
率
が
高
い
閻
労
働
力
人
口
に
占

め
る
女
子
の
割
合
い
か
非
常
に
高
く
四
六
．

4
 



人口•開発アジア国会議員代表者会議開く

研究報告をする川野重任博士

九
％
て
あ
る

3

こ
れ
は
タ
イ
よ
り
高
い
。
婦

人
労
働
者
か
経
済
‘
礼
会
に
大
き
な
役
割
り

を
果
た
し
て
い
る

3

川
野
重
任
咄

t
は
‘
マ
レ
ー
シ
ア
を
含
む

ア
ジ
ア
地
域
の
農
業
開
発
に
つ
い
て
、
何
か

基
礎
的
条
件
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
論
じ
た
。

計
画
に
有
力
な
役
割
り
を
果
た
し
て
い
る
。

高
い
出
生
力
の
軽
減
か
で
き
る
よ
う
近
燐
諸

国
の
協
力
が
重
要
て
あ
る
と
考
え
る
と
発
表

の

農

業

開

発

そ
の
要
旨
は
‘
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
日

本
の
周
辺
の
国
々
の
経
済
発
展
と
そ
の
安
定

な
く
し
て
は
、
日
本
自
体
の
発
展
と
国
際
的

地
位
の
安
定
も
困
難
な
こ
と
は
い
う
ま
て
も

な
い
。こ

の
た
め
‘

わ
れ
わ
れ
は
ア
ジ
ア
諸
国
の

農
業
を
中
心
と
す
る
経
済
的
発
展
の
条
件
に

つ
い
て
の

field
s
u
r
v
e
y
を
含
め
て
い
く
つ

か
の
国
に
つ
い
て
調
査
‘
研
究
を
進
め
て
ぎ

た
。
そ
の
報
告
は
す
て
に
そ
の
つ
ど
英
文
て

も
発
表
し
て
き
た
。
そ
の
要
点
は
次
の
通
り

て
あ
る
。

ー

農
策
生
産
力
の
発
展
は
経
済
進
歩
の

た
め
の
基
本
的
条
件
で
あ
る
。
何
と
な

れ
ば
‘
鹿
路
牛
所
力
の
発
展
に
よ
っ
て
‘

食
料
を
は
し
め
と
し
て
経
済
発
展
に
必

要
な
消
費
財
、
生
産
財
の
供
給
の
増
加

川
野
重
任
博
士

ア

ジ

ア

そ
し
て
最
後
は
、
ト
イ
モ
イ
体
制
か
家
族
し
た
。

か
nJ
能
と
な
る
。

121
農
業
生
産
力
の
発
展
に
よ
っ
て
農
業

に
必
要
な
労
働
力
か
節
約
さ
れ
、
そ
れ

か
第
二
次
＇
第
三
次
産
業
発
展
の
た
め

の
労
働
力
の
供
給
を
可
能
と
す
る
。

岡
し
か
し
そ
の
農
業
発
展
の
た
め
に
は

何
よ
り
も
ま
す
生
廂
者
た
る
農
民
か
自

ら
積
極
的
に
進
歩
を
求
め
て
努
力
す
る

と
い
う
意
欲
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
耕
作
農
民
か
土
地
を
持
た
ず
貧
乏

て
、
小
作
料
か
高
く
‘
耕
作
権
か
不
安

定
と
い
う
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
生
産

カ
の
向
卜
は
お
は
つ
か
な
い
。

こ
の
五

0
年
の
間
に
、
ア
ジ
ア
の
各

地
で
は
大
な
り
、
小
な
り
こ
れ
か
色
々

な
経
緯
を
経
て
実
現
し
た
と
こ
ろ
か
少

な
く
な
い
。
こ
れ
は
世
界
的
に
み
て
、

両
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。

い
こ
れ
と
平
行
し
て
、
耕
作
農
民
の
教

育
水
準
が
非
常
に
高
ま
っ
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。
農
詔
生
産
力
の
発
展
の
た
め

に
は
‘
機
械
生
産
の
場
合
と
異
な
り
‘

変
動
す
る
自
然
条
件
ー
ー
古
口
照
‘
降
雨
‘

気
温
、
士
壌
条
件
な
ど
ー
の
中
で
生

産
者
個
々
人
の
技
術
的
、
経
済
的
知
識

s
 



〔写真左〕熱心に討議に参加した日本代

表団（左から一人おいて、桜井新、風

間稜、井上普方の三議員と黒田俊夫、

川野重任両博士）

., 

日
本
、

桜
井

中
国
な
ど
超
大
国
は

武
器
製
造
中
止
に
動
け

咄,.,,.咄.,,.,.,,.期~氾

や
判
断
を
必
要
と
す
る
場
合
が
少
な
く

な
い
。
こ
こ
で
教
育
水
郎
の
向
卜
と
各

種
訓
練
の
実
施
が
必
要
と
な
る
が
、
こ

の
点
て
も
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
最
近
そ
れ

な
り
の
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
国
か
少
な

く
な
い
。

固
し
か
し
‘
こ
れ
ら
の
七
地
制
度
の
も

と
で
意
欲
的
な
生
産
農
民
が
生
産
力
を

高
め
る
た
め
に
は
‘
さ
ら
に
公
共
投
査

を
増
や
し
、
生
産
者
の
組
織
化
を
進
め

る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
、
強
調
し
て
お
き
た
い
。

公
共
投
資
に
つ
い
て
は
‘

作
物
、
動
物
玲
の
品
種
改
良
に
つ

い
て
の
試
験
・
研
究
‘
機
械
化
技
術

に
つ
い
て
の
同
し
く
試
験
・
研
究
の

推
進
。そ

の
普
及
の
推
進
、
そ
の
た
め
の

extention
の
組
織
化
。

Ill

潅
絹
・
排
水
、
七
壌
改
善
‘
圃
場

の
整
備
‘
拡
大
な
ど
の
土
地
投
資
の

拡
充
‘
殊
に
広
大
な
テ
ル
タ
、
長
大

な
河
川
の

fi在
な
ど
を
特
徴
と
す
る

東
南
ア
ジ
ア
地
城
の
場
合
の
土
地
に

対
す
る
公
共
投
資
の
意
味
と
役
割
は

大
き
い
。

ニ
H
H
の
二

I
六
日
は
午
前
九
時
か
ら
セ
ゾ
シ
ョ
ン

11
「ア

ジ
ア
の
人
口
と
開
発
問
題
」

•
J
L九
四
年
国
連
人
口
開
発

会
議
に
対
す
る
活
動
戦
略
に
人
っ
た
。
各
国
議
貝
か
そ
れ

そ
れ
別
瑣
の
発
表
を
行
な
っ
た
か
、
日
本
代
表
団
は
団
長
の
桜

H
 

ー

生
産
者
に
よ
る
協
同
紺
合
組
織
化

の
推
進
と
そ
の
活
動
の
推
進
が
必
要
。

日
本
の
場
合
‘
牒
業
生
産
者
に
低
利
融
賽

を
す
る
た
め
、
連
帯
貨
任
の
組
織
と
し
て
農

民
の
協
同
組
合
組
織
か
一
九

0
0
年
に
発
足

し
た
が
‘
こ
れ
か
日
本
の
全
農
家
を
組
合
貝

と
す
る
農
村
の
組
織
と
し
て
極
め
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
ご
参
考
ま
で

に
申
し
上
げ
た
い
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
進
歩
の
た
め
に
は
一
層

の
相
互
協
力
、
国
際
協
力
か
必
要
な
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。

ー
国
裕
4"踪
四
□

C
,
,
9盲

武
器
買
う
資
金
を
人
日
間
題
に

井
新
代
議
上

(
A
F
P
P
D
副
議
長
）
か
「
人
間
の
尊
厳
か
保

た
れ
る
社
会
を

H
指
し
て
」
と
題
し
‘
次
の
よ
う
な
質
厭
な
提

言
を
行
な
い
｀
参
加
者
か
ら
賛
同
の
大
き
な
拍
手
を
う
け
た
。

桜
井
代
議
上
の
提
言
は
‘
総
合
的
な
家
族
計
画
の
普
及
に
よ

っ
て
出

4
率
を
抑
え
‘
乳
児
と
奸
所
婦
の
死
亡
率
を
減
少
さ
せ

る
こ
と
を
第
一
に
挙
け
‘
次
い
て
農
村
・
農
業
間
発
を
通
し
て

食
料
の
自
給
を
確
立
し
‘
雇
用
機
会
を
創
出
し
て
竹
困
を
追
放

N 

6
 



人口•開発アジア国会議員代表者会議開く

女
性
の
地
位
向
上
に
は
、
先
ず
死
亡
率

を
下
げ
、
教
育
水
準
を
高
め
よ

す
る
。

そ
の
課
程
て
、

と
り
わ
け
女
性
の
教
育
水
準
を
向
卜
さ

せ
る
。
同
時
に
マ
ス
メ
テ
ィ
ア
の
有
効
活
用
に
よ
っ
て
広
く
一

般
に
人
口
問
題
の
重
要
性
を
浸
透
さ
せ
る
‘
と
し
て
い
る
。

こ
の
提
言
の
な
か
て
、
桜
井
代
議
＋
は
特
に
資
令
問
題
に
触

れ
、
米
ソ
の
冷
戦
構
造
か
崩
れ
‘
軍
批
競
争
か
終
っ
た
今
日
‘

ア
シ
ア
か
「
世
界
の
武
器
マ
ー
ケ
ノ
ト
し
に
な
っ
て
い
る
現
状

を
鋭
く
指
摘
＂
武
器
購
入
の
資
金
を
平
和
の
た
め
の
人
口
問
題

や
福
祉
に
投
入
す
へ
ぎ
て
は
な
い
か
‘
と
訴
え
た
。

こ
の

H
本
の
提
案
は
各
国
参
加
者
に
強
い
感
動
と
深
い
共
感

を
呼
ん
だ
。

ス
リ
ラ
ン
カ
代
表
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
議
貝
は
「
ス
リ
ラ
ン
カ

も
シ
リ
ア
も
イ
ン
ド
も
戦
争
や
紛
争
の
た
め
に
兵
器
を
購
入
し

て
い
る
。
日
本
や
中
国
な
ど
超
大
国
は
西
側
の
兵
器
商
人
や
‘

ア
メ
リ
カ
に
卒
先
し
て
、
武
器
製
造
を
中
止
す
る
よ
う
慟
き
か

け
る
べ
き
だ
。
ス
リ
ラ
ン
カ
て
は
テ
ロ
組
織
か
武
器
を
使
う
の

て
手
を
焼
い
て
い
る
。
武
器
購
入
査
金
を
世
の
中
の
冷
に
使
え

な
い
も
の
か
」
と
苦
悩
を
述
べ
た
。

こ
の
問
題
を
め
ぐ
り
、
シ
リ
ア
の
ガ
ッ
サ
ン
・
タ
ヤ
ラ
議
貝

も
「
兵
器
産
業
を
平
和
産
業
に
転
換
す
る
よ
う
呼
ひ
か
け
て
は

し
い
」
と
訴
え
た
。

女
性
の
地
位
向
上
を
め
く
る
論
議
で
は
、
日
本
の
黒
田
悛
夫

博
士
か
、
ア
ジ
ア
の
死
亡
率
の
テ
ー
タ
か
ら
女
性
の
寿
命
の
長

● 仰 ●似...  , . ,.  叩.,.,疇..,.,, .,  や●屯 . ,,.  守 .,  ..  .. . 咄...  ヽ.., . ,, . 八,.,, 『● 翠 . ,,,,. ,, . , . 會 '・;, . , し、.,,● , ,.,  疇.., . ,,.  , , . ,,、. ,, . , ・・ . .. . ,, . , し,. 咄 ● 
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人
は
こ
の
地
球
で
生
ぎ
て
行
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

子
ら
は
こ
の
地
球
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
出
米
る
の
だ
ろ
う
か
。

今
、
生
き
て
い
る
私
た
ち
は
‘
課
さ
れ
た
使
命
を
知
っ
て
い
る
の
か
。

人
類
の
末
来
を
創
る
使
命
を
。

人
が
人
と
し
て
そ
の
尊
厳
を
保
ち
得
る
社
会
を
創
る
使
命
を
。

い
ま
‘
立
ち
上
が
る
の
だ
。
未
来
を
生
き
る
た
め
に
。

世
界
中
で
今
‘
こ
の
瞬
間
に
毎
秒
五
人
づ

つ
新
し
い
生
命
が
生
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

の
一
日
て
一
一
六
万
一

0
0
0
人
地
球
人
口
か

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
典
型
的
な

日本案を発表する

桜井新代表

ー
は
じ
め
に

桜
井
新
・
日
本

代

表

の

提

言

人
間
の
雌
厳
が

保
た
れ
る
社
会
を

H
指
し
て

、9岱ヽ...0..,,.,,,.,,., 令.,,、"'、.,,.,,.

い
国
か
あ
ま
り
無
い
点
を
と
り
あ
け
、
女
性
の
紆
命
か
男
性
よ

り
長
い
の
か
普
通
だ
か
こ
の
原
因
は
出
産
時
に
お
け
る
女
性
の

死
'L
率
か
高
い
た
め
だ
と
分
析
。
女
性
の
地
位
を
向
卜
さ
せ
る

た
め
に
は
‘
基
本
的
に
は
、
女
性
の
死
亡
率
を
下
け
、
同
時
に

女
性
の
教
育
水
準
を
卜
け
な
け
れ
は
な
ら
な
い
と
指
摘
。
少

な
く
と
も
女
性
の
小
学
校
就
学
率
を
一

0
0
％
と
し
、
中
等
教

脊
ま
て
は
女

f
に
も
無
料
化
す
る
こ
と
か
必
要
で
、
時
間
は
か

か
る
か
こ
の
実
現
か
軍
要
だ
と
述
べ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
フ
ォ
ン
議
貝
は
「
ペ
ト
ナ
ム
で
は
女
性
の
地
位

は
員
金
格
差
は
あ
る
か
、
例
え
は
困
会
議
員
三
九
五
人
中
、
女

性
は
七
五
人
て
―

-
0
ー
ニ
ニ
％
を
占
め
女
性
大
臣
も
一
人
い
る
。

識
字
率
も
男
性
几
三
％
、
女
性
八
七
％
て
か
な
り
高
い
」
と
説

明
し
た
。

中
都
市
の
人
口
が
毎
日
生
ま
れ
て
い
る
の
で

す
。
思
慮
と
英
知
を
失
っ
た
わ
れ
わ
れ
の
行

為
か
、
人
口
を
激
増
さ
せ
‘
水
や
窄
気
を
沿

染
し
、
地
球
を
流
廃
し
砂
漠
化
し
て
お
り
ま

す
。
わ
れ
わ
れ
は
‘
こ
の
地
球
を

f
孫
に
引

き
継
く
こ
と
か
出
来
る
の
て
し
ょ
う
か
。

二
二
世
紀
を

H
前
に
し
た
今
日
、
い
か
な

る
宗
教
•
主
義
・
信
条
の
違
い
か
あ
る
と
し

て
も
、
人
口
問
題
は
も
は
や
議
論
す
る
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
解
決
方
法
を
速
や

か
に
実
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
人
口
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
途
を
確

実
に
つ
く
り
‘
勇
気
と
決
断
を
持
っ
て
果
敢

に
実
行
す
る
こ
と
こ
そ
か
地
球
と
人
頷
か
共

生
し
て
い
く
た
め
の
唯
一
の
途
で
あ
り
ま
す
。

「
現
在
い
か
な
る
選
択
を
行
う
か
」
と
い
う

こ
と
に
人
類
の
未
来
か
か
か
っ
て
い
る
の
て '"彎oa,,.,,,疇.,,.柑
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人口•開発アジア国会議員代表者会議開く

あ
り

こ
こ
に
人
類
の
英
知
が
試
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
一

0
年
間
の
取
り

紺
み
と
決
断
と
実
行
か
人
類
と
地
球
の
未
来

を
決
定
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

-
J
L
九
四
年
現
在
、
冊
界
人
口
が
五
六
億

＊
 

一
三
五

0
万
人
、
ア
ジ
ア
の
人
口
が
三
三
億

＊
 

四
一
九

0
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア

ジ
ア
の
人
口
は
世
界
人
口
の
約
六
割
を
占
め
‘

ア
ジ
ア
の
人
口
が
世
界
人
口
を
決
め
る
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
ア
ジ
ア
諸
田
の
人
口
問
題
は
、
各

国
の
努
力
に
よ
っ
て
、
他
の
地
域
に
比
べ
成

功
裡
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
水
準
は

ま
だ
ま
だ
充
分
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
‘

こ
の
ア
ジ
ア
地
域
の
人
口
問
題
と
経
済
発
展

に
お
け
る
成
功
は
、
ア
ジ
ア
地
域
に
留
ま
ら

ず
ま
た
世
界
の
他
の
地
域
の
希
望
と
も
な
っ

一
九
九
―
一
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
第
四
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
人

ロ
・
開
発
会
議
で
討
議
さ
れ
た
ア
ジ
ア
の
人

ロ
・
開
発
問
題
に
お
け
る
成
果
は
、
同
年
開

か
れ
た
ア
フ
リ
カ
人
日
会
議
に
お
い
て
、
多

大
な
関
心
を
引
ぎ
お
こ
し
ま
し
た
。
ア
ジ
ア

の
人
口
•
開
発
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
は
‘

て
お
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
の
多
く
は
‘
貧
困

に
あ
え
ぐ
農
村
地
帯
で
生
活
し
て
お
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
人
口
問
題
は
‘
農
村
で
の
人
口
の

急
増
と
農
村
か
ら
流
出
し
た
人
口
に
よ
る
都

市
の
ス
ラ
ム
問
題
に
象
徴
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
と
も
に
ア
ジ
ア
に
住
む
者
に
と
っ
て
は
二

つ
の
不
幸
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

3

ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
ま
ず
‘
以
下
の
方
法
を
実
行
す
る
こ

と
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

I
I
人
口
•
開
発
問
題
解
決
の
た
め

の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

計
に
基
づ
く
一
九
九
四
年
人
口
の
中
位
推
計
値
〕

土
｀

X

＊
い
ず
れ
も
一
九
九
0
年
中
位
年
央
推

多
く
の
発
展
途
上
国
の
人
口
•
開
発
問
題
に

大
き
な
影
郷
育
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
人
口
問
題
に
お
け
る
ア
ジ
ア
地
域
の

軍
嬰
性
に
鐙
み
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア

ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
‘
一
九
九
四
年

の
「
国
際
人
口
•
開
発
会
議
」
に
際
し
て
‘

人
類
と
地
球
と
の
共
生
関
係
を
維
持
し
、
人

間
の
尊
厳
を
守
る
た
め
に
以
下
の
よ
う
に
提

言
い
た
し
ま
す
。

5J

女
性
の
地
位
向
卜
に
よ
り
‘
牛
活
様
式

を
改
善
す
る
。

4
 

3
 

2
 

ー

総
合
的
な
家
族
計
画
の
一
層
の
普
及
に

よ
り
ま
ず
出
生
率
を
抑
制
し
、
乳
児
死
亡

率
と
妊
産
婦
死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る

3

具
体
的
に
は

i

~
 

ー

二
0
1
0
年
ま
で
に
出
生
率
の
高

い
地
域
で
は
合
計
特
殊
出
生
率
を
二

・
ニ
に
ま
で
低
下
さ
せ
る
。

図

二

0
1
0
年
ま
て
に
乳
児
死
亡
率

を
出
生
―

0
0
0
人
当
た
り
四

0
人

以
ド
に
す
る
。

図
―
―

0
1
0
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
に
お

け
る
妊
産
婦
の
死
亡
率
を
少
な
く
と

も
半
減
さ
せ
る
。

貧
困
を
追
放
す
る
。

合
理
的
で
自
立
的
な
農
村
・
農
業
開
発

を
通
じ
て
食
料
の
自
給
を
確
立
し
雇
用
機

会
を
削
出
す
る
。

所
得
の
増
大
を
通
じ
て
教
育
（
識
字
率
）

水
準
‘
特
に
女
性
の
教
育
を
向
上
さ
せ
‘

伝
統
的
な
社
会
構
造
の
中
て
低
い
地
拉
を

強
い
ら
れ
て
い
る
女
性
の
地
位
を
向
上
さ

せ
る
。

，
 



こ
れ
ら
の
方
策
を
実
行
す
る
た
め
に
は
社

会
的
な
認
識
の
啓
発
が
必
要
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

人
口
問
題
は
強
制
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

問
題
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
人
口
問
題
を

解
決
ず
る
た
め
に
は
‘
施
策
を
実
行
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
成
果
に
つ
い
て
、
よ

り
多
く
の
人
々
の
「
理
解
」
を
得
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
‘
可
能

な
か
ぎ
り
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て

人
口
問
題
に
関
す
る
充
実
し
た
広
報
活
動
を

行
い
‘
こ
の
広
報
活
動
を
通
し
国
民
の
埋
解

と
共
感
を
得
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す
る

こ
と
が
な
に
よ
り
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

今
世
紀
特
に
‘
一
九
七

0
年
代
以
降
の
マ

III
人
口
問
題
解
決
の
た
め
の

社
会
的
な
認
識
の
啓
発

こ
れ
ら
の
、
爪
要
な
問
題
解
決
策
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
な
飲
料
水
と
農
業

用
水
の
確
保
、
基
礎
的
な
医
療
・
公
衆
衛
生

の
普
及
を
促
進
し
、
総
合
的
な
家
族
計
画
の

徹
底
し
た
普
及
浸
透
を
図
る
こ
と
で
あ
り
ま

す。

ス
メ
デ
ィ
ア
は
世
界
的
な
規
模
で
普
及
し
、

途
上
国
で
も
急
速
に
発
展
し
て
お
り
ま
す
。

新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ピ
等
の
考
え
ら
れ
る

限
り
の
媒
体
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
常
に

折
り
に
触
れ
て
人
口
問
題
を

P
R
す
る
こ
と

て
、
人
口
問
題
に
対
す
る
施
策
を
、
よ
り
有

効
に
進
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
人
口
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み

が
、
単
に
人
間
の
生
存
だ
け
を
頓
う
活
動
で

は
な
く
、
人
間
の
「
尊
厳
」
を
実
現
す
る
た

め
の
活
動
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
得
て

P
R
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。各

国
の
議
貝
は
そ
の
国
民
の
代
表
者
と
し

て
の
立
場
か
ら
、
政
府
お
よ
び
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
に
働
き
掛
け
、
人
口
と
開
発
問
題
に
対
す

る
P
R
活
動
を
推
進
し
よ
う
て
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。w人

口
問
題
解
決
の
た
め
の
資
金

人
口
間
題
は
全
て
の
国
の
人
に
‘
こ
の
地

球
が
―
つ
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
地
球
を
破
壊

し
て
し
ま
っ
て
は
ど
こ
に
も
行
く
べ
き
場
所

か
な
い
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
お
り

ま
す
。
先
進
国
‘
途
上
国
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ

か
「
今
、
何
を
為
す
べ
き
か
」
を
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
口
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
‘
活
動

の
原
動
力
と
な
る
巨
額
の
資
金
が
必
要
で
す
。

U
N
F
P
A
に
よ
り
ま
す
と
、
世
界
の
人
口

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
年
間
九

0
億
ド
ル

の
資
金
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
資

金
は
‘
基
本
的
に
は
各
国
の
自
主
的
な
努
力

に
任
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
各
国
政

府
の
人
口
問
題
に
対
す
る
正
確
な
認
識
と
真

剣
な
取
り
組
み
な
く
し
て
は
な
ん
ら
の
実
効

も
あ
げ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
各
国
の
責
任
あ
る
行
動
に
加
え
‘

日
本
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
国
が
積
極
的
に

資
金
と
技
術
を
援
助
す
る
こ
と
、
そ
し
て
相

互
倍
頻
に
も
と
づ
く
‘
域
内
ま
た
は
地
域
を

越
え
た
協
力
援
助
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
際
機
関
・
民
間
N
G
o

等
の
組
織
と
密
接
に
連
携
し
、
き
め
細
か
く

国
民
の
隅
々
に
ま
で
根
を
張
っ
た
諸
政
策
を

実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先

進
国
と
し
て
も
従
来
の
国
連
を
通
じ
た
援
助
‘

二
国
間
援
助
に
加
え
‘
途
上
国
間
の
協
力
に

先
進
国
が
支
援
を
行
う
と
い
う
相
互
的
な
連

IO 
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の主婦

携
籾
の
援
助
な
ど
多
様
な
協
力
の
あ
り
か
た

を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
世
界
平
和
を
望
む
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
ま
こ
と
に
憂
慮
に
た
え
な
い
事
態
が

起
こ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
米
ソ
の
冷
戦
構
造

が
崩
れ
た
現
在
‘
か
つ
て
の
膨
大
な
査
金
を

必
要
と
し
た
軍
拡
競
争
は
終
わ
り
を
告
げ
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
不
幸
な
こ
と
に
な
お

V
お
わ
り
に

極
地
的
な
紛
争
が
多
発
し
、
ア
ジ
ア
の
現
状

は
「
世
界
の
武
器
マ
ー
ケ
ソ
ト
」
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
こ
に
投
し
ら
れ
て
い
る
資
金

は
膨
大
な
も
の
で
す
。
各
国
は
‘
紛
争
を
平

和
的
に
解
決
す
る
努
力
を
行
い
、
そ
の
果
実

を
積
極
的
に
人
口
問
題
に
投
入
す
る
必
要
か

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
で
は
‘
八
〇

年
代
の
構
造
調
整
の
結
果
、
各
国
と
も
支
出

の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
‘
こ
の
‘
財
政
的

な
見
直
し
の
な
か
で
、
公
衆
衛
生
・
保
健
・

距
療
関
係
の
予
算
は
一
貫
し
て
抑
制
さ
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
公
衆
衛
生
・
保
健
・

衣
料
関
係
の
予
算
の
抑
制
は
‘
人
口
問
題
の

解
決
に
非
常
な
足
か
せ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
傾
向
は
‘
速
や
か
に
改
善
さ
れ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

人
口
問
題
解
決
は
、
地
域
や
民
族
、
国
家
、

宗
教
‘
主
義
、
信
条
を
越
え
た
人
類
共
通
の

利
益
の
た
め
の
、
そ
れ
以
上
に
人
間
の
尊
厳

を
守
る
た
め
の
私
た
ち
自
身
の
戦
い
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
戦
い
は
、
人
類
と
い
う
共
同
体

を
認
識
す
る
た
め
の
戦
い
と
な
る
で
し
ょ
う
。

人
類
は
そ
の
歴
史
の
上
で
こ
の
よ
う
な
戦

い
を
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
類
全
体
の
幸
福
と
平
和
を
希
求
す
る
こ
の

未
踏
の
戦
い
に
勝
利
し
え
た
な
ら
ば
‘
わ
れ

わ
れ
人
類
は
文
明
史
に
鉗
け
る
新
し
い
一
ぺ

ー
ジ
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
の
て
す
。

わ
れ
わ
れ
人
口
と
開
発
問
題
に
関
す
る
ア

ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
各
国
に
お
け
る

国
民
の
代
表
者
と
し
て
の
国
会
議
貝
の
立
場

か
ら
、
人
口
と
開
発
問
題
を
解
決
す
る
こ
と

で
、
叫
地
球
と
人
類
の
共
存
」
と
「
各
国
の

国
民
の
福
祉
を
守
り
、
平
和
的
で
人
間
の
尊

厳
を
保
ち
得
る
社
会
」
を
実
現
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
こ
こ
に
提
言
致
し
ま
す
。

困
難
な
道
で
あ
り
ま
す
が
、
人
間
に
与
え
ら

れ
た
理
性
と
知
識
は
‘
平
和
的
な
方
法
に
よ

ら
な
い
か
ぎ
り
、
人
間
の
尊
厳
を
守
る
こ
と

は
出
来
な
い
こ
と
を
教
え
て
お
り
ま
す
。
人

口
問
題
は
短
期
的
な
視
野
で
は
な
く
、
人
類

の
生
存
を
見
据
え
て
各
国
か
協
調
し
て
解
決

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
類
有
史
以
来

の
こ
の
壮
大
な
「
平
和
の
戦
い
」
に
勝
利
し
、

人
類
史
に
お
け
る
輝
け
る
＂
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
＂

を
打
ち
樹
て
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

/I 



ハ
ン
ク
ラ
テ
ソ
シ
ュ
は
小
国
て
あ
り
な
か

ら
人
口
の
面
て
は
大
国
て
あ
り
ま
す
。
地
球

の
一
／
三

0
0
0
の
面
偵
の
土
地
に
．
／
hi

孔
の
人
口
か
生
活
し
て
お
り
ま
す
。

現
存
ハ
ン
グ
ラ
テ
ソ
シ
ュ
の
合
計
特
殊
出

牛
率
か
七
か
ら
打
へ
と
低
ド
し
ま
し
た
か
‘

ま
だ
ま
だ
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
人
口
密

度
は
一
平
方
ャ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
七
□
八

人
と
い
う
高
い
密
度
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
小
さ
な
国
て
、
毎
年
二
五

0
ガ
人
も
の

人
口
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

一
九
九
一
年
の
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
イ
ン

ド
の
人
口
は
八
億
四
四

0
0
万
人
て
す
。

九
八
一
年
と
比
へ
ま
す
と
一
億
六
千
一

万
人
も
増
加
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

0
0
 

一
九
八

-
I九
一
年
期
の
平
均
人
口
増
加
率
は
ニ
・

三
五
％
で
一
九
七
一
年
I
八
一
年
期
の
平
均

二
•
四
六
％
に
比
へ
て
も
微
減
に
と
ど
ま
っ

現
在
バ
ン
グ
ラ
テ
ッ
シ
ュ
は
人
口
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
人
口
政
策
は
‘
田
際
協
力

の
な
か
て
し
か
維
持
で
き
な
い
も
の
て
あ
り

ま
す
。
特
に
家
族
計
画
に
対
す
る
需
要
は
大

苔
く
、
直
接
必
要
な
避
奸
具
に
対
す
る
費
用

た
け
て
も

'
1
0
0
五
年
ま
で
に
三
億
五
千
五

0
0
万
＄
か
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

特
に
内
生
産
年
齢
に
あ
る
女
性
だ
け
て
も

二
、
二

0
0
万
人
も
お
り
‘
こ
の
点
か
ら
も

引
き
続
ぎ
家
族
計
囲
に
対
す
る
術
要
は
増
す

と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
で
は
毎
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人

口
か
増
加
し
て
い
る
の
て
す
。
た
だ
人
口
抑

制
の
た
め
の
希
望
と
し
て
九
一
年
で
識
字
率

か
五
ニ
・
一
％
と
前
回
調
査
の
四
三
，
六
％

に
比
へ
て
増
加
し
‘
仝
体
の
五

0
％
を
越
え

た
こ
と
か
あ
け
ら
れ
ま
す
。
出
生
抑
制
の
た

で
し
か
維
持
で
き
な
い
人

n政
策

12 



各国発表要旨

〔写真・右）記者会見で会議の模様を説

明するプラソップAFPPD事務次長

（右から 3人目）と広瀬APDA常務理

事（その左隣）

ボランティア、

NGO、メディ

アの協力で効率

的に椎進

め
に
は
社
会
・
経
済
開
発
か
厭
要
て
あ
り
、

人
的
資
源
の
開
発
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
も
家
族
計
画
が

非
常
に
軍
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
家
族
計
画
は
政
府

機
関
に
留
ま
ら
ず
さ
ま
さ
ま
な
機
関
や
地
域

に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
で
、
広
い
範
囲
を

対
象
に
す
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
ま
す
。
ま

た
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
地
域
の

役
割
と
責
任
を
強
化
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
‘

N
G
O
の
協
力
を
え
、
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す

る
こ
と
て
家
族
計
画
を
効
率
的
に
推
進
し
持

続
性
を
翡
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
‘
伯
戟
関

係
を
醸
成
し
、
家
族
計
画
を
総
合
的
に
行
う

ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
っ
て
お
り
ま
す
。

:
は
口
い
に
且
＼
ぃ
バ
ー

ネ
パ
ー
ル
の
人
口
は
一
九
五
二
年
以
降
急

0
八
％
て
あ
り
、
こ
の
人
口
増
加
に
よ
っ
て

速
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
九
―
一
年
に
は
ネ
パ
ー
ル
の
努
力
が
相
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
て

土
六
一
〇
ガ
だ
っ
た
人
口
か
一
九
九
一
年
の
い
る
の
で
す
。

人
ロ
セ
ン
サ
ス
て
は
一
八
五

0
万
人
に
ま
で
ネ
パ
ー
ル
の
人
日
増
加
は
‘
南
ア
ジ
ア
の

膨
れ
上
か
り
ま
し
た
。
一
九
五
ニ
ー
六
一
年
中
で
も
高
く
社
会
＇
経
済
の
全
て
の
側
面
に

期
に
お
い
て
平
均
一
，
六
五
％
で
あ
っ
た
人
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
国
土

ロ
増
加
率
が
二
・
六
六
％
に
ま
で
増
加
し
た
の
中
て
の
人
口
増
加
は
、
森
林
破
壊
、
地
滑

の
て
す
。
現
在
府
干
低
下
し
つ
つ
あ
る
と
は
り
‘
洪
水
、
土
壌
の
流
出
な
ど
を
引
き
起
こ

い
え
、
一
九
九
一
年
の
人
口
増
加
率
は
二
，
し
、
ま
た
教
育
‘
雇
用
、
健
康
サ
ー
ビ
ス
、

飲
料
水
な
ど
の
基
本
的
な
ニ
ー
ズ
に
影
評
を

与
え
て
い
る
の
で
す
。

人
口
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
‘
生
活

全
般
の
改
善
か
必
要
に
な
り
ま
す
。
貧
困
を

撲
滅
し
、
人
口
を
抑
制
す
る
た
め
に
現
在
ネ

パ
—
ル
政
府
は
‘
開
発
と
人
口
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
総
合
的
な
政
第
を
考
え
て
お
り
ま

す。
韓
国
の
人
口
は
、
現
在
一
九
八
六
年
で
人

ロ
増
加
率
か
一
•
六
％
、
合
計
特
殊
出
生
率

は
一
九
九

0
年
で
一
・
六
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
出
生
率
の
低
下
に
よ
っ
て
、
韓
国
に
お
い

て
は
こ
れ
か
ら
長
期
に
渡
っ
て
経
済
活
動
年

齢
人
口
比
を
高
く
保
つ
こ
と
が
で
苔
ま
す
。

人
口
の
抑
制
か
韓
国
の
経
済
発
展
を
促
進
し

た
の
で
あ
り
、
韓
国
は
こ
の
経
験
を
ア
ジ
ア

の
各
国
と
分
か
ち
合
う
こ
と
が
て
き
る
と
お

も
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
経
験
を
生
か
す
形

人日抑制が

経済発展を

促進

13 



こ
の
成
果
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
、

大
ぎ
な
社
会
的
効
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
一
九

九

0
年
の
国
勢
調
在
に
よ
る
と
一
―
億
三
〇

0
0

万
人
の
人
口
の
中
の
八
•
五
九
％
か
六

0
歳
以
上
て
、
五
•
五
八
％
が
六

h
波
以
上

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
五
歳
以
卜
の
高

齢
人
口
は
二

0
0
0
年
に
は
人
口
の
七
％
‘

八
六

0
0
万
人
に
も
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。

中
国
は
農
業
国
で
す
、
主
た
る
人
口
は
農

村
人
口
で
す
。
農
村
に
お
け
る
高
齢
人
口
比

は
都
市
部
よ
り
も
高
く
‘
七
五
％
の
高
齢
人

口
か
農
村
部
に
居
住
し
て
い
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。

中
国
の
殷
村
経
済
は
ま
だ
未
発
達
で
す
。

中
国
の
農
村
の
は
と
ん
ど
の
地
域
に
お
い
て

は
未
だ
に
社
会
保
障
制
度
と
高
齢
者
保
険
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
。

古
回
令
者
対
策
は
社
会
と
子
供
が
述
携
し
て

，
冒
胃
曇
9月

9,'尋’̀’

中
国
は
過
去
一

0
年
間
家
族

at画
の
分
野

て
‘
た
い
へ
ん
大
き
な
冒
険
を
行
っ
て
き
ま

そ
の
結
果
‘

農
村
の
高
齢
者
人
口
の
収
入

源
は
五

O・

七
一
％
か
自
身
の
労
働
、
三
八

・
O
七
％
が
子
供
に
よ
る
扶
養
、

だ
け
か
年
金
‘

四
•
七
％

六
•
五
％
の
人
は
社
会
的
な

援
助
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
人
口
の
伸
び
に
対
し
‘

様
々
な
方
法
で
対
応
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

広
大
な
中
国
で
は
様
々
に
基
礎
的
な
条
件
が

異
な
っ
て
お
り
ま
す
。
我
々
は
ま
ず
家
族
に

よ
る
高
齢
者
支
援
制
度
を
お
し
進
め
、
子
供

た
ち
か
責
任
を
と
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
制
度

を
お
し
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
我

々
は
社
会
と
、
子
供
た
ち
の
支
援
を
統
合
的

に
連
携
す
る
こ
と
て
高
齢
者
の
支
援
問
題
を

解
決
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
が
積
極
的
人
＂
政
策
を
と
る
理
由

9
'リ、’疇霞薗:;:」,＇,．

マ
レ
—
シ
ア
は
人
口
の
均
衡
の
取
れ
た
増
マ
レ
ー
シ
ア
は
工
業
生
産
力
を
増
し
て
い
る

加
政
策
を
取
っ
て
い
ま
す
。
人
口
増
加
率
は
の
て
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
か
現
在
先
進
国
の

―
―
'
六
％
て
‘
一
九
七

0
年
に
一
〇
八

0
万
な
か
て
保
護
貿
易
化
の
傾
向
か
顕
著
に
な
っ

人
て
あ
っ
た
人
口
か
一
九
九

0
年
に
は
一
八
て
ま
い
り
ま
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
か
生
産
し

0
0
J
j
人

に

ま

で

増

え

ま

し

た

。

た

商

品

の

市

場

を

求

め

る

た

め

に

は

南

南

貿

易
か
‘
自
国
に
市
場
を
創
出
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
点
か
ら
も
マ
レ
ー
シ
ア
か
積

極
的
人
口
政
策
を
取
る
理
由
が
あ
る
の
て
す
。

ま
た
マ
レ
ー
シ
ア
に
は
開
発
す
る
余
地
が

ま
だ
ま
だ
あ
り
、
資
源
も
充
分
に
あ
り
ま
す
。

国
土
面
積
の
割
に
人
口
か
少
な
い
の
で
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
人
口
の
特
徴
は
死
亡
率
の

急
激
な
減
少
と
、
出
生
の
緩
や
か
な
減
少
て

あ
り
ま
す
。
人
口
問
題
は
管
理
が
な
い
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
先
進
国
の
投
資
の
お
か
げ

で
、
工
業
化
が
順
調
に
進
展
し
て
お
り
ま
す
。

て
、
人
口
問
題
の
分
野
に
お
い
て
国
際
協
力
を
担
っ
て
ゆ
ぎ
た
い
と
お
も
っ
て
お
り
ま
す
。
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ど
う
し
て
自
国
が
発
展
す
る
権
利
を
主
張
し

て
は
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

人
口
問
題
は
‘
経
済
発
展
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
失
っ
た
人
口
と
経
済
政
策
と
の
間
に
管
理

が
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
発
生
す
る
の
で
す
。

人
口
が
増
え
て
い
て
も
経
済
発
展
と
の
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
管
理
が
あ
れ
ば
コ
ン
ト
ロ
ー

議
員
が
現
実
に
基
づ
い
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

/|,''9,＇,＇1_そ

:Ill|

人
口
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
一
九
九

四
年
か
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
と
お
も
わ

れ
ま
す
。

U
N
C
E
D
の
経
験
を
踏
ま
え
て

議
論
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
経
験
と
は
‘

環
境
問
題
・
人
L
I
問
題
は

避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
と
い

う
認
識
を
世
界
中
の
人
に
与
え
‘

盛
り
上
が

パ
共
ス
タ
ン
で
は
三
六

0
0
万
人
以
上
の

人
か
貧
困
線
以
下
の
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

一
九
九
一
年
ま
で
は
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム

ル
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
我
々
が
人
口
増
加
策
を
取
っ
て
い
る

と
は
い
っ
て
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
人

口
増
加
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
地
球
は
我
々
の
子
孫
か
ら
の
借
り

物
で
あ
る
か
ら
で
す
。

り
を
作
り
だ
す
こ
と
で
す
。

人
々
に
充
分
な
情
報
を
与
え
る
こ
と
で
選

択
の
自
由
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
造
る

こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

U
N
C
E
D
に
の

ぞ
ん
だ
よ
う
な
盛
り
上
か
り
を
造
る
た
め
に
、

議
員
が
現
実
に
息
づ
い
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

よ
う
や
く
家
族
計
画
が
政
策
と
し
て
ス
タ
ー
ト

欝
伶
璽
皇
，

9

9慧
直

夏

,
 

が
導
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
て
し
た
が
、

よ、
7

や
く
国
と
し
て
家
族
計
画
に
中
心
的
な
視
点

か
お
か
れ
た
政
策
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

率
二
，
三
％
で
す
。

制
さ
れ
な
い
と
す
る
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
口

は
約
三

0
年
で
倍
増
す
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

一
九
九

0
年
て
六
干
六
九
万
人
の
人
口
か
二

0
二
0
年
に
は
一
億
二
千
一
三
八
万
人
に
増

加
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
人
口
怠

増
の
な
か
で
経
済
の
発
展
が
抑
制
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
急
速
な
人
口
増
加
の
な
か
で
は
経

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
口
増
加
率
は
現
在
、
年

こ
の
人
口
増
加
率
が
抑

キリスト教

国だが大統

領が人H政

策を策定中

こ
の
政
策
に
基
づ
い
て
人
口
•
福
祉
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
が
、
人

口
の
二

O
I
二
五
％
程
度
に
し
か
対
象
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
八
次
計
画
の
目
標
と
し
て

は
避
妊
具
の
普
及
率
を
二
二
•
五
％
に
ま
で

あ
け
る
。
合
計
特
殊
出
生
率
を
五
•
九
か
ら

五
・
ニ
七
に
ま
て
下
げ
る
。
乳
児
死
亡
率
を

下
け
る
。
人
口
増
加
率
を
現
在
の
三
・
一
％

か
ら
ニ
・
八
％
に
下
げ
る
こ
と
で
す
。
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済
を
維
持
す
る
だ
け
て
も
大
変
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
キ
リ
ス
ト
教
国
で

あ
り
ま
す
が
現
大
統
領
は
‘
従
来
と
違
っ
て

人
口
増
加
が
社
会
・
経
済
に
与
え
る
影
楷
を

知
り
、
政
策
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
現
在
の
中
期
目
標
は
‘
持
続
可
能

な
経
済
成
長
‘
貧
困
の
撲
滅
、
社
会
的
不
平

等
の
減
少
、
雇
用
の
創
出
、
社
会
的
な
公
正

:
胃
ロ
バ
□
□
日
鱈L
務、

人
口
の
急
増
は
母
な
る
地
球
を
支
え
る
こ
を
確
保
す
る
た
め
の
雇
用
創
出
お
よ
ひ
高
齢

と
か
で
き
な
く
な
っ
て
苔
て
お
り
ま
す
。
エ
者
の
福
祉
に
つ
い
て
も
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば

業
化
の
進
展
‘
居
住
地
の
増
大
に
よ
っ
て
耕
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

地
が
減
少
し
て
い
る
の
で
す
。
人
口
が
増
え
‘

人
か
居
住
す
る
と
塵
芥
か
増
え
‘
更
に
環
境

が
悪
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
環

境
悪
化
の
な
か
で
、
安
全
な
水
を
い
か
に
確

保
す
る
か
が
特
に
‘
問
題
に
な
る
の
で
す
。

現
在
、
人
口
急
増
に
と
も
な
っ
て
、
若
年

人
日
か
急
激
に
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
従

い
ま
し
て
、
一
九
九
四
年
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ

ロ
で
開
か
れ
る
、
国
際
人
口
•
開
発
会
議
に

際
し
て
は
‘

こ
の
急
増
す
る
青
年
層
の
雇
用

シ
リ
ア
の
場
合
、
人
口
・
開
発
問
題
を
左

右
し
て
い
る
も
の
に
‘

m
伝
統
と
宗
教
‘

図
適
切
な
雇
用
、
岡
土
地
の
偏
っ
た
利

人日間題解

決のために

も、地球の

平和を

の
達
成
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
近
代
的
社
会
構
造
の
な
か
で
ア

ジ
ア
の
多
く
の
女
性
は
過
重
な
労
働
を
強
い

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
不
平
等
が
各
国
の
人
口

問
題
や
経
済
発
展
に
と
っ
て
の
あ
し
か
せ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の
社
会
的
平
等
を
実

現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人＂政策は

成功裡に推

移

用
、
田
中
束
情
勢
が
あ
り
ま
す
。

実
際
的
に
考
え
た
場
合
、

mを
越
え
て
政

府
は
人
口
問
題
に
影
咽
を
与
え
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
い
か
に
、
適
合
さ
せ
て
い
く
か

か
重
要
に
な
っ
て
苔
ま
す
。

ま
た
、
シ
リ
ア
の
場
合
、
不
安
定
な
中
東

情
勢
に
よ
っ
て
多
大
な
軍
事
費
の
支
出
を
強

い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

平
和
が
得
ら
れ
れ
ば
‘
こ
の
査
金
を
人
ロ
・

開
発
問
題
の
解
決
に
使
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

人
口
問
題
解
決
の
た
め
に
も
地
域
の
平
和
か

必
要
な
の
で
す
。

タ
イ
の
人
口
政
策
は
成
功
裡
に
推
移
し
て

お
り
ま
す
。
現
在
の
人
口
増
加
率
は
一
•
四

％
に
ま
で
低
下
さ
せ
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

こ
の
成
功
の
理
由
は
主
に
国
民
の
理
解
か
得

ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
成
果

は
子
供
た
ち
を
通
じ
て
引
き
継
く
こ
と
が
出
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日本からの参加者
（団長：桜井新）

●国会議員代表団

桜 井 新（自民・衆） JPFP代表幹事/J¥

FPPD副議長/J¥PDA理事

普方（社会・衆） JPFP副会長

利（公明・参） JPFP会貝

出
生
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
強
力
な
政
策
へ
変
更

[
9’狐
聾
量
'
`
"
`
’
,
'

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
‘
一
九
1

9

9

年
か
ら
国
家
家
族
計
両
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

急
速
な
人
口
増
加
に
対
応
す
る
必
要
か
あ
っ

た
か
ら
て
す
。
そ
の
結
果
‘
一
九
六

K
年
で

四
・
七
て
あ
っ
た
合
計
特
殊
出
生
率
か
一
九

八
六
年
に
は
一
•
四
に
ま
で
ド
か
り
ま
し
た
。

出
生
率
が
人
口
の
閥
き
換
え
水
準
を
下
回
っ

た
の
は
一

JL
七
五
年
の
こ
と
て
す
。
現
在
の

合
計
特
殊
出
牛
率
は
一
•
八
て
人
口
の
平
直
き

換
え
水
準
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

出
牛
率
か
人
口
の
罹
き
換
え
水
準
以
下
で

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ぎ
ま
な
問
題
か

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
労
慟
力
人
口
の
裔
齢
化
‘

福
祉
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
た
い
す
る
賽
金
が
不

足
し
、
若
年
層
へ
の
負
担
が
増
大
し
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
て
‘
一
九
八
七
年
に
改
訂
さ
れ

た
新
人
口
政
策
て
は
‘
出
生
を
増
加
さ
せ
る

た
め
の
イ
ン
テ
ン
シ
プ
を
与
え
る
政
策
へ
と

井 I:

風間
. . . .  ● ....  ← ...................................................... ..  

●専門家

JII野重任

黒田俊夫

●主催者

前田福三郎

広瀬次雄

遠藤正昭

桜井久美f
楠本 修

東京大学名誉教授/APDA埋事

H本大学人 II研究所名誉所長/A

PDA理事

岬アジア人口• 開発協会埋事長

APDA常務埋事

APDA'!>務局長補佐

APDAプログラム・オフィサー

APDA主任研究貝

め
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

明
日
を
よ
り
良
い
も

の
に
す
る
た
め
に
努
力
を
続
け
る
べ
ぎ
で
す
。

昨
lJ
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日
を
良
い
日

に
す
る
た
め
に
政
治
家
と
し
て
慟
ぎ
か
け
て

い
く
こ
と
か
必
要
な
の
て
す
。

ベ
ト
ナ
ム
は
人
口
問
題
に
対
し
て
熱
心
に

対
応
し
て
お
り
ま
す
か
、
そ
れ
に
対
す
る
資

金
か
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
人
口
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
は
生
活
水
準
の
向
上
が

不
可
欠
で
す
。
生
活
水
礼
を
上
け
教
育
水
準

を
上
げ
る
こ
と
て
人
口
・
開
発
問
題
を
改
善

し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
‘
乳
児

死
亡
率
の
減
少
を
図
る
た
め
に
‘
病
気
の
予

防
‘
治
療
の
た
め
の
設
備
、
制
度
の
改
善
が

必
要
で
す
。
人
こ
そ
が
国
の
宝
て
す
。
社
会

・
経
済
開
発
を
通
し
て
人
口
問
題
を
解
決
に

導
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

生活水準の

向上が不可

欠

て
お
り
ま
す
。

米
ま
す
。
人
口
問
題
に
対
す
る
態
度
は
お
し

な
べ
て
良
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
今

H

か
良
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
歩
み
を
止

変
更
し
ま
し
た
。
現
在
の
人
口
政
策
は
年
齢

構
造
の
ハ
ラ
ン
ス
、
人
口
増
加
、
経
済
成
長

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
共
に
考
え
た
も
の
に
な
っ
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洛
ド
す
る
瀧
の
し
ふ
き
を
物
と
も
せ
す
飛

明
す
る
鯉
は
や
が
て
天
に
の
は
っ
て
龍
と
な

る
と
い
わ
れ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
は
ま
さ
に
こ
の

龍
を
約
束
さ
れ
た
大
鯉
で
あ
る
。
第
九
回
人

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
貝
代
表

者
会
議
か
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ス
ト
に
よ
っ
て
開

催
さ
れ
た
こ
と
は
極
め
て
意
義
深
い
。

ヘ
ト
ナ
ム
の
第
二
次
大
戦
後
の
数
卜
年
は
‘

独
立
戦
争
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
等
に
よ
っ
て
国

上
と
七

0
0
0
万
人
の
国
民
が
捲
き
込
ま
れ

た
悲
劇
の
国
て
あ
る
。
そ
し
て
、
や
っ
と
一

九
八
六
年
の
ト
イ
・
モ
イ
（
刷
新
）
体
制
の
下

に
平
和
へ
の
活
動
か
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ

る
。
年
率
二
％
を
越
え
る
人
口
圧
力
を
克
服

し
、
経
済
成
長
を
促
進
し
、
近
隣
諸
国
の
水

準
に
追
い
つ
こ
う
と
す
る
政
府
お
よ
ひ
国
民

の
情
熱
的
な
息
吹
き
か
感
じ
ら
れ
る
。

●
黒

田

俊

夫

に
口
究
忠
図
西

グ
エ
ン
・
カ
イ
ン
，
ベ
ト
ナ
ム
副
首
相
か
開

会
式
の
挨
拶
て
‘
ベ
ト
ナ
ム
を
十
分
に
考
察

し
て
今
後
の
対
策
の
検
討
に
つ
い
て
議
論
し

て
欲
し
い
と
い
っ
た
発
言
は
‘
卒
直
に
ベ
ト

ナ
ム
の
現
状
を
訴
え
た
も
の
と
し
て
各
国
の

参
加
者
に
感
銘
を
与
え
た
。
こ
の
こ
と
は
‘
ア

ジ
ア
国
会
議
貝
に
改
め
て
人
口
と
開
発
に
つ

い
て
の
関
心
を
喚
起
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ

の
影
特
は
会
議
の
活
溌
な
討
議
と
な
っ
て
あ

?
t
こ。

ら

j
i
t

こ
の
第
几
回
国
会
議
貝
代
表
者
会
議
の
特

徴
は
‘
昨
年
一
九
九
―
一
年
八
月
の

E
S
C
A

P
主
催
の
「
第
四
回
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
人
口

会
議
」
を
受
け
て
‘
一
九
九
四
年
の
国
連
主

催
の
第
三
回
国
際
人
口
会
議
（
カ
イ
ロ
）
に
ア

ジ
ア
か
ら
の
提
案
を
行
な
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

ア
ジ
ア
の
政
府
間
人
口
会
議
の
勧
告
を
さ
ら

弱
図
国
IJJ

国
容
ill

に
強
く
バ
ッ
ク
ア
ソ
プ
し
、
冊
界
の
人
口
，

開
発
問
題
の
解
決
に
向
け
て
‘
立
法
府
の
国

会
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
見
解
を
明
確
に
し
よ

う
と
す
る
た
め
の
準
備
会
議
で
あ
る
。

各
国
と
も
に
‘
一
九
九
四
年
カ
イ
ロ
会
議

に
向
け
て
の
提
言
案
が
説
明
さ
れ
、
活
溌
な

意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
る
と
共
に
本
年

J
O

月
間
催
予
定
の
ア
ジ
ア
の
人
口
と
開
発
に
関

す
る
国
会
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
総
会
で
最
終
の

提
言
を
ま
と
め
る
こ
と
か
合
意
さ
れ
た
。

H
本
側
も
桜
井
新
議
員
団
長
を
中
心
と
し

て
積
阪
的
な
発
言
を
行
な
い
‘
討
論
の
推
進

役
を
果
し
た
。
各
国
か
ら
参
加
す
る
議
貝
団

も
選
挙
等
の
関
係
か
ら
始
め
て
の
出
席
者
も

あ
る
が
‘

こ
の
人
口
•
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
国
会
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
組
織
そ
の
も
の

か
‘
日
本
側
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
‘
会
議
開
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第9回人口と開発に関するアジア国会璽口代表者会議に参加して

●黒田俊夫〈くろにとしお〉

1909年兵庫県に生れる C 日本大学商経学

部卒。厚生省人口問題研究所所長、日本

大学人口研究所所長を経て、現在、日本

大学人口研究所名登所長、＇財アジア人口

• 開発t丸会理事

く主な著書〉 「日本人の寿命」 （日本経

済新間社）、 「高齢化に生きる j (束洋

経済新報社） 「日本人口の転換構造」（古

今魯院）

自
ら
形
成
さ
れ
、
ま
た
各
国
と
も
次
第
に
積

極
的
に
参
加
す
る
気
運
が
高
ま
っ
て
き
た
こ

と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る

3

一
九
九
四
年
の
カ
イ
ロ
国
際
人
口
会
議
に

対
す
る
提
案
に
つ
い
て
は
世
界
平
和
の
提
唱

や
軍
事
費
を
人
口
政
策
に
充
当
す
る
と
い
っ

た
一
般
的
な
発
案
も
あ
っ
た
か
‘
口
人
口
と

開
発
」
の
た
め
の
提
案
と
し
て
は
抽
象
的
て

あ
り
‘
一
般
論
的
す
苔
る
ぎ
ら
い
か
あ
り
‘

現
実
的
て
は
な
い
。
特
に
、
ア
ジ
ア
を
中
心

と
し
て
の
発
想
て
あ
っ
て
、
か
つ
世
界
の
開

発
途
上
国
に
共
通
す
る
提
案
が
も
っ
と
も
望

ま
し
い
。
し
か
も
、
そ
の
提
案
か
先
進
諸
同

へ
て
の
参
加
者
か
ら
賛
意
か
表
明
さ
れ
た
。

そ
れ
は
女
性
の
地
位
の
向
上
と
そ
の
た
め

の
教
育
の
将
及
‘

く
な
い
こ
と
‘

地
位
か
貧
困
‘

水
準
の
向
じ
で
あ
る
。

の
発
想
の
出
発
点
は
‘

環
境
に
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

そ

ア
ジ
ア
に
お
い
て
も

女
性
の
死
亡
中
が
男
性
よ
り
も
高
い
国
か
あ

り
、
女
性
の
平
均
絆
命
が
男
性
よ
り
も
短
か

v
、
あ
る
い
は
同
水
準
と
い
っ
た
国
か
少
な

そ
の
こ
と
は
端
的
に
女
性
の

多
産
と
共
に
め
く
ま
れ
な
い

女
性

の
地
位
の
向

L
と
い
っ
て
も
現
実
に
は
か
ん

た
ん
に
達
成
さ
れ
る
も
の
て
は
な
い
。

何
よ
り
も
ま
す
女
性
の
識
字
率
を
高
め

る
た
め
に
、
義
務
教
育
の
一

0
0
％
逹

成
の
み
な
ら
ず
、
中
等
教
脊
ま
で
義
務

女
性
の

化
す
る
こ
と
か
必
要
で
あ
る
。

教
育
向
上
は
‘
家
族
計
画
の
普
及
を
よ

う
い
な
ら
し
め
る
た
け
て
な
く
‘

子
供

の
養
育
‘
栄
養
水
準
を
高
め
、
家
族
の

健
康
の
向
卜
、
女
性
の
社
会
経
済
活
動

定
す
る
こ
と
の
て
き
な
い
も
の
と
し
て
、
す

こ
の
よ
う
な
人
口
転

挽
の
異
な
っ
た
段
階
に
対
応
し
て
、
経
済
成

て
い
る
国
々
も
あ
る

3

ラ
テ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
に
人
口
転
換
の
お
く
れ

バ
ン
グ

い
わ
ゆ
る
人

あ
ら
ゆ
る
教
訓
が
ア
ジ
ア
の
経
険
の
中
に
ふ

ロ
ー
ル
と
経
済
成
長
と
の
関
係
に
つ
い
て
の

第
二
に
注

H
す
べ
ぎ
点
は

人
れ
易
い
て
あ
ろ
う
。

側
の
提
案
は
そ
の
意
味
に
お
い
て
誰
も
が
否

桟
的
な
受
け
人
れ
か
よ
う
い
て
あ
る
。
日
本

こ
の
よ
う
な
女
性
の
教

育
水
祁
を
高
め
る
こ
と
は
長
期
計
画
て
は
あ

る
か
、
現
実
に
は
経
済
開
発
発
展
へ
の
最
短

路
離
の
戦
略
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

男
女
の
社
会
的
、
経
済
的
均
等
の
問
題
は

先
進
諸
国
に
お
い
て
も
な
お
完
全
に
解
決
さ

れ
て
い
な
い
重
大
な
社
会
問
題
て
あ
る
だ
け

に
そ
の
提
案
は
酋
遍
的
な
も
の
と
し
て
受
け

く
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

人
ロ
コ
ン
ト

ロ
転
換
が
日
本
の
よ
う
に
第
二
次
大
戦
後
い

ち
早
く
達
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
最

近
に
な
っ
て
急
速
に
人
LJ
転
挽
か
進
ん
て
い

る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
‘
台
湾
あ
る
い
は

韓
国
も
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ら
の
国
々
の
あ
と

を
追
っ
て
い
る
タ
イ
や
マ
レ
—
シ
ア
か
あ
る
。

ハ
キ
ス
タ
ン
‘

‘‘
 

こヽ

イ

ン

ト

さ
ら

く
高
い
田
が
多
い
。

催
等
の
財
政
面
も
一
切
負
担
す
る
と
い
っ
た

経
緯
も
あ
り
、

日
本
の
リ
ー
タ
ー
シ
ソ
プ
も

も
っ
と
も
望
ま
し
い
。

そ
う
な
れ
ば
地
球
規

幼
児
の
死
亡
率
や
母
性
死
亡
率
は
な
お
著
し

の
共
感
か
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば

へ
の
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
乳
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． 
) II 

野

煎

任

ア
ジ
ア
て
一
番
吊
く
人
口
転
換
と
経
済
成

長
を
達
成
し
た

H
本
の
先
駆
的
経
険
か
そ
の

他
の
ア
ジ
ア
、
特
に
東
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ

ア
の
人
口
転
換
や
経
済
成
長
の
糸
引
車
と
な

っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
い
い
か
え

れ
ば
‘
ア
ジ
ア
の
人
口
と
開
発
の
分
野
に
つ

い
て
は
‘
日
本
は
そ
の
先
駆
者
と
し
て
ア
シ

ア
の
多
く
の
同
々
に
対
し
て
協
力
‘
援
助
の

重
大
な
責
任
か
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
国
会
議
貝
の
こ
の
分
野
に
お
け
る

理
解
、
日
本
の
経
険
に
対
す
る
関
心
の
増
大

と
共
に
、

H
本
の
国
会
議
貝
の
貞
献
と
役
割

は
極
め
て
重
大
と
な
っ
て
ぎ
て
い
る
。

「
第
九
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

国
会
議
貝
代
表
者
会
議
」
は
善
意
の
こ
も
っ

品
逃
a
生

llJ

向
ID
に
国
国
淀
忌
因
因
固
弓
]

第
九
回
、
□
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

田
会
議
貝
代
表
者
会
議
」

(
A
P
D
A
主
催

一
九
九
三
年
二
月
．
一
五

H
I
一一六

R
)
に‘

報
告
者
の
一
人
と
し
て
参
加
の
機
会
を
得
て

久
し
振
り
に
ウ
ェ
ト
ナ
ム
を
訪
ね
た
。
会
場

の
ハ
ノ
イ
に
行
く
途
中
飛
行
機
の
都
合
て
ホ

ー
チ
ミ
ン
市
に
一
泊
し
た
か
‘
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
は
当
時
の
サ
イ
ゴ
ン
と
し
て
三
十
八
年
振

り
、
ハ
ノ
イ
は
ま
さ
に
半
世
紀
‘
五
十
年
振

り
で
あ
る
。

最
初
に
旧
仏
印
（
仏
領
イ
ン
ト
シ
ナ
）
を

訪
ね
た
の
は
一
九
四
三
年
、
当
時
lJ
本
は
平

和
進
駐
の
こ
の
国
か
ら
米
を
翰
人
し
て
い
た

か
‘
段
々
そ
れ
か
難
し
く
な
っ
た
。
そ
こ
て

そ
の
市
情
の
調
脊
と
い
う
こ
と
て
三
月
の
予

代
表
団
の
責
任
の
あ
る
指
導
的
役
割
に
よ
っ

て
索
睛
し
い
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
て
き
た
。

一
九
九
四
年
カ
イ
ロ
会
議
に
向
け
て
ア
ジ
ア

国
会
議
貝
に
よ
る
強
力
な
ア
ソ
ピ
ー
ル
と
提

案
か
作
成
さ
れ
、
カ
イ
ロ
会
議
の
成
功
に
貞

献
す
る
こ
と
か
切
望
さ
れ
る
。

定
て
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
が
‘
帰
り
の
飛

行
機
か
な
く
‘
到
頭
半
年
近
く
も
足
止
め
を

喰
う
こ
と
と
な
っ
た
。
大
半
は
サ
イ
コ
ン
を

中
心
と
し
て
の
旅
で
、
広
大
な
南
部
水
田
地

帯
か
ら
今
日
話
題
の
シ
ェ
ム
ラ
ソ
ブ
に
ま
て

足
を
伸
ば
す
こ
と
と
な
っ
た
か
、

も
当
時
数

ll
の
滞
在
の
経
験
が
あ
る
。
し
か

し
‘
ハ
ノ
イ
は
そ
の
時
の
一
回
切
り
、

長
の
段
階
も
異
な
っ
て
い
る
。

サ
イ

ハ
ノ
イ
に

た
ベ
ト
ナ
ム
の
積
極
的
な
ホ
ス
ト
と
日
本
側
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第9回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会議に参加して

ゴ
ン
に
は
一
九
上
五
年
再
ひ
出
か
け
る
機
会

か
あ
っ
た
。
そ
の
時
も
米
の
問
題
て
、
米
の

管
理
貿
易
を
商
梨
貿
易
に
切
り
か
え
る
に
つ

い
て
は
‘
金
さ
え
出
せ
は
米
か
買
え
る
と
い

う
条
件
か
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
‘

そ
の
条
件
か

あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
か
そ
の
調
査
目
的

だ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
、
す
て
に
フ
ラ
ン

の
後
を
受
け
て
南
北
は
分
断
さ
れ
‘

は
訪
ね
る
よ
し
も
な
か
っ
た
。

年
振
り
と
い
う
わ
け
て
あ
る
。

ハ
ノ
イ

そ
れ
で
五
十

こ
の
国
に
対
す
る
私
の
愛
情
の
某
礎
に
は
‘

五
卜
年
前
の
植
民
地
時
代
に
見
た
こ
の
同
の

人
々
の
生
活
の
実
態
に
つ
い
て
の
記
憶
か
あ

る
。
広
大
な
水
田
地
帯
は
仏
印
時
代
に
北
‘

ト
ン
ヤ
ン
地
方
か
ら
澤
山
の
労
働
力
を
移
し

ス
の
テ
ィ
エ
ン
・
ピ
ェ
ン
・
フ
ー
て
の
大
敗

人
力
車
代
り
の
シ
ク
ロ

部
に
人
を
乗
せ
る
台
を
く
っ
つ
け
た

自
転
車
の
前

い
な
ど
と
も
さ
れ
た
。

あ
る

C

私
は
越
南
人
だ
」
と
昂
然
た
る
応
待
振
り
て

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
内
で

て
間
拓
さ
れ
た
と
い
う
市
梢
も
あ
っ
て
‘
は

と
ん
ど
か
フ
ラ
ン
ス
人
、
イ
タ
リ
1

人、

華
僑
な
ど
外
国
人
大
地
‘
干
達
の
支
配
下

に
あ
り
‘
農
民
達
は
全
く
の
寄
細
小
作

農
、
小
作
料
も
高
く
、
食
事
は
朝
タ
ニ

回
だ
け
の
竹
し
さ
、
そ
の
た
め
、
体
力

不
足
で
八
貰
目
以
上
の
も
の
は
担
け
な

そ
し
て
街
に
は

北
て
共
廂
権
成
立
と
い
っ
た
市
態
と
な
る
と
‘

雰
囲
気
が
変
っ
た
。

ェ
ム
治
下
で
、
当
時
ア
メ
リ
カ
か
ら
派
遣
さ

れ
て
い
た
農
務
官
ラ
ジ
ェ
ジ
ェ
ン
ス
キ
イ
ー

日
本
の
農
地
改
革
の
指
揮
に
も
当
っ
た

人
|
|
＇
は
‘
こ
こ
て
の
農
地
改
＂
平
の
困
難
を

担
当
の
政
府
要
貝
の
不
足
と
い
う
こ
と
て
か

こ
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
共
産
勢
力
の
市
実

上
の
浸
透
て
大
な
り
小
な
り
進
行
し
て
い
た

よ
う
で
、
農
村
を
追
わ
れ
た
地
‘
干
達
か
サ
イ

ゴ
ン
に
逃
避
し
、
国
民
の
反
仏
、
抵
抗
の
運

動
は
こ
こ
て
も
凄
ま
し
い
も
の
か
感
し
ら
れ

た
。
十
年
前
、
「
君
は
安
南
人
か
」
と
間
い
て
‘

ー
ウ
ィ
」
と
答
え
た
の
か
、
今
や
‘
「
ノ
ン
‘

ゴ
ー
・
ジ
ィ
エ
ン
・
ジ

さ
て

そ
れ
か
一
九
孔
五
年
、

南
北
分
断
‘

L
こ。f
 

i
 

よ
る
地
冗
消
費
の
増
加
の
粘
果
と
も
刊
断
さ

時
の
米
の
翰
出
減
は
‘
戦
時
下
イ
ン
フ
レ
に

わ
め
て
い
た
。

存
知
の
乗
物
）
か
溢
れ
、
夕
涼
み
に
そ
れ
を

乗
廻
す
外
国
人
客
を
奪
い
合
っ
て
喧
嵯
を
き

そ
れ
だ
け
に
一
九
四
ぞ
年
当

2/ 



ハノイ市内の街並

そ
れ
か
ら
一
九
六
丑
年
米
軍
に
よ
る
北
燥

開
始
、
＇
ハ
八
年
共
産
軍
に
よ
る
心

m
正
月
攻

勢
」
、
七
三
年
「
パ
リ
相
平
協
定
」
‘
七

h
年

「
ウ
ェ
ト
ナ
ム
共
和
国
崩
壊
」
‘
と
い
っ
た
目

ま
く
る
し
い
経
過
を
経
て
‘
丁
几
七
六
年
‘

現
「
ウ
ェ
ト
ナ
ム
礼
会
‘
干
義
共
和
国
」
の
成

新
）
」
政
策
の
採
用
て
‘

化
政
策
を
進
め
て
来
て
い
る
と
い
う
。

立
を
見
る
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
る
か
一
九

八
六
年
以
来
い
わ
ゆ
る
「
ド
イ
・
モ
イ
（
刷

二
種
の
巾
場
自
由

ウ
ェ
ト
ナ
ム
は
い
う
ま
て
も
な
く
、
長
く

中
国
に
対
す
る
従
属
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
れ

か
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
、
そ
れ
に

一
時
‘
日
本
と
の
関
係
も
あ
っ
て
、
独
立
ま

て
に
数
奇
‘
幾
変
転
の
運
命
を
く
り
返
し
て

来
た
と
い
う
、
ま
こ
と
に
気
の
毒
と
い
う
他

な
い
感
し
の
同
で
あ
る
。
そ
れ
た
け
に
‘
こ

の
同
へ
の
再
訪
に
は
期
待
さ
れ
る
も
の
が
あ

っ
た
か
‘
改
め
て
痛
感
さ
れ
た
こ
と
は
‘
一

度
‘
何
か
の
関
係
て
従
屈
関
係
に
立
っ
た
田

か
独
立
を
か
ち
と
る
に
つ
い
て
は
‘
い
か
に

困
難
か
多
く
‘
大
ぎ
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

こ。f
 

つ

そ
の
歴
史
の
複
雑
性
を
反
映
し
て
、
民
族

性
は
忍
従
的
と
い
え
る
ほ
ど
に
忍
耐
強
く
‘

か
つ
控
え
目
で
あ
る
。
会
議
を
含
め
て
出
会

っ
た
多
く
の
人
々
に
つ
い
て
改
め
て
そ
れ
を

感
じ
た
。
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
市
の
空
堪
待

合
室
て
ホ
ー
氏
の
胸
像
に
お
眼
に
か
か
っ
た

の
を
初
め
と
し
て
、
旅
行
中
何
度
か
そ
の
肖

像
は
見
か
け
た
が
、
他
の
多
く
の
諸
国

②
た
だ
し
‘
北
と
南
と
の
間
に
は
歴
然

て
い
る
。

あ
る
。

る
の
だ
ろ
う
か
。

社
会
‘
t
義
国
を
含
め
て

I

て
見
か
け
る
よ

う
な
あ
く
ど
さ
‘
ど
ぎ
つ
さ
は
な
く
‘
好
愁

が
も
て
た
。
ま
た
、
現
地
滞
在
の
人
々
の
話

で
は
、
そ
の
数
も
段
々
減
り
つ
つ
あ
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
か
‘
し
か
し
‘

ヽ

え
に

こ
れ
と
引
き
か

ハ
ノ
イ
で
は
通
り
す
か
り
だ
っ
た
か

レ
ー
ニ
ン
公
園
に
見
卜
け
る
よ
う
な
レ
ー
ニ

ン
の
立
像
か
望
見
さ
れ
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

援
助
か
こ
こ
て
は
こ
う
し
た
形
て
、
今
な
お

そ
の
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
中
囚
と
の
大
き

果
し
て
何
時
ま
て
こ
の
形
か
残

な
違
い
だ
。

限
ら
れ
た

H
行
で
見
聞
の
暇
も
な
か
っ
た

か
‘
断
片
的
な
所
見
と
し
て
は
次
の
通
り
て

①
ド
イ
・
モ
イ
数
年
と
い
い
な
か
ら
‘

杜
会
主
義
国
と
し
て
‘
か
つ
て
中
国
の
あ
る

時
期
に
見
た
よ
う
な
逼
塞
さ
か
な
い
。
車
も

人
も
早
朝
か
ら
忙
し
そ
う
に
動
き
廻
っ
て
い

る
。
狭
い
路
地
に
も
公
設
市
場
に
も
そ
れ
な

り
に
日
用
生
活
用
品
を
中
心
に
商
品
は
溢
れ

22 



第9回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会議に参加して

た
る
経
済
水
準
の
差
が
感
じ
ら
れ
る
。
南
は

街
頭
を
走
り
廻
る
車
の
感
じ
と
し
て
、
オ
ー

ト
バ
イ
と
自
転
車
の
併
存
‘
む
し
ろ
オ
ー
ト

バ
イ
優
先
と
い
う
感
し
な
の
に
対
し
て
、
北
‘

ハ
ノ
イ
て
は
ま
だ
圧
倒
的
に
自
転
車
の
時
代

で
あ
る
。
そ
れ
に
両
側
に
大
苔
な
荷
物
を
ぶ

ら
ド
け
て
の
運
搬
車
代
り
の
も
の
か
多
い
。

③
ハ
ノ
イ
の
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
ま
て
の

一
時
間
弱
の
車
で
は
泥
ん
こ
の
曲
り
（
ね
っ

た
田
舎
道
と
甘
な
か
ら
の
田
植
え
姿
、
水
牛

を
使
っ
て
の
農
作
榮
、
そ
れ
に
竹
サ
ル
代
用

の
価
を
使
っ
て
の
揚
水
作
業
さ
え
看
取
さ
れ

た
か
、
中
国
の
人
民
公
社
で
見
た
よ
う
な
共

同
作
業
の
風
景
は
な
か
っ
た
。
す
て
に
原
削

的
に
個
別
経
営
に
移
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
‘

社
会
主
義
の
成
果
を
具
体
的
に
知
り
た
い
と

思
っ
た
。

④
五
卜
年
前
に
く
ら
べ
る
と
、
流
石
に

街
は
甚
だ
汚
れ
、
人
口
増
加
て
、
人
間
か
ゴ

ソ
タ
返
し
て
い
る
と
い
う
感
し
で
あ
っ
た
心

し
か
し
、
痛
ま
し
か
っ
た
の
は
そ
の
中
に
‘

地
雷
な
ど
て
手
足
を
失
っ
た
と
い
う
人
々
か

大
人
、
子
供
を
問
わ
す
、
特
に
北
て
少
な
か

ら
す
見
受
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
て
あ
る
。

戦
乱
の
傷
あ
と
は
今
な
お
、
日
々
の
生
活
の

四

フ
ラ
ン
ス
の
旧
植
民
地
と
し
て
フ
ラ

ン
ス
語
が
今
な
お
恨
強
く
残
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
か
‘
案
外
に
も
英
語
か

そ
れ
に
代
っ
て
い
た
。
一
時
期
‘
ア
メ
リ
カ

の
支
配
か
あ
っ
た
か
ら
と
の
説
明
も
聞
い
た

が
‘
今
や
、
英
語
か
国
際
語
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
時
代
の
現
わ
れ
と
見
る
べ
ぎ
か
も
知

れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
日
本
語
学
習
熱
も
盛

り
上
り
つ
つ
あ
る
話
も
聞
い
て
、
さ
こ
そ
と

思
っ
た
。

会
議
の
横
様
に
つ
い
て
は
別
稿
か
あ
る
の

て
そ
れ
に
譲
る
か
、
日
本
側
代
表
議
員
の
卒

直
な
サ
息
見
表
明
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
大
変

有
意
義
て
内
容
の
あ
る
会
議
だ
っ
た
と
思
う
。

印
象
に
残
っ
た
点
若
干
を
記
し
て
お
ぎ
た
い
。

1

人
口
と
開
発
問
題
が
主
題
て
、
私
と

し
て
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
農
業
問
題
を
中
心
に

経
済
問
題
に
碩
点
を
お
い
た
つ
も
り
だ
っ
た

か
‘
会
議
全
体
の
流
れ
と
し
て
は
‘
や
は
り

人
口
問
題
か
中
心
た
っ
た
。

2

従
来
‘
途
上
国
の
急
激
な
人
口
培
加

抑
制
が
問
題
の
す
べ
て
て
あ
る
や
の
印
象
も

中
に
牛
々
し
く
残
っ
て
い
る
。

⑤
 

4
 

3
 
他
方

（
一
九
几
三
·
三
•

i
O
 

な
い
て
は
な
か
っ
た
か
、
今
回
は
中
国
‘

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
代
表
の
発
表
で
、
そ
の
高
令

社
会
化
問
題
こ
そ
か
問
題
だ
と
い
う
新
た
な

視
点
か
打
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
世
代
同
居

政
策
で
問
題
の
解
決
を
は
か
ろ
う
と
い
う
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
政
策
実
施
が
私
と
し
て
は
印

象
深
か
っ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
か
ニ
―

0
0
年

に
七
、

0
0
0
ガ
と
い
う
自
国
人
口
の
将
米

展
望
を
打
出
し
た
こ
と
か
論
議
を
呼
ん
だ
か
、

「
人
口
と
開
発
」
問
題
の
恨
本
に
つ
な
か
る

問
題
提
起
て
も
あ
る
な
‘
と
、
私
は
秘
か
に

思
っ
た
。

関
連
し
て
日
本
の
人
口
間
題
、
武
器

の
貿
易
問
題
、
女
性
の
社
会
進
出
に
伴
な
う

出
生
率
の
低
ド
問
題
な
ど
か
取
上
け
ら
れ
、

特
に
こ
の
最
後
の
問
題
に
つ
い
て
は
‘
育
児
‘

家
事
に
つ
い
て
の
男
性
の
責
任
分
担
の
必
要

が
女
性
参
加
者
の
側
か
ら
強
調
さ
れ
る
な
ど

論
議
は
賑
わ
っ
た
。
限
ら
れ
た
日
程
だ
っ
た

が
、
こ
の
会
議
も
い
よ
い
よ
人
煩
存
続
の
根

本
問
題
に
つ
な
か
る
重
要
問
題
に
ま
て
足
を

踏
み
込
む
こ
と
に
な
っ
た
な
と
思
っ
た
。
こ

の
機
会
を
得
た
こ
と
を
改
め
て
感
謝
し
た
い
。 シ
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日
中
農
林
水
産
協
会
牒
業
調
査
団
団
貝
と

し
て
開
発
途
卜
、
少
数
民
族
居
仕
地
域
で
あ

る
中
同
四
川
省
拳
西
地
区
（
図
l
)

の
農
業

総
合
開
発
に
関
す
る
某
本
調
査
を
目
的
と
す

る
現
地
調
査
に
一
九
九
．
一
年
五
月
四
日

1,

月
一
七
日
の
約
．
一
週
間
に
わ
た
り
参
加
す
る

図 I 中国四川省攀西地区

概略図

貸州省

中国四川省

機
会
を
得
た
。
本
稿
て
は
短
期
間
の
調
奔
て

あ
っ
た
か
、
自
由
化
に
と
も
な
い
各
省
、
自

治
区
の
舒
済
活
動
か
活
性
化
し
た
現
在
の
中

国
の
一
端
を
垣
間
み
る
機
会
て
あ
っ
た
の
て

当
地
域
の
農
業
事
情
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

攀西地区の農業

日本大学農獣医学部専任講師

隅 川 裕 明

24 



中国四川省攀西地区の農業

●隅田裕明くすみだ•ひろあき〉

1955年高知県に生れる。 1980年日本大学

大学院農学研究科農芸化学専攻修了。現

在、日本大学農獣医学部専任講師。

〔写真①〕頂上まで伐採された攀枝花市周囲の山々

こ
の
地
域
は
中
国
西
南
部
に
俯
置
し
、
地

形
は
北
西
か
ら
南
東
に
向
か
い
安
寧
江
‘
雅

料
江
か
流
下
し
‘
雲
南
省
、
四
川
省
の
省
境

を
東
北
東
に
向
か
っ
て
流
れ
る
金
沙
江
に
流

入
す
る
。
こ
の
安
寧
礼
‘
雅
啓
江
と
金
沙
江

の
合
流
点
に
存
在
す
る
塔
‘
枝
花
市
を
中
心
と

す
る
一

i
O
市
・
県
・
区
を
含
む
南
北
三
七

O

km
、
東
西
三
六

0
k
m
に
わ
た
る
総
面
積
六
．

七
五
万
kni
の
地
域
て
あ
る
。
（
写
真
①
）

人
口
は
一
九
八

0
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
四

五
一
．
」
ハ
万
人
、
年
間
人
口
増
加
率
は
一
・

五
％
て
あ
る
。
ま
た
総
人
口
の
四
J
i
.
L
ハ
％

か
升
‘
嗽
‘
蒙
古
‘
回
‘
苗
族
を
中
心
と
す

る
少
数
民
族
で
あ
り
、
中
て
も
秤
族
か
少
数

民
族
人
口
の
五

0
％
近
く
を
占
め
て
い
る
。

標
高
は
南
東
部
の
平
但
な
地
域
で
几
三
七

m
を
示
し
、
西
北
部
の
急
峻
な
山
岳
地
域
て

は
標
高
四
一
九
五

m
に
達
す
る
。
こ
の
結
果
‘

気
條
区
分
は
平
地
部
て
亜
熱
帯
性
気
候
て
あ

る
か
‘
椋
高
に
と
も
な
い
様
々
な
気
候
帯
か

存
在
す
る
。
年
平
均
気
温
は
□
四
ー
ニ

0
℃
`

年
間
降
水
鼠
は
八

0
0
-
1
:
1
0
0
mm
て
あ

り
、
降
雨
は
七
月

1
九
月
の
雨
期
に
艇
中
す

"""'● 

ヽ

羞
西
地
区
の
概
況

る
C

図

2
に
こ
の
地
域
の

f
坦
部
の
代
表
的

な
気
象
条
件
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
拳
几
枝
花

市
の
気
象
デ
ー
タ
ー
を
示
し
た
。

地
質
条
件
は
か
つ
て
イ
ン
ド
大
陸
が
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
に
衝
突
し
た
衝
撃
に
よ
り
西
南

部
の
山
岳
地
域
か
降
起
し
、
地
層
の
逆
転
か

起
こ
っ
た
地
城
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
下
部

地
層
か
表
面
に
露
出
し
磁
鉄
鋼
、
銅
を
は
し

め
チ
タ
ン
、
モ
リ
ブ
テ
ン
等
様
々
な
金
属
鉱

（
写
真
2
)

攀
西
地
区
て
は
こ
れ
ら
工
業
衰
源
を
積
極

的
に
利
用
し
‘

工
業
化
を
計
る
こ
と
を
第
一

脈
が
存
在
す
る
。
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（写真左＠））露天掘りにより採掘さ

れる磁鉄鋼

〔写真下⑧〕平坦地の水田と中腹部

まで利用された赤色土

目
的
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
十
分
な
水
最

を
持
つ
三
河
川
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
水

資
源
の
十
分
な
有
効
利
用
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。
さ
ら
に
亜
熱
帯
性
気
候
条
件
に
よ
り
食

料
生
産
の
枯
態
で
あ
る
土
壌
は
激
し
い
風
化

を
受
け
た
生
産
件
の
低
い
亦
褐
色
系
土
壌
て

あ
り
、
こ
の

t
壌
は

U
S
D
A
の
土
壌
分
煩

に
よ
れ
ば
は
と
ん
ど
か
U
l
t
i
s
o
l
に
相
当
す
る
。

（
写
頁
③
）
ま
た
‘
、
王
食
て
あ
る
米
の
自
給

は
一
九
九

0
年
に
達
成
各
れ
た
ば
か
り
て
あ

る
。
こ
の
地
域
の
政
治
、
経
済
的
安
定
な
ら

ひ
に

t
業
化
を
推
進
す
る
に
当
た
り
、
卜
分

な
食
料
供
給
を
確
保
す
る
事
か
緊
急
の
課
題

-
．
、
一u
•
5
~
.
」
-
[
―
―
‘
_
＿
ー
＿

——
-i-

—=— 

__ -

拳
西
地
区
の
農
榮
払
盤
の
整
備
、
充
実
な

ら
ぴ
に
少
数
民
族
の
居
住
条
件
改
袴
を
目
的

と
し
た
「
拳
西
地
区
立
体
農
業
開
発
叶
画
」

か
四
川
省
政
府
に
よ
り
立
案
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
拳
西
地
区
の
標
高
差
に
よ
り
‘
椋

高
一

0
0
0
m
以
下
の
平
川
部
‘

1
0
0
0

I
,
 1
0
0
 0
m
の
中
山
部
、
二
五

0
0
1
三

ooolll
の
高
山
部
お
よ
ひ
二

o
o
o
m以

ト
の
高
山
平
野
部
に
区
分
し
‘
こ
れ
ら
区
域

の
気
候
帯
の
差
異
を
活
用
し
‘
十
分
な
灌
概

水
を
確
保
て
答
る
平
阻
部
、
中
山
部
て
は
水

稲
、
小
麦
‘
サ
ト
ウ
キ
ヒ
お
よ
ひ
既
菜
の
輪

作
‘
間
作
栽
培
を
行
い
、
特
に
法
菜
に
つ
い

て
は
他
の
地
域
に
く
ら
べ
早
出
し
か
可
能
て

あ
る
。
古
回
山
部
て
は
蜃
卒
‘
栖
＂
甲
生
産
お
よ

ひ
マ
ン
ゴ
、
サ
ク
ロ
等
の
果
樹
栽

tg
、
ま
た

養
豚
‘
養
訊
を
中
心
と
し
た
牧
畜
牛
産
を
行

う
。
こ
の
よ
う
に
地
形
に
よ
る
区
分
に
従
い

耕
作
可
能
地
を
徹
底
的
に
活
用
す
る
計
画
て

あ
る
。

二、

攀
西
地
区
農
業
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

農
業
技
術
問
題

こ
の
地
域
の
土
壌
条
件
は
雲
南
省
よ
り
続

く
赤
色
土
地
帯
の
北
端
に
位
沼
し
て
い
る
た

め
‘
土
壌
有
機
物
に
乏
し
く
‘
反
応
は
酸
性

ー
強
酸
性
を
示
し
透
水
件
の
悪
い
潜
在
的
生

産
力
か
低
い
七
壌
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
土
壌
の
改
善
に
は
積
極
的
な
有
機
物
の

活
用
お
よ
ひ
土
壌
物
理
性
の
改
良
か
必
要
て

あ
る
。
と
り
わ
け
家
畜
排
泄
物
‘
農
梨
廃
兜

物
お
よ
ひ
各
種
都
巾
廃
棄
物
を
積
極
的
に
利

用
し
‘
良
質
な
有
機
物
を
確
保
す
る
こ
と
か

必
要
不
可
欠
て
あ
る

•
3

ま
た
‘
巾
期
‘
乾
期

か
明
瞭
な
こ
の
地
域
の
安
定
的
な
農
業
生
産

を
椎
持
す
る
た
め
に
は
水
責
源
を
確
保
す
る

こ
と
は
巫
要
な
課
題
て
あ
り
、
す
て
に
伐
採

さ
れ
た
山
間
地
域
の
植
林
事
業
は
水
森
源
の

確
保
だ
け
て
な
く
上
砂
崩
れ
‘
十
壌
侵
食
を

防
止
す
る
た
め
に
も
重
要
な
事
業
て
あ
る
。

現
在
農
工
業
用
水
確
保
を

H
的
と
し
た
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
‘

ド
イ
ツ
の
援
助
に
よ
る

大
規
模
タ
ム
お
よ
ひ
発
電
施
設
の
建
設
計
両

か
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
農
槃
生

産
の
安
定
化
に
灌
帆
川
水
は
重
要
な
因

f
て

あ
る
か
‘
工
業
‘
農
業
か
混
在
し
た
地
域
て

一、
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中国四川省攀西地区の農業

国
内
て
の
解
放
政
策
の
浸
透
に
よ
り
農
楽

生
産
物
の
四
川
省
外
へ
の
流
通
か
活
性
化
し

て
い
る
。

性
気
候
の
特
性
を
利
用
し
た
早
出
し
で
あ
る

四、 の
農
梨
生
在
に
は
地
域
の
環
境
か
重
要
て
あ

る
C

と
り
わ
け
各
釉
鉱
脈
間
発
に
よ
る
大
気
‘

水
質
環
境
の
汚
染
は
今
後
さ
ら
に
顕
在
化
す

る
事
か
予
測
さ
れ
る
た
め
‘
早
急
な
環
境
評

価
と
カ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
‘
汚
染
防
止
技

と
り
わ
け
既
菜
‘

物
流
問
題

果
樹
は
亜
熱
帯

が
個
人
廂
人
に
よ
り
行
わ
れ
、
四
川
省
政
府

し
て
い
な
い
現
在
は
こ
の
流
通
の
ほ
と
ん
ど

か
現
状
て
あ
る
。

し
か
し
市
場
経
済
か
確
立

値
に
よ
り
高
値
で
取
り
引
ぎ
さ
れ
て
い
る
の

上
海
等
の
北
部
地
域
て
は
J

れ
ら
の
希
少
価

た
め
品
質
は
多
少
劣
っ
て
い
て
も
ハ
ル
ピ
ン

術
の
間
発
か
咽
ま
れ
る
。

現
地
調
査
時
に
多
く
の
荻
菜
栽
祐
圃
場
て

タ
ハ
コ
モ
サ
イ
ク
等
の
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
被

杏
か
認
め
ら
れ
た
。
ウ
ィ
ル
ス
か
さ
ら
に
批

大
感
染
す
れ
は
こ
の
地
域
の
航
菜
生
産
屈
の

激
減
‘
品
質
の
低
下
は
避
け
ら
れ
な
い
c

こ

の
解
決
は
極
め
て
軍
要
か
つ
緊
急
て
あ
り
、

ウ
ィ
ル
ス
フ
リ
ー
の
種
子
の
現
地
で
の
脊
苗

お
よ
ひ
連
作
障
害
を
回
避
す
る
作
付
け
体
系

の
将
及
か
必
要
て
あ
る
。
果
樹
栽
培
て
は
剪

定
‘
摘
果
技
術
か
粋
及
さ
れ
て
い
な
い
た
め
‘
‘
,

一
定
収
最
‘
品
質
の
確
保
か
困
難
な
状
態
に
焚

あ
り
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

〔
写
真
④
〕
路
上
で
個
人
商
人
に
よ
り
取
り
引

き
さ
れ
る
野
菜

の
牒
産
物
流
泄
計
画
と
矛
盾
す
る
点
か
多
い
。

戸
主
貝
④
）
ま
た
、
こ
の
地
域
の
各
種
物
資

の
翰
送
手
段
は
鉄
道
た
け
て
あ
り
、
今
後
道

路
‘
鉄
道
お
よ
ひ
前
空
路
の
整
備
か
課
題
と

な
ろ
う

3

こ
の
地
域
は
気
候
条
件
、
水
査
源
お
よ
ひ

上
策
賓
源
に
恵
ま
れ
‘
こ
れ
ら
を
活
用
し
た

農
槃
、
エ
党
両
側
面
か
ら
の
地
域
開
発
を
目

的
と
し
て
い
る
。
し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に

農
梨
部
門
に
は
数
多
く
の
問
題
点
を
抱
え
て

い
る
こ
と
も
明
か
て
あ
る
。
と
り
わ
け
農
工

梨
と
も
労
働
力
の
染
約
に
よ
り
現
在
の
生
産

性
を
椎
持
‘
向
上
し
て
い
る
現
状
て
は
現
存

の
人
口
政
策
が
さ
ら
に
進
行
す
る
こ
と
に
よ

り
、
農
業
人
口
の
減
少
に
よ
る
生
産
力
の
低

下
か
最
も
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
‘
現
在
の
開
発
ペ
ー
ス
は
余
り
に
も

早
急
で
、
短
期
間
に
多
大
な
成
果
を
期
待
し

て
る
よ
う
て
あ
る
か
、
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
は

拳
西
地
区
の
山
柄
地
術
に
林
か
拡
人
し
、
山

か
緑
に
変
わ
る
ス
ピ
ー
ト
と
同
歩
調
を
取
る

こ
と
が
妥
当
て
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。

五、

結

五
口-I_-n 
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一
九
九
二
年
の
出
生
率
（
人
口
千
人

当
た
り
出
生
数
）
は
九
•
八
人
て
‘
十

-
1
年
連
読
て
史
上
最
低
記
録
を
更
新
し

た
こ
と
が
一
―
・
+
-
H
、
原
生
省
の
九
―
]

年
人
口
動
態
統
計
年
間
推
計
で
分
か
っ

た
。
出
生
数
は
九
一
年
よ
り
約
一
ガ
人

減
り
、
人
口
の
自
然
増
も
JL
こ
ヰ
よ
り

三
万
人
以
上
減
っ
て
三
卜
五
万
人
台
に

な
っ
た
。

rsJ
推
計
は
九
二
年
一
ー
十
月
の
間
に

市
町
村
に
届
け
ら
れ
た
出
生
‘
死
亡
‘

結
婚
‘
離
婚
数
な
ど
を
集
計
し
、
年
間

推
計
数
を
算
出
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
出
生
率
は
前
年

（
九
•
九
人
）
よ
り
0

・
一
人
低
F

。

出
生
数
は
百
二
ト
一
万
三
千
人
て
前
年

（
百
二
十
二
万
一
•
一
千
二
百
四
十
五
人
）

を
約
一
万
人
下
回
り
第
一
次
ベ
ビ
ー
プ

ー
ム
の
ピ
ー
ク
時
の
一
九
四
九
年
の
出

生
数
（
二
百
六
卜
JL
万
七
千
人
）
の
半

数
以
下
だ
っ
た
。

ま
た
九
一
年
の
合
計
特
殊
出
生
率

（
一
人
の
女
性
が
生
酒
に
産
む
十
供
の

数
）
は
一
•
五
三
人
だ
っ
た
が
、
同
省

は
「
少
産
化
を
ス
ト
ソ
プ
さ
せ
る
要
因

か
見
当
た
ら
な
い
」
と
み
て
い
る
。

結
婚
は
七
卜
五
万
七
千
組
て
前
年
よ

り
一
万
五
千
組
増
。
離
婚
も
十
七
万
九

千
組
て
同
一
万
組
増
え
た
。
史
上
最
多

て
「
離
婚
プ
ー
ム
」
と
言
わ
れ
た
八
三

出
生
率
ま
た
最
低
更
新

1
3年
連
続
／
千
人
当
た
り
九
•
八
人
に

十二支

年
(
+
七
ガ
九
千
百
五
十
組
）
、
八
四
年

（
十
七
万
八
千
七
デ
ll
四
十
六
組
）
と
同

水
準
に
な
っ
た
。

子(/,)
丑（うし）

寅（とら）
卯（う）

辰（たつ）
巳（み）

午（うま）

未（ひつじ

申（さる）
百（とり）

戌（いぬ）

亥（い）

トリ年生まれ 913万人
十二支別人口とその順位（推計）

(I月 1日現在）
人口総人口に 人口

（万人）占める割合順位

) 069 8.6% 4 
(094 R.8 I 
1051 8.4 8 
(033 8.3 0 
(055 8.5 7 
(062 8.5 5 
1008 8.1 10 
1073 8.6 3 
1078 8.7 2 
913 7.3 12 
'48 7.6 ii 
(057 8.5 6 

※数字は四拾五入

人口動態年間推計表

にゅうすふぉーらむ

人口千人

92 年 前年比 当たりの 平均発生間隔

人数・棋

出 ,4,_ 1213000/、-10000 9.8 26秒

死 亡 854000人 24000 6.9 37秒

自然増加 359000人 -34000 2.9 ... 
死 酋 50000人 ---500 39.6 10,t32!cv 

婚 姻 757000糸H 15000 6.1 42秒

離 婚 179000組 10000 l.4S 2分57秒

●
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・
・
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・
28
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」
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…
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●
高
齢
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日
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：
934

●
中
国
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・
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・
,•..• 

35 

●
中
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「
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会
」
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35 

●
上
海
に
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齢
化
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•
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．
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低
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•
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…
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•
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●
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にゅうすふぉーらむ

総
務
庁
は
三
十
一
日
付
て
‘
一
日
現

在
の
即
年
生
ま
れ
の
推
計
人
口
を
発
表

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
九
百
卜
三
万
人

で
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
七
•
三

政
府
は
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
発
展

途
上
国
へ
の
総
合
的
な
支
援
策
を
検
討

す
る
よ
う
主
要
先
進
国
に
提
唱
す
る
方

針
を
固
め
た
。
総
合
戦
略
の
骨
格
と
し

て
政
府
内
て
検
討
し
て
い
る
の
は
①
途

上
国
の
貧
困
の
根
本
原
因
で
あ
る
爆
発

的
人
口
増
加
の
抑
制
②
民
族
＇
地
域
紛

争
を
助
長
す
る
軍
備
の
縮
小
③
環
境
保

護
＇
麻
薬
抜
滅
＇
エ
イ
ズ
（
後
天
性
免

疫
不
全
症
候
群
）
対
策
で
の
協
調
④
先

進
国
か
ら
途
上
国
へ
の
貸
金
還
流
や
市

場
開
放
の
四
本
杜
。
七
月
に
日
本

が
主
催
し
て
間
く
先
進
国
首
脳
会
議

（
東
京
サ
ミ
ソ
ト
）
て
基
本
構
想
を
ま

と
め
た
い
考
え
だ
。

政
府
が
総
合
的
な
途
上
国
政
策
の
検

討
を
提
唱
す
る
の
は
‘
東
西
対
立
の
終

屈
（
え
ん
）
て
大
国
に
よ
る
途
上
国
へ

の
政
治
介
入
か
減
り
、
「
初
め
て
南
北
間

途
上
国
支
援
、

政
府
、

総
合
戦
略
を

欧
米
先
進
各
国
に
提
唱
ヘ

一
九
九
三
•
I
.
-
）

％
。
男
四
百
四
卜
四
万
人
、
女
四
百
六

十
九
万
人
と
女
の
方
が
二
十
五
万
人
多

、。し（
毎
日
新
聞

題
を
本
格
的
に
討
議
で
き
る
環
境
か
整

っ
た
」
（
外
務
省
首
脳
）
と
の
判
断
に
よ

る
。
柱
の
―
つ
に
な
る
資
令
還
流
に
関

し
て
は
‘
渡
辺
副
総
理
・
外
相
が
九
一
―

年
て
終
わ
っ
た
日
本
の
第
四
次
政
府
開

発
援
助

(
O
D
A
)
中
期
目
標
に
続
く

新
目
標
を
作
成
す
る
方
針
を
す
て
に
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

世
銀
統
計
に
よ
る
と
、
発
展
途
上
国

の
実
質
経
済
（
国
内
総
牛
産
）
成
長
平

は
九

0
年
、
九
一
年
と
一
・
九
％
に
と

ど
ま
り
、
．
人
当
た
り
て
は
マ
イ
ナ
ス

o・
二
％
を
記
録
し
て
い
る
。
人
口
の

急
膨
張
は
一
人
当
た
り
て
み
た
途
上
国

経
済
の
成
長
率
が
マ
イ
ナ
ス
を
続
け
て

い
る
主
因
に
な
っ
て
い
る
か
‘
宗
教
的

な
理
由
も
あ
っ
て
産
児
制
限
な
ど
家
族

計
画
が
普
及
し
に
く
い
国
か
多
い
。
貧

困
の
結
果
、
医
療
水
準
か
低
く
乳
児
死

亡
率
が
高
い
た
め
、
多
廂
化
傾
向
が
続

く
と
い
う
要
因
も
無
視
で
き
な
い
。

国
連
推
計
に
よ
る
と
‘
九
二
年
に
五

十
五
億
人
弱
の
世
界
人
口
は
二

0
1
―五

年
に
八
十
五
億
人
、
二

0
五
0
年
に
は

百
億
人
以

k
に
膨
張
。
増
加
分
は
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸

国
に
梨
中
す
る
見
通
し
。
先
進
国
援
助

に
占
め
る
人
口
管
理
に
充
て
る
査
金
も

-
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
‘
援
助

政
策
を
所
管
す
る
外
務
省
で
は
直
接
的

な
家
族
計
画
援
助
に
加
え
て
、
教
育
，

医
療
水
準
や
女
性
の
地
位
向
上
な
ど
総

合
的
な
支
援
策
を
打
ち
出
す
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

一
方
、
年
間
一
千
六
百
億
＇
と
も
い

わ
れ
る
途
上
国
全
体
の
軍
事
支
出
は
‘

先
進
国
か
ら
の
年
間
援
助
額
の
約
三
倍

に
あ
た
り
、
そ
の
負
担
も
経
済
成
長
や

民
主
化
を
阻
専
す
る
大
き
な
要
因
に
な

っ
て
い
る
。

経
済
協
力
開
発
機
構

(
O
E
C
D
)

の
開
発
援
助
委
員
会

(
D
A
C
)
て
も

過
度
な
軍
事
支
出
を
し
て
い
る
国
へ
の

援
助
を
抑
制
す
る
手
法
に
つ
い
て
検
討

を
始
め
て
い
る
が
、
日
本
政
府
は
九
二

年
に
発
足
し
た
国
連
の
軍
備
登
録
制
度

に
加
え
て
「
軍
事
支
出
通
報
制
度
」
の

創
設
を
提
案
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
熱
帯
林
の
環
境
保
全
や

【
ワ
シ
ン
ト
ン

4
日
A
F
P
時
事
】

冊
界
銀
行
が
四
日
発
表
し
た
第
二
十
五

回
ア
ト
ラ
ス
（
世
銀
報
告
）
に
よ
る
と
‘

収
人
て
は
ス
イ
ス
、
平
均
弗
命
て
は

H

本
が
冊
界
一
位
で
あ
る
こ
と
か
明
ら
か

に
な
っ
た
。

一
九
九
一
年
の
ス
イ
ス
の
一
人
当
た

り
国
民
総
生
産

(
G
N
P
)
は
三
ガ
三

千
五
n
I
ー
で
、
以
下
日
本
一

F

万
~
ハ
千

九
百
二
十
卜
、
旧
西
独
二
万
三
午
六
百

五
ト
ト
、
米
国
二
万
二
千
五
白
六
ト
ト
、

フ
ラ
ン
ス
ニ
ガ
六
百
八
と
な
っ
て
い
る
。

91年の世界 1位

収入はスイス

寿命は H本

麻
薬
対
策
な
ど
途
上
国
の
協
力
を
得
な

け
れ
は
不
可
能
な
地
球
的
規
模
の
課
題

も
多
く
‘
援
助
や
技
術
協
力
の
在
り
方

を
先
進
国
間
て
討
議
す
る
方
針
て
あ
る
。

（
日
本
経
済
新
聞一

九
九
三
・
一
•
六
）
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【
パ
ン
コ
ク

8
日
1
1
脇
阪
紀
行
】
肌

界
一
の
コ
メ
餘
出
国
、
タ
イ
て
、
コ
メ

の
収
穫
が
始
ま
っ
た
昨
年
末
か
ら
米
価

か
低
迷
‘
牒
家
や
精
米
梨
者
に
打
撃
を

与
え
て
い
る

C

ヘ
ト
ナ
ム
、
米
国
な
ど

と
の
国
際
競
争
か
激
化
し
、
国
際
市
況

と
連
動
す
る
国
内
取
引
価
格
か
値
崩
れ

を
起
こ
し
て
い
る
た
め
だ
。
今
後
、
牛

産
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
ベ
ト
ナ

ム
な
ど
の
新
興
国
が
翰
出
競
争
力
を
強

め
る
こ
と
は
確
実
。
タ
イ
農
党
は
大
ぎ

な
構
造
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

コ

一
方
、

J
L
]
年
の
日
本
人
の
平
均
井

命
は
七
f
J
L
改
て
‘
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、

香
港
、
イ
タ
リ
ア
‘
ス
イ
ス
、
ス
ウ
ェ

ー
テ
ン
の
じ
十
八
歳
を
辛
う
し
て
卜
回

り
‘
以
下
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
七
十
七

戊
、
米
国
七
卜
六

i

成
と
な
っ
て
い
る
。

平
均
＃
命
か
最
も
知
い
の
は
ギ
ニ
ア
ヒ

サ
ウ
（
曲
ア
フ
リ
カ
）
の
一
二
十
九
茂
¢

そ
の
は
か
‘

-
H
判
た
り
の
カ
ロ
リ

ー
摂
取
鼠
は
共
リ
ン
ャ
か
三
千
八
｝
日
ニ

+
h
と
~
。
は
て
第
；
位
、
以
ド
ア
イ
ル
ラ

ン
ト
、
米
国
か
一
一
，
千
七

Ei七
十
八
，
口
悶
‘

ブ
ル
カ
リ
ア
か
三
千
七

Ei七
’
口
悶
と
続

い
て
い
る
。
ま
た
、
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
の
高
い
の
は
デ
ン
マ
ー
ク
て
、
原

油
一
，
口
当
た
り
七
’
相
当
の
商
品
を
牛

産
し
て
い
る
。
こ
の
分
野
て
は
‘
以
ド

イ
タ
リ
ア
か
六

•
J
L
O’
、
日
本
が
六
．

し

0
’
て
、
米
国
は
二
•
八

0
'

と
大

き
く
遅
れ
て
い
る

C

（
毎
日
新
聞
一
九
九
三
・
一
•
六
）

関
係
者
に
よ
る
と
‘
叶
年
は
‘
ベ
ト

ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
生
廂
か

順
調
て
、
世
界
全
体
の
翰
出
最
は
前
年

を
一
四
％
上
回
る
千
四

H
h
+
J
j
'
に

達
し
た
。
タ
イ
の
国
内
市
場
も
牛
廂
過

剰
に
よ
る
「
鷹
作
貧
乏
」
に
、
カ
ン
ボ

シ
ア
国
境
を
越
え
た
コ
メ
の
密
輸
入
か

加
わ
り
‘
需
給
か
崩
れ
た
。
こ
の
た
め
‘

国
際
指
標
と
な
る
タ
イ
米
の
輸
出
価
格

は
十
一
月
か
ら
年
末
に
か
け
て
約
六
％

急
落
し
た
。

食
福
管
理
制
度
の
あ
る

H
本
と
異
な

っ
て
、
ク
イ
の
米
価
は
、
国
際
市
況
に

翡
畠
タ
イ
農
業
に
転
換
期

ス

ト

上

昇

で

競

争

力

が

低

下

2010年推計
は
ほ
連
動
し
て
い
る
。
取
引
価
格
は
年

か
明
け
て
も
一
，
当
た
り
約
二
千
五
百

”
'
（
一
”
,
1
1
約
五
円
）
と
低
迷
を
続
け

た
た
め
‘
農
村
振
判
を
政
策
課
題
に
あ

げ
て
い
る
チ
ュ
ア
ン
政
権
は
‘
農
家
へ

の
低
利
融
査
を
拡
大
し
た
か
、
野
党
陣

営
や
農
民
に
よ
る
抗
議
デ
モ
か

it画
さ

れ
る
な
ど
風
粁
た
り
は
厳
し
い
。

た
だ
、
ベ
ト
ナ
ム
米
の
粕
出
価
格
は
‘

タ
イ
米
を
一
，
．
当
た
り
二
十
ー
五
十
’

前
後
下
回
る
な
ど
‘
タ
イ
米
の
価
格
競

争
力
は
す
て
に
弱
ま
っ
て
い
る
。
品
質

人

n増、全

国

の

日
本
経
済
新
聞
社
は
国
勢
調
査
を
基

に
し
て
、
全
田
の
政
令
指
定
都
市
各
悩

と
市
町
村
の
合
計
―
―

-f二
百
七
十
九
地

賊
を
対
象
と
し
た
二

0
1
0
年
ま
て
の

人

u
推
計
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る

と、

J
L
0年
か
ら
二

0
1
0
年
の
間
に

仝
国
の
人
口
は
五
•
五
％
増
え
る
か
‘

市
区
町
村
単
位
て
は
増
え
る
の
は
全
体

の
二
七
％
‘
九
百
地
域
に
と
ど
ま
り
‘

そ
の
大
半
が
東
京
‘
大
阪
‘
名
古
展
の

大
都
市
圏
や
‘
札
幌
な
ど
の
地
方
中
核

都
市
に
集
中
す
る
見
込
み
だ
。
大
都
市

一
九
九
三
・
一
・
九
）

や
市
場
開
拓
面
て
も
ハ
キ
ス
タ
ン
、
イ

ン
ド
、
中
国
な
ど
他
の
途
上
国
の
追
い

卜
げ
は
厳
し
い
。
タ
イ
て
は
‘
祖
放
的

な
コ
メ
作
り
か
中
心
だ
っ
た
か
、
関
係

者
の
間
て
は
、
総
労
倒
人
口
の
六
割
を

占
め
る
農
巌
人
口
の
削
減
‘
躾
約
農
巌

の
導
入
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
、
コ
メ
関

連

t
業
の
脊
成
な
ど
構
造
転
換
の
推
進

は
避
け
ら
れ
な
い
‘
と
の
声
が
強
ま
っ

て
い
る
＂

（
朝
日
新
聞

圏
周
辺
で
は
人
口
か
九
倍
に
膨
れ
上
が

る
自
治
体
な
ど
も
出
る
か
、
都
市
圏
以

外
て
は
人
口
が
減
少
し
‘
う
ち
H

|

地

域
て
は
半
分
ま
で
減
少
す
る
と
い
う
。

調
企
は
五
年
こ
と
の
国
勢
調
往
の
た

び
に
‘

N
E
E
D
S
|
A
D
B
（
日
本

舒
済
新
聞
社
の
地
域
テ
ー
タ
パ
ン
ク
）

を
活
用
し
て
算
出
し
て
い
る
も
の
。
今

回
は
九

0
年
の
国
勢
調
代
を
枯
に
‘
生

什
率
、
出
生
率
、
地
域
間
の
人
口
移
動

を
示
す
純
移
動
率
な
ど
を
一
定
と
仮
定

し
て
試
算
し
た
＂

七
割
、

逆

に

減

少

都
市
に
集
中
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にゅうすふぉ—らむ

人
口
集
中
か
進
む
大
都
市
圏
の
う
ち
、

f
策
県
印
西
町
か
現
布
よ
り
約
J
L
倍
に

増
加
す
る
は
か
‘
兵
庫
県
三
田
市
か
約

六
倍
‘
茨
城
県
守
谷
町
か
約
五
倍
に
な

る
な
ど
‘
仝
国
一
二
十
八
地
域
が
一
．
倍
以

上
の
人
口
増
と
な
る
。
た
だ
、
都
市
へ

の
人
口
集
中
の
粘
果
‘
仝
国
の
人
口
減

少
地
域
は
一

1

千
四

H
し
十
九
地
域
に
の

ぱ
る

c
人
LI
北
中
が
進
む
都
市
圏
て
も
‘
増

減
傾
向
は
一
律
て
は
な
い
。
東
京
圏
の

場
合
、
都
心
か
ら
四
ト
ー

H
卜
’
口
圏
て

は
三
九
％
も
増
え
る
か
、
都
心
の
十
‘
"

固
だ
け
は
逆
に
．
―
―
-
.
％
の
減
少
と
な
る
。

大
阪
‘
名
古
屋
圏
て
も
中
心
部
十
，
＂
圏

て
は
そ
れ
そ
れ
一

0
%
‘

O
'
，
ハ
％
の

減
少
と
な
り
‘
ト
ー
ナ
ツ
化
か
進
む
。

人
口
の
年
齢
別
て
は
‘
二

0
1
0
年

に
は
六
十
五
茂
以
上
人
口
か
全
体
の
二

一
•
三
％
に
ま
て
上
昇
。
市
区
町
村
の

う
ち
八

0
%
（
二
千
し
百
五
地
域
）
か
仝

国
平
均
よ
り
高
齢
者
比
率
か
高
い
「
高

齢
化
地
賊
」
と
な
る
。
こ
の
う
ち
八
J
L

％
は
人
口
減
少
地
域
て
、
人
口
減
と
高

齢
化
が
．
体
と
な
っ
て
進
行
す
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
三
・
一
'
-
四
）

発
展
途
上
国
の
経
済
成
長
を
助
け
る

に
は
、
先
進
国
か
ら
の
援
助
よ
り
投
賓

の
方
が
効
果
的
。
た
だ
し
地
球
環
境
の

保
仝
の
た
め
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
途
卜
国

の
人
口
抑
制
に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
I

財
団
法
人
・
地
球
産
業
文
化
研

究
所
の
研
究
委
員
会
（
委

H
長
＇
縄
川

和
満
東
大
助
教
授
）
が
ま
と
め
た
世
界

工

人
口
の
増
加
に
伴
う
影
御
の
試
算
て
こ

ん
な
結
果
が
出
た
。
環
境
と
成
長
の
両

方
を
に
ら
ん
て
、
先
進
国
と
途
卜
国
が

連
携
し
て
パ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
政
策
を

進
め
て
い
く
こ
と
か
重
要
‘
と
同
委
員

会
は
提
言
し
て
い
る
。

こ
の
試
算
は
世
界
人
口
が
九

0
年
の

五
十
二
億
九
千
万
人
か
ら
二

0
二
五
年

途
上
国
支
援
、
「
扱
助
よ
り
投
資
」

省

ネ

や

人

抑

制

必

要

に

ロ

二
0
―
-
H
年
の
世
界
の
総
人
口
は
‘

七
十

L
憶
九
千
七
百
Jj
人
と
現
在
よ
り

二
十
三
億
人
余
り
増
加
‘
食
料
確
保
の

た
め
、
農
耕
地
へ
の
転
換
て
ア
シ
ア
・

ア
フ
リ
カ
か
ら
森
林
か
消
減
す
る
恐
れ

か
あ
る
ー
。
地
球
資
源
な
ど
の
調
査
研

人＂急増で

姿梢す森林

2025年、

食料消費2倍に

究
を
行
っ
て
い
る
地
球
産
業
文
化
研
究

所
は
十
三

H
、
人
口
増
加
が
り
え
る
影

禅
に
つ
い
て
の
シ
ミ
ュ
レ
—
シ
ョ
ン
粘

果
を
発
表
し
た
。

同
研
究
所
が
開
発
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
ク
ラ
ム
に
よ
る
も
の
で
、

発
展
途
上
地
域
の
経
済
発
展
を
助
け
な

が
ら
人
口
を
抑
制
す
る
般
も
有
効
な
手

段
は
投
森
政
策
で
、

G
N
P
は
一
，
六

倍
（
二

0
二
五
年
の
一
九
九

0
年
比
）

に
な
る
。
し
か
し
‘
燃
料
消
費
は
三
＇

六
，
ハ
倍
（
同
）
、
食
料
消
費
は
一
•
九
七

倍
（
同
）
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
同
研

究
所
は
、
複
数
政
策
を
組
み
合
わ
せ
た

総
合
的
対
策
が
急
務
と
提
―
・
―
m
し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
三
・
一
・
一
四
）

に
八
十
五
憶
人
に
増
加
す
る
と
い
う
国

連
の
推
計
を
も
と
に
し
て
い
る
。
支
援

策
の
内
容
に
よ
っ
て
、
発
展
途
卜
地
域

（八

h
年
の
一
人
あ
た
り
国
民
総
生
産

叶
•
9
.
G
N
P
I
I
が
H
千
＼
未
満
）
の
[
人

あ
た
り

G
N
P
や
、
化
石
燃
料
、
食
料

の
世
界
消
費
最
か
ど
う
変
化
す
る
か
を

計
算
し
た
。

先
進
国
が

G
N
P
の
一
％
分
を
一
人

あ
た
り

G
N
P
二
千
卜
以
下
の
地
域
へ

毎
年
投
資
し
た
場
合
‘
こ
れ
ら
地
域
て

の
生
廂
活
動
を
誘
発
。
ー
パ
）
•
-
五
年
時

点
の
途
上
地
域
の
一
人
あ
た
り

G
N
P

は
支
援
策
を
何
も
実
施
し
な
い
場
合
に

比
べ
実
質
四
甘
十
卜
増
え
る
。
こ
れ
に

対
し
同
額
を
援
助
し
た
場
合
に
は
八

1

六
＼
の
増
加
に
と
ど
ま
る
。

同
研
究
委
員
会
は
途
上
国
の
経
済
発

展
を
助
け
る
の
に
最
も
打
効
な
投
宥
促

進
策
を
と
る
場
合
に
は
同
時
に
世
界
的

な
省
エ
ネ
ル
キ
ー
政
策
を
進
め
る
必
要

か
あ
る
と
指
摘
。
食
料
の
増
所
に
向
け

た
森
林
の
農
耕
地
転
用
な
ど
環
境
破
壊

を
防
ぐ
た
め
に
は
‘
途
卜
国
か
人
口
抑

制
に
取
り
組
む
こ
と
も
厘
要
た
と
強
調

し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
一

ll.-
．
一
八
）
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【
ワ
シ
ン
ト
ン

22
日
1
1

大
塚
隆
】
ク

リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
一

t

ト
ニ

H
、
人
工

妊
娠
中
絶
に
関
す
る
連
邦
の
制
限
措
置

を
撒
廃
す
る
大
統
領
命
令
を
出
し
た
。

米
国
て
は
一
―
卜
年
前
の
こ
の
日
、
連
邦

最
高
裁
判
決
て
、
中
絶
が
合
憲
と
さ
れ

た
か
、
実
際
の
中
絶
に
は
種
々
の
制
限

が
あ
り
‘
昨
秋
の
大
統
領
選
で
、
女
性

の
選
択
に
任
せ
る
べ
ぎ
だ
と
す
る
ク
リ

ン
ト
ン
氏
と
中
絶
反
対
の
プ
ッ
シ
ュ
氏

が
対
立
し
て
い
た
。
選
択
支
持
派
は
決

定
を
裔
く
評
価
し
て
い
る
が
、
中
絶
反

対
派
は
今
後
も
強
力
な
運
動
を
続
け
る

意
向
を
表
明
し
て
い
る
。

こ
の
日
出
さ
れ
た
大
統
領
命
令
は
‘

プ
ソ
シ
ュ
政
権
が
出
し
た
中
絶
胎
児
の

組
様
を
使
っ
た
医
学
研
究
へ
の
連
邦
資

金
の
提
供
禁
止
の
撒
廃
‘
連
邦
か
ら
賓

金
援
助
を
受
け
て
い
る
医
療
機
関
て
‘

医
師
以
外
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
に

対
し
、
中
絶
に
つ
い
て
助
言
す
る
こ
と

を
禁
止
す
る
ギ
ャ
グ
・
ル
ー
ル
と
呼
ば

れ
る
制
度
の
撒
廃
、
家
族
計
画
を
担
当

し
て
い
る
国
連
人
口
栴
金
へ
の
資
金
提

米、

国
連
人
口
基
金
へ
の
拠
出
金

米
新
政
権
が
復
括
を
決
定

供
の
禁
止
の
撒
廃
、

R
u
4
8
6
と
呼

ば
れ
る
中
絶
薬
の
輸
入
禁
止
の
撒
廃
な

ど
だ
。中

絶
胎
児
の
組
織
を
使
っ
た
医
学
研

究
は
八
八
年
に
プ
ッ
シ
ュ
政
権
が
中
絶

を
助
長
す
る
危
険
が
あ
る
と
研
究
衰
金

の
援
助
を
禁
止
し
た
。
し
か
し
‘
こ
こ

数
年
‘
胎
児
の
脳
細
胞
を
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
患
者
の
脳
に
細
胞
移
植
す
る
実
験

的
治
療
法
が
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
胎

児
の
細
胞
移
柚
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

や
栖
尿
病
の
患
者
に
も
応
用
可
能
だ
と

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

22
日
田
原
譲
立
】

ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
は
二
十
二
日
、

レ
ー
ガ
ン
政
権
時
代
に
第
三
世
界
て
の

妊
娠
中
絶
を
理
由
に
打
ち
切
っ
た
国
連

人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)

へ
の
政
府

拠
出
金
（
任
意
）
の
復
活
を
決
定
、
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
て
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
テ
ィ

ッ
ク
U
N
F
P
A
事
務
局
長
と
会
見
し
‘

こ
の
方
針
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
米
国

際
開
発
局
に
予
算
措
置
を
命
令
し
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
総
本
山
、
バ
チ
カ

ン
と
並
ぴ
人
口
計
画
政
策
に
否
定
的
だ

中
絶
制
限
を
撤
廃

大統領

＾^ 
AP 7':1 

し
て
患
者
や
医
師
か
ら
は
研
究
の
全
面

解
禁
を
求
め
る
声
か
強
く
出
さ
れ
て
い

こ。f
 

一
九
九
三
•
一
・
ニl
=
-
）

ま
た
、
ギ
ャ
グ
＇
ル
ー
ル
撒
廃
に
関

連
し
、
こ
れ
ま
て
中
絶
か
事
実
上
禁
止

さ
れ
て
い
た
軍
関
係
の
病
院
で
も
中
絶

が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
「
政
治
の
統

制
か
ら
科
学
や
医
学
を
解
き
放
ち
、
す

べ
て
の
米
国
人
に
最
新
で
最
良
の
治
療

を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

ぺ
る
と
と
も
に
‘
「
中
絶
は
安
全
か
つ
合

法
的
て
あ
る
べ
き
だ
」
と
、
女
性
の
選

択
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
考
え
を
改
め
て

強
調
し
た
。

（
朝
日
新
聞

っ
た
米
政
府
の
方
針
転
換
は
、
第
三
戦

界
の
人
口
増
大
に
対
す
る
国
連
活
動
を

活
性
化
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

レ
ー
ガ
ン
政
権
は
一
九
八
六
年
‘

U

N
F
P
A
の
活
動
が
「
中
国
な
ど
で
の

妊
娠
中
絶
を
援
助
し
て
い
る
」
な
ど
と

し
て
、
三
千
六
百
万
卜
（
八
五
年
実
績
）

の
拠
出
金
を
打
ち
切
っ
て
い
た
。

米
国
内
で
は
七
三
年
の
最
高
裁
決
定

て
妊
娠
中
絶
は
「
女
性
の
憲
法
上
の
権

利
」
と
認
め
ら
れ
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
な
ど
を
中
心
と
し
た
中
絶
反
対
勢

力
か
草
の
恨
運
動
を
継
続
。
今
回
の
大

統
領
選
で
も
反
対
派
（
共
和
党
）
と
支

持
派
（
民
主
党
）
に
分
か
れ
、
重
要
な

選
挙
争
点
に
な
っ
て
い
た
。

U
N
F
P
A
の
新
年
度
予
算
案
は
二

億
八
千
万
＼
＂
。
こ
の
う
ち
日
本
は
約
四

千
五
百
Jj
ト
．
＂
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
も
過

去
の
実
績
か
ら
み
て
四
千
万
八
前
後
の

拠
出
か
見
込
ま
れ
て
い
た
。

U
N
F
P
A
は
‘
こ
の
決
定
に
対
し

「
金
額
よ
り
も
米
政
府
の
政
策
転
換
の

意
義
か
大
ぎ
い
。
家
族
計
画
に
か
た
＜

な
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
バ
チ
カ
ン
ヘ

の
圧
力
も
高
ま
り
、
世
界
各
地
の
貧
困

救
済
に
も
つ
な
が
る
」
と
し
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九

l
l
_
•
一
・
ニ
四
）
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にゅうすふぉ—らむ

金
沢
工
菓
大
学
の
後
藤
真
太
郎
助
教

授
‘
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
の
村

井
悛
治
教
授
ら
の
研
究
ク
ル
ー
プ
は
‘

二
酸
化
炭
素

(
C
o
こ
）
濃
度
か
増
え

て
地
球
温
暖
化
か
進
ん
だ
場
合
の
地
球

の
収
容
可
能
人
口
を
試
算
し
た
。
衛
昴

テ
ー
タ
な
ど
か
ら
食
料
供
給
能
力
を

f

測
‘
養
え
る
人
口
を
計
算
し
た

C

温
暖

化
は
股
地
増
に
よ
る
食
料
増
産
を
も
た

ら
す
も
の
の
‘
試
算
の
う
ち
可
能
性
が

島
い
ケ
ー
ス
て
は
最
大
限
農
地
か
掠
大

し
て
も
二

0
1
,
1
0
年
こ
ろ
に
蓑
え
る
の

は
約
七
卜
三
億
人
て
‘
但
界
の
急
激
な

人
口
増
加
に
比
へ
食
料
不
足
と
な
る
恐

れ
が
あ
る
。
し
か
も
‘
温
暖
化
し
な
い

場
合
は
さ
ら
に
収
容
可
能
人
口
は
少
な

v
、
そ
れ
だ
け
地
球
環
境
問
題
は
複
雑

と
い
え
そ
う
だ
。

地
球
温
暖
化
を
測
る
際
の
基
準
と
し

て
、
産
染
革
命
以
前
の

C
O
,」
濃
度
を

設
定
。
気
象
庁
の
予
測
モ
テ
ル
て
大
気

二
0
三

0
年、

中
の

C
゜
'
[
濃
度
が
「
革
命
以
前
」
の

-
．
倍
に
な
る
二

0
三
0
年
時
点
の
状
況

を
試
算
し
た
。
予
想
さ
れ
る
温
度
上
昇

は
一
•
五
ー
三
•
五
度
と
し
た
。

ま
ず
米
国
の
衛
星
「

N
O
A
A
」
の

テ
ー
タ
か
ら
熱
帯
林
‘
森
林
‘
砂
没
、

箪
地
と
い
っ
た
柚
牛
の
分
布
を
求
め
‘

こ
れ
に
気
候
変
化
を
考
慮
し
て
温
暖
化

時
の
植
牛
分
布
を
予
測
し
た
。
植
生
の

う
ち
草
地
は
す
て
に
牒
地
か
‘
農
地
て

は
な
い
か
将
来
耕
作
可
能
な
農
地
候
補

に
相
当
す
る
。
両
者
を
合
計
し
た
潜

If

的
股
地
面
積
か
ら
収
穫
て
き
る
作
物
最

が
最
大
限
増
え
た
場
合
の
食
料
供
給
最

と
な
り
‘
こ
れ
か
ら
養
え
る
叶
容
人
口

が
分
か
る
。

試
算
に
よ
る
と

'
1
0
三

0
年
ご
ろ
の

潜
布
的
農
地
は
現
在
の
潜
在
的
農
地
に

比
へ
て
、
ア
フ
リ
カ
、
北
米
‘
オ
セ
ア

ニ
ア
地
域
て
は
砂
没
化
の
進
行
に
よ
り

減
少
‘
逆
に
南
米
と
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
地
域
て
は
凍
じ
の
位
地
化
に
よ
り

凍
土
の
利
用
可
能
に

地

球

温

暖

化

の

ジ

潜
在
的
農
地
増
え
、

許
容
人
口
73
偉
人

レ

ン

マ

n

増
加
す
る
。
合
計
す
る
と
世
界
全
体
て

は
増
加
と
な
る
。
森
林
の
伐
採
は
し
な

い
こ
と
か
条
件
。

さ
ら
に
潜
在
的
農
地
面
積
か
ら
計
算

し
た
収
穫
で
苔
る
作
物
の
カ
ロ
リ
ー
も

温
暖
化
し
た
方
が
現
状
よ
り
増
え
る
。

二
0
三
0
年
の
紅
料
消
費
水
準
は
四

つ
の
ケ
ー
ス
を
想
定
、
最
大
限
耕
作
し

た
場
合
の
食
料
で
養
え
る
人
口
を
求
め

た
。
そ
の
結
果
‘
①
一
九
八

0
年
時
点

の
地
域
別
平
均
の
食
牛
活
水
準
を
各
地

域
が
維
持
す
る
と

H
億
三
千
万
人
②
世

界
平
均
の
食
料
消
費
を
一
律
に
適
用
す

る
と
八
十
九
億
五
千
万
人
③
泄
界
平
均

以
上
の
国
は
そ
の
ま
ま
‘
軋
界
平
均
以

下
の
国
は
平
均
ま
て
向
卜
さ
せ
る
と
じ

十
二
億
六
千
万
人
④
米
国
の
水
準
を
世

界
に
適
用
す
る
と
現
在
の
五
十
五
億
人

よ
り
少
な
い
四
十
億
人
と
な
っ
た
。

後
藤
助
教
授
は
「
大
ま
か
な
試
算
」

と
し
た
う
え
で
「
食
生
活
の
向
上
傾
向

を
考
慮
す
れ
ば
三
番
目
の
予
測
値
か
現

実
に
近
い
」
と
見
て
い
る
。
研
究
グ
ル

ー
プ
は
現
状
の
ま
ま
で
の
許
容
人
口
も

試
算
し
て
お
り
、
そ
の
場
合
の
収
容
可

能
人
口
は
ケ
ー
ス
に
よ
り
温
暖
化
し
た

場
合
に
比
べ
は
ぱ
同
し
か
‘
少
な
い
か

で
、
特
に
三
番
目
の
ケ
ー
ス
て
は
廿
ト

六
憶
人
と
か
な
り
減
っ
て
し
ま
う
。

偏
増農

強業

が生

急産

務の

な

お

食

料

不

足

国
連
人
口
某
金

(
U

N
F
P
A
)
の
冊
界

人
口
白
害
は
、
世
界
人
口
か
^
1
0
五
0

年
に
百
億
人
を
突
破
す
る
勢
い
て
培
加

し
て
お
り
少
な
く
見
積
も
っ
て
八
十
五

億
人
、
最
大
て
は
百
一

1
1五
億
人
と
予

想
し
て
い
る
。
予
想
に
沿
っ
た
増
加
に

な
る
と
、
二

O
~
二
0
年
に
今
皿
試
算
し

た
許
容
人
口
を
上
回
る
可
能
性
は
高
い
。

し
か
も
‘
潜
布
的
農
地
を
農
地
に
し
た

う
え
て
の
試
算
て
あ
り
、
農
地
開
拓
の

促
進
や
農
巣
の
効
率
化
か
阻
要
と
い
え

る。

農
地
が

ま
た
‘
試
麻
で
は
温
眈
化
が
許
容
人

口
に
フ
ラ
ス
に
働
い
て
い
る
。
従
っ
て

地
球
環
境
問
題
の
観
点
か
ら
温
暖
化
の

防
止
が
進
め
ば
‘
許
容
人
口
は
そ
れ
だ

け
低
く
な
り
‘
よ
り
一
層
食
料
不
足
の

可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

た
め
、
地
球
環
境
へ
の
配
慮
と
、
人
口

増
加
に
見
合
っ
た
食
料
生
産
は
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
な
い
恐
れ
も
あ
り
、
将
来
展

望
の
厳
し
さ
か
う
か
か
え
る
。

仮
に
温
暖
化
の
場
合
て
も
‘
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槻
界
の
人
口
問
題
へ
貢
献
し
た
団
体
‘

個
人
に
贈
ら
れ
る
「
国
連
人
口
賞
」
を

毎

H
新
聞
社
人
口
問
題
閥
査
会
か
受
賞

し
た
。
国
連
人
口
賞
委
員
会
は
十
七
日
、

今
年
度
の
「
国
連
人
口
賞
」
の
選
考
会

を
開
き
‘
団
体
の
部
門
て
伯
日
新
聞
社

人
口
問
題
調
莉
会
が
ト
ル
コ
家
族
計
画

協
会
と
の
決
選
投
票
の
結
果
‘
選
出
さ

れ
た
。
六
月
卜
日
ご
ろ
国
連
内
て
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
カ
リ
事
務
総
長
か
ら
金

メ
タ
ル
と
表
彰
状
か
手
渡
さ
れ
る
。

同
貨
は
一
九
八
一
年
の
総
会
て
日
本

な
ど
か
中
心
に
な
っ
て
設
器
を
決
議
。

八
三
年
か
ら
毎
年
‘
冊
界
の
人
口
問
題

を
経
済
、
社
会
的
観
点
か
ら
と
ら
え
‘

そ
れ
そ
れ
の
国
て
人
口
問
題
の
重
要
性

と
理
解
を
深
め
‘
そ
の
解
決
へ
向
け
最

も
貢
献
し
た
団
体
、
個
人
に
授
与
さ
れ

て
お
り
、
国
連
総
会
か
総
意
て
授
仔
す

る
賞
と
し
て
は
哨
一
の
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

人

＂ 

二

0
0
七
年
、

高
齢
者
人
口
の
割
合
が
世
界
最
高
に

逹
す
る
二

0
0
七
年
の

H
木
て
は
‘
六

卜
五
版
以
卜
の
お
年
寄
り
の
占
め
る
割

合
か
世
界
て
初
め
て
，
一
割
に
達
し
‘
二

0
―
五
年
に
は
痴
呆
（
ち
は
う
）
症
の

お
年
寄
り
は
三
倍
以
上
に
増
え
る
ー
|
°

H
本
医
師
会
か
ら
委
託
を
受
け
て
い
た

H
本
大
学
人
口
研
究
所
か
‘
十
八
日
ま

今
年
の
選
考
会
て
は
世
界
か
ら
卜
団

体
‘
し
ハ
個
人
か
候
補
と
な
り
、
人
口
問
題

調
査
会
は
「
戦
後
の
日
本
て
最
初
に
人

口
問
題
の
重
要
性
を
認
識
し
、
四
九
年

に
設
阻
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
創
造
母
体

て
あ
る
毎
日
新
聞
の
紙
卜
を
通
し
継
続

的
に
人
口
問
題
へ
の
意
識
の
向
上
に
貢
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と
、
六
卜
五
歳
以
卜
の
お
年
寄
り
の
占

め
る
割
合
は

J
L
0
年
の
ニ
―
％
か
ら
二

0
0
0
年
に
は
一
七
％
、
二

0
0
七
年

に
は
世
界
で
初
め
て
一
ー
割
に
達
し
‘
二

0
ニ
fi
年
に
は
は
ぽ
四
人
に
一
人
の
二

七
％
と
な
る
。
病
齢
者
人
口
か
一

0
%

か
ら
二

0
％
に
逹
す
る
の
に
二
十
二
年

し
か
か
か
ら
ず
‘
冊
界
て
も
例
を
見
な

い
速
さ
て
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
。

六
十
九
歳
以
卜
の
独
居
半
は
九

0
年

の
―
-
％
が
二

0
二
五
年
に
は
一
八
％

に
ま
て
増
え
‘
と
く
に
女
性
の
独
居
率

は
‘
九

0
年
の
一
五
％
か
ら
二

0
二
五

I... 

高
齢
化
の
速
度
、

厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
か
日
本
の

将
来
人
口
を
推
計
し
て
い
る
か
、
日
大

人
口
研
の
場
合
‘
賃
金
や
女
性
の
社
会

進
出
の
度
合
い
を
運
動
さ
せ
て
い
る
の

か
特
徴
だ
。

高
齢
化
世
界
一

推
計
結
果
に
よ
る

て
に
こ
ん
な
推
計
結
果
を
ま
と
め
た

五
人
に
一
人
が
六
五
歳
以
上

＂
本
が
匪
界
一

毎
日
新
聞
社
人
口
問
題
調
査
会

「
国
連

受

賞

日本の

団体で初

増
加
す
る
地
域
と
減
少
す
る
地
域
の
格

差
か
あ
り
、
減
少
す
る
ア
フ
リ
カ
地
域

の
発
展
途
上
国
て
食
料
不
足
が
一
層
助

長
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
り
そ
う
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九

l

-

＿
・
ニ
'
-
三
）

献
。
特
に
五

0
年
か
ら
始
ま
っ
た
二
年

こ
と
の
家
族
計
向
の
世
論
調
査
は
‘
冊

界
て
も
最
も
長
期
に
わ
た
り
、
そ
の
サ

ン
フ
ル
数
に
お
い
て
も
最
大
の
も
の
」

と
高
く
評
価
さ
れ
、

R
本
の
団
体
と
し

て
初
の
受
賞
に
渾
い
た
。

個
人
部
門
て
は
八
八
年
に
人
口
問
題

調
在
会
委
員
て
も
あ
る
加
藤
シ
ッ
エ
元

参
議
院
議
貝
が
日
本
人
と
し
て
初
受
賞

し
て
い
る
。
今
年
の
部
門
は
ア
フ
リ
カ

な
ど
の
家
族
計
画
で
指
導
的
立
場
に
あ

る
ガ
ー
ナ
の
フ
レ
ッ
ド
・
サ
イ
博
士
か

受
賞
し
た
。

今

後

も

積

極

的

活

動

小
池
唯
夫
•
毎
日
新
聞
社
人
口
問
題

調
査
会
会
長
（
毎
日
新
聞
社
長
）
の
話

一
九
四
九
年
の
発
足
以
来
四
卜
数
年

に
わ
た
っ
て
‘
一
貫
し
て
内
外
の
人
口

問
題
の
啓
発
運
動
に
取
り
組
ん
て
ぎ
た

実
績
が
広
く
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
も

の
と
し
て
喜
ひ
た
い
。
人
口
問
題
は
一
・

十
一
世
紀
へ
向
け
て
人
穎
が
解
決
を
追

ら
れ
て
い
る
捐
要
課
題
て
あ
り
、
地
球

環
境
問
題
の
根
底
に
は
人
口
間
題
が
横

た
わ
っ
て
い
る
。
今
後
も
広
い
視
野
か

ら
人
11
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

こ
ヽ
。

い
き

f
し

（
毎
日
新
聞

一
九
九
三
・
ニ
・
一
八
）
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にゅうすふぉーらむ

各国の"歳以上人口の割合の推計

20251「 W'; カ・ら'"'':.
の 紀 合に増uするの

/";,) に要する年数

日本 27.:l 22 

スイス 211.1 54 

ドイ., 23.2 '" 
イクリア 21.8 18 
1、ウェ—ーテ> 22.・1 GG 

7ィンうン f 22.2 45 

オランク 21.11 .S2 

カナク 21.2 '" 
7 ランス 2(>_8 "' 

アメリカ lll.8 
イギリス 111.1 

（江〉 H本は R}、I、II研推計で、そ

の他は国連人 U部の111,11,年1此I

m] 
名

年
に
は
二
二
％
に
達
す
る
。

介
護
負
担

I
L
0
年
か
ら
二

0
二
五

年
ま
て
の
寝
た
き
り
や
痴
呆
症
の
お
年

寄
り
の
推
移
は
‘
寝
た
苔
り
は
八
十
一

万
人
か
ら
約
三
倍
の
二

fi
．
一
十
九
万
人

に
。
痴
呆
症
は
百
Jj
人
か
ら
一
合
旦
一
十

ニ
ガ
人
に
増
え
る
。

お
年
寄
り
の
介
護
を
専
業
‘
モ
婦
か
‘
t

に
担
っ
て
い
る
現
状
か
変
わ
ら
な
い
と

す
る
と
‘
二

O
-
．h
年
に
四
十
代
に
な

っ
て
い
る
女
性
の
負
相
か
最
も
高
く
‘

現
在
の
十
五
人
に
一
人
の
割
合
か
ら
二

人
に
一
人
の
割
合
て
介
護
老
人
を
抱
え

る。
二
0
0
七
年
日
本
の
総
人
口
は
今

後
も
壻
加
を
続
け
‘
二

0
0
七
年
に
ピ

ー
ク
を
迎
え
て
一
億
二
千
八

H
六
十
四

万
人
と
な
る
。
そ
の
後
緩
や
か
に
減
少

し
て
二

0
二
五
年
に
は
こ
億
二
千
百
七

【
北
京

18
日
1
1
和
気
靖
】
中
国
国
家

統
計
局
の
十
八
日
の
発
表
に
よ
る
と
‘

叶
年
の
中
国
の
出
生
率
は
一
•
八
一
一
四

％
て
‘
一
九
八
七
年
（
ニ
・
三
三
三
％
）

か
ら
続
く
減
少
局
面
て
最
低
を
記
録
し

た
。
統
計
局
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
‘
「
こ

れ
ま
て
の
計
画
出
産
の
宜
伝
教
育
活
動

中国の出生率

減少続く

宣教活動とその自覚で

卜
万
人
に
な
る
。
原
生
省
の
推
計
て
の

ピ
ー
ク
は
二

0
―
一
年
と
凹
年
遅
く
‘

二
0
二
五
年
に
は
一
億
二
千
五
百
八
十

-
J
j
人
て
‘
今
回
の
推
計
の
方
か
四
百

万
人
ほ
ど
少
な
い
。

女
性
が
生
涯
に
平
均
何
人
の
子
供
を

廂
む
か
を
試
算
し
た
合
計
特
殊
出
生
率

は
‘
九
0
年
の
一
•
五
三
か
ら
九
七
年

に
は
一
•
四

J
L九
ま
で
低
ド
し
、
そ
の

後
一
•
O
二
五
年
に
は
一
•
六
几
六
ま
て

ト
昇
す
る
と
い
う
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
三
・
ニ
・
一
九
）

【
北
京

1
日
1
1
横
堀
克
己
】
中
国
は

女
の
子
よ
り
男
の
子
の
出
生
率
か
か
な

り
高
く
‘
こ
の
ま
ま
て
行
く
と
今
世
紀

未
に
は
‘
男
女
の
人
11
差
か
七
千
Jj
人

に
達
す
る
だ
ろ
う
中
国
唯
一
の
英

字
祇
「
チ
ャ
イ
ナ
・
テ
イ
リ
ー
」
か
一

日
‘
こ
う
報
じ
た
。

こ
れ
は
‘
九

0
年
の
人
ロ
セ
ン
サ
ス

と
数
省
・
市
の
サ
ン
プ
ル
調
在
か
ら
割

り
出
さ
れ
た
。
九

0
年
の
段
階
て
も
す

て
に
男
女
比
は
五
二
対
凹
八
と
不
均
衡

に
な
っ
て
お
り
‘
男
か
女
よ
り
約
一
一
．
千

三
百
ガ
人
多
か
っ
た
り
特
に
二
十
五
版

か
ら
四
十
JL
歳
ま
て
の
独
身
者
は
‘
男

が
女
の
卜
五
倍
に
達
し
て
い
た
。

さ
ら
に
最
近
て
は
‘
た
閏
年
‘
男
の
子

か
女
の
子
よ
り
三
百
六
十
万
人
多
く
生

ま
れ
て
お
り
、
男
女
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

は
い
っ
そ
う
拡
大
の
傾
向
に
あ
る
。

lol
祇
は
「
中
国
て
は
伝
統
的
に
‘
男

の
子
だ
け
か
家
を
継
ぎ
、
両
親
の
冊
話

を
す
る
と
倍
じ
ら
れ
て
い
る
」
と
だ
け

書
き
‘
具
体
的
な
原
因
に
は
言
及
し
て

い
な
い
。
し
か
し
、
中
国
て
は
男
尊
女

卑
の
観
念
か
恨
強
べ
、
こ
れ
に
一
人
っ

f
政
策
も
加
わ
っ
て
、
男
の
子
を
欲
し

が
る
親
か
多
い
。
妊
娠
し
た

f
の
性
別

を
判
定
す
る
羊
水
検
査
か
ヤ
ミ
て
行
わ

れ
、
中
絶
な
ど
て
女
の

f
か
少
な
く
な

っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
。

こ
の
ま
ま
い
く
と
今
世
紀
未
の
中
国

は
‘
若
い
男
付
に
と
っ
て
は
大
変
な
結

婚
難
に
な
る
こ
と
か
予
想
さ
れ
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
三
•
三
・
ニ
）

今
匪
紀
未
、
中
国
は
「
男
性
超
過
社
会
」

男

女

の

人

口

差

七

千

万

人

に

も

に
加
え
、
経
済
の
発
展
に
伴
っ
て
人
口

問
題
に
対
す
る
自
覚
が
強
ま
っ
た
結
果

だ
」
と
自
賛
の
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
た
。

さ
ら
に
‘
「
大
都
市
部
て
は
低
出
生
率
、

低
死
亡
率
て
人
口
の
増
加
か
低
い
現
代

型
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
」
と
の
見
方
を

一
九
九
三
・
ニ
・
一
九
）

示
し
た
。

そ
れ
て
も
、
中
国
の
人
口
は
昨
年
末

て
ト
一
億
七
千

ii七
十
一
万
人
て
‘
昨

年
一
年
間
に

T
三
百
四
卜
八
ガ
人
か
増

え
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
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II

人

n増
加
II

上

海

中
国
で
足
早
く

に
古
阿
齢
化
の
波

.
6
5
オ
以
上
が
立
％
1
1
シ
ル
バ
ー
大
学
盛
況

●
膨
ら
む
年
金
支
払
い
1
1
財
政
危
機
の
企
業
も

農
村
部
を
中
心
と
し
て
人
口
培
加
の

続
く
中
国
て
、
中
国
一
の
商
工
榮
都
市
・

ト
海
市
か
一
足
早
く
高
齢
化
社
会
に
突

入
し
た
。
平
均
井
命
の
延
ひ
て
、
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
シ
ル
バ
ー
大
学
が
大

條
盛
す
る
一
方
‘
企
業
か
支
払
う
退
職

年
金
の
パ
ン
ク
も
予
想
さ
れ
る
な
ど
、

経
済
的
問
題
も
起
き
て
い
る
。
出
生
率

も
低
下
の
一
途
を
た
ど
り
、
九
四
年
か

ら
は
上
洵
市
の
人
口
の
自
然
増
加
率
か

マ
イ
ナ
ス
に
転
し
る
と
の
予
測
も
あ
る
"

し
か
し
中
国
全
体
て
は
「
人
口
懸
発
L

の
事
態
さ
え
危
ぐ
さ
れ
る
状
況
だ
け
に
‘

：
う
ち
だ
け

4
め
よ
増
や
せ
よ
の
政
策

に
転
換
す
る
わ
け
に
は
」
と
同
市

関
係
者
も
‘
早
く
き
す
き
た
高
齢
化
社

会
に
戸
惑
い
も
見
せ
て
い
る
。

上
海
大
学
て
法
律
を
教
え
て
い
た
曹

板
遠
さ
ん

(65)
は
最
近
‘
妻
の
林
麗

華
さ
ん

(56)

の
紹
介
て
、
上
海
市
内

の
老
年
大
学
て
英
会
話
の
勉
強
を
始
め

―
男
―
女
の
二
人
の
子
供
は
米
国

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
留
学
さ
せ
、
今

は
夫
婦
二
人
暮
ら
し
の
曹
さ
ん
は
‘
「
英

晶
か
上
達
し
て
‘
娘
の
彼
と
英
語
て
話

が
で
含
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
」

と
‘
週
一
訓
の
通
学
が
何
よ
り
も
楽
し

そ
う
だ
。

年
金
は
大
学
か
ら
も
ら
い
、
広
い
家

も
あ
る
曹
さ
ん
ほ
ど
恵
ま
れ
て
は
い
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
上
海
巾
に
は
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
白
二
十
五
万

人
い
る
。
全
人
口
の
JL
・
ニ
％
た
。
人

口
急
増
が
続
く
全
国
の
高
齢
者
人
口
の

割
合
が
五
•
五
％
た
か
ら
、
「
卜
海
市
の

人
口
高
齢
化
は
全
国
で
一
爵
速
い
」
（
上

海
社
会
科
学
院
人
口
•
発
展
研
究
所
）

上
洵
高
等
教
育
局
か
八
五
年
に
設
立

し
た
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
教
育
プ
ロ

ク
ラ
ム
て
あ
る
「
上
海
老
年
大
学
」
は

毎
年
倍
々
ゲ
ー
ム
て
受
溝
者
の
数
が
増

え
て
‘
昨
年
は
四
千
四
百
人
に
逹
し
た
。

「
書
や
山
水
画
と
い
っ
た
趣
味
も
さ

た

る
こ
と
な
か
ら
、
英
語
や

H
本
語
な
ど

外
国
語
の
受
講
者
か
目
立
ち
ま
す
。
政

治
的
混
乱
な
ど
て
外
国
語
が
勉
強
て
ぎ

な
か
っ
た
人
が
多
い
て
す
か
ら
」
と
老

年
大
学
の
施
際
平
教
務
‘
モ
任
。
こ
の
ほ

か
労
慟
組
合
な
ど
が
設
け
た
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
も
‘
申
し
込
み
を
断
る
は
ど
の
盛

況
と
い
う
。

上
海
の
高
齢
化
の
程
度
は
‘
ま
た
日

本
は
ど
て
は
な
り
し
か
し
、
日
十
く
も

年
金
の
支
払
い
原
資
問
題
に
直
面
し
て

い
る
。
徐
匡
迪
副
市
長
に
よ
る
と
「
上

海
の
伝
統
廂
業
て
あ
る
紡
績
業
界
て
は
‘

在
職
者
へ
の
給
与
支
払
総
額
よ
り
‘
退

職
者
へ
の
年
金
総
額
の
方
か
多
く
な
っ

て
い
る
」
。

社
会
‘
モ
義
を
建
前
と
す
る
中
国
て
は
‘

退
職
者
は
勤
め
て
い
た
企
簗
か
ら
一
牛

年
金
を
も
ら
え
る
。
そ
の
金
額
は

L
海

市
全
体
て
は
一
年
て
五
卜
億
―
Je

（
一
元

II
約
ニ
ニ
円
）
近
く
‘
企
業
が
在
籍
の

従
業
貝
に
払
っ
て
い
る
賃
金
の
四
分
の

一
を
超
え
る
。
平
均
寿
命
が
男
七
卜
三

歳
女
七
十
八
歳
ま
て
延
ぴ
た
現
状
て

は‘

H
十
晩
退
職
者
に
毎
月
年
金
を
払
い

続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る。
上
海
市
は
今
年
か
ら
、

H
本
の
屑
生

年
金
に
似
た
年
金
制
度
を
ス
タ
ー
ト
‘

受
益
者
負
担
原
則
を
初
め
て
泊
ヅ
人
す
る

計
圃
だ
か
、
こ
れ
ま
て
の
企
業
年
金
の

仕
紺
み
に
慣
れ
た
上
洵
市
民
に
ど
う
受

け
人
れ
ら
れ
る
か
‘
未
知
数
だ
。

一
方
て
‘
一
人
っ
＋
政
策
と
大
婦
共

稼
き
に
加
え
‘
一
人
あ
た
り
の
住
宅
面

積
が
，
ハ
．
七
平
方
冒
に
過
ぎ
な
い
住
宅

事
情
な
ど
か
ら
、
上
海
の
婦
人
の
合
計

特
殊
出
生
率
(
-
生
の
う
ち
に
何
人
の

子
供
を
生
む
か
と
い
う
指
数
）
は
‘
八

0
年
代
中
盤
以
降
‘
-
．
打

1
-
•
六

の
間
を
行
っ
た
り
米
た
り
す
る
状
態
か

続
い
て
い
る
。
出
生
率
の
低
下
て
「
上

海
市
の
人
口
自
然
増
加
率
は
‘

JL
四
年

か
ら
は
全
市
規
模
て
減
少
に
転
す
る
可

能
竹
も
あ
る
」
と
上
海

rli計
画
出
産
委

貝
会
の
劉
永
良
副
主
任
は
い
う
。

上
海
社
会
科
学
院
人
口
発
展
研
究
所

に
よ
る
と
‘
卜
海
の
高
齢
者
の
比
重
は
‘

西
暦
二

0
0
0
年
に
は
一
―
二
％
、
二

O

二
五
年
に
は
二
八
％
に
も
達
し
「
か
な

り
厳
し
い
状
態
に
陥
る
」
（
圃
所
の
張
開

敏
氏
）
と
い
う
。
そ
こ
て
上
海
市
て
は

少
し
て
も
出
生
率
か
上
が
る
よ
う
‘
一

人
っ
子
同
七
の
夫
婦
は
第
一
ー
子
を
牛
む

こ
と
を
認
め
始
め
た
。

し
か
し
全
国
的
に
い
え
は
、
中
国
の

人
口
増
加
率
は
ま
だ
年
間
―

.-1%
（九

一
年
）
と
高
い
。
一
人
っ
子
政
策
を
進
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にゅうすふぉーらむ

め
て
は
い
る
も
の
の
、
成
果
は
思
わ
し

く
な
い
よ
う
で
、
先
ご
ろ
^
1
0
 0
0
年

に
は
十
一
＾
億
人
と
い
う
人
口
抑
制
の
政

策
目
標
を
‘
や
む
な
く
ト
ニ
億
九
千
四

百
h
人
に
緩
和
せ
さ
る
を
得
な
く
な
っ

て
い
る
。

「
一
人
っ
＋
政
策
は
国
策
な
の
て
‘

上
海
だ
け
か
例
外
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
高
齢
化
の
負
担
に
つ
い
て
は
‘

結
局
効
中
の
悪
い
経
済
を
改
晶
し
て
‘

社
会
の
負
担
能
力
を
高
め
る
し
か
な
い
」

と
即
効
薬
の
な
い
こ
と
を
上
海
の
当
局

者
も
認
め
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

I

九
九
一

-

l

．
ニ
・
ニ
八
）

人
口
増
加
率
戦
後
最
低
0
•
三
三
％

|
7
.
7
人
に

1
人
が

65
オ
以
上

総
務
庁
は
二
十
九
日
、
平
成
四
年
十

月
一

H
現
布
の
日
本
の
推
計
人
日
を
発

表
し
た
。
対
前
年
比
人
目
増
加
半
は
戦

後
最
低
を
記
録
し
‘
老
年
人
口
の
割
合

か
過
上
最
高
に
な
る
．
方
、
年
少
人
口

の
割
合
は
過
上
最
低
と
な
り
、
人
口
の

一
層
の
高
齢
化
か
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

総
人
口
は
一
億
二
千
四

Ei四
I
H万

人
て
、
前
年
に
比
ぺ
四
十
一
万
人
増
加

し
た
か
‘
増
加
率
は

O・

三
．
―
-
％
て
戦

後
最
低
と
な
っ
た
．

C

年
々
減
少
し
て
い

た
出
牛
児
数
か
今
回
は
徹
増
（
四

r人）

に
転
し
た
も
の
の
、
死
亡
者
数
が
前
年

よ
り
一

•
J
j人
増
え
た
た
め
だ
。

六
十
五
改
以
上
の
老
年
人
口
は
、
前

年
よ
り
1

ハ
ト
六
J
J
人
増
え
て
千
」
ハ
白
二

十
四
Jj
人
に
達
し
た
。
老
年
人
口
の
仝

体
に
占
め
る
割
合
は
毎
年
増
え
て
い
る

か
‘
今
皿
は
一
三
．
．
％
（
前
年
比
0
.

五
•
0
増
）
を
記
録
、
国
民
の
約
七
·
七

人
に
一
人
て
、
大
正
J
L
年
の
国
勢
調
査

開
始
以
来
、
過
上
最
高
と
な
っ
た
。

．
方
‘
十
四
版
以
ド
の
年
少
人
口
は

前
年
比
打
十
四
万
人
減
の
一
．
千
百
一
―
下
＇

六
万
人
で
、
全
体
に
占
め
る
割
合
は
過

去
最
低
の
一
七
・
ニ
％
（
同

O
•
五
．
ぃ

減）
c年

少
人
日
に
対
す
る
も
年
人
日
の
割

合
を
示
す
名
年
化
指
数
は
じ
，
ハ
•
O
て
‘

十
年
前
（
昭
和
五
卜
七
年
）
の
四
一
・

六
か
ら
大
幅
ア
ッ
プ
し
、
高
齢
化
の
急

激
な
進
展
を
裏
付
け
た
＂
一
方
‘
年
少

人
日
と
名
年
人
口
の
合
計
が

t
産
年
齢

人
口
(
+
上

1
六
十
四
茂
）
に
占
め
る

割
合
を
示
す
従
屈
人
目
指
数
は
‘
過
土

最
低
の
四
一
―
．． 

一9

-

た
っ
た
。

年
代
別
に
見
る
と
‘
平
成
生
ま
れ
か

四
百
五

f
六
Jj
人
（
総
人
口
の
三
・

4
)

％
）
に
逹
し
、
明
治
牛
ま
れ
（
三
百
二

十
五
万
人
、
同
ニ
・
，
ハ
％
）
を
初
め
て

卜
lul
っ
た
。
戦
後
生
ま
れ
は
七
千
九
百

六
十
，
一
ガ
人
で
、
仝
体
の
六
四
・
0
%
。

都
直
府
県
別
て
は
‘
東
京
（
千
百
八
十

じ
万
人
）
、
大
阪
（
八

Ei七
卜
四
万
人
）
、

神
奈
川
（
八
白
十
Jj
人
）
、
愛
知
(
,
ハ
百

七
十
七
万
人
）
、
埼
玉
（
六

H
力
十
六
万

人
）
の
順
て
‘
こ
の
卜
付
五
都
府
県
て

総
人
口
の
ニ
―
―
"
•
八
％
を
占
め
る

0

前

年
比
の
人

u
増
加
率
は
‘
埼
玉
（
一
・

二
―
%
）
を
ト
ー
フ
に
‘
千
策
(
-
.

0
五
％
）
、
滋
賀

(
O
・
九
六
％
）
‘
奈
良

(
O
•
八
九
％
）
と
続
ぎ
、
東
点
、
大

阪
の
周
辺
県
か
上
位
に
並
ん
て
い
る
。

前
年
よ
り
人
口
か
減
少
し
た
の
は
、
高

知
‘
島
恨
な
ど
十
七
都
府
県
。

年
少
人
11
の
割
合
か
最
も
高
い
の
は

沖
掲
(
-
三
一
・
凹
％
）
で
、
最
低
は
東

京
(
-
四
•
一
％
）
。
老
年
人
口
の
割
合

は
‘
島
恨
(
-
九
・
七
％
）
が
最
も
高

く
、
高
知
(
-
八
．
，
ハ
％
）
、
鹿
児
島

（
一
七
•
九
％
）
と
続
い
て
い
る
。

（
続
売
新
聞

一
九
九
一l
_
•三'
1
1
1
0
)

【
香
港
十
五
日
1
1

杉
江
弘
充
】
十
凹

H
の
単
橋
向
け
通
信
社
の
中
国
新
聞
朴

庵
に
よ
る
と
、
今
春
の
「
盲
流
」
（
職
探

し
の
股
村
か
ら
都
市
へ
の
大
規
校
な
人

口
移
動
）
約
H
r
J
j
人
を
甚
礎
に
考
え

る
と
‘
脱
探
し
の
移
動
は
今
後
数
年
間
‘

毎
年
一
千
Jj
人
す
つ
増
加
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。

全
国
政
冶
協
商
会
議
委
貝
（
中
国
社

会

H
学
院
経
済
学
研
究
所
）
の
載
園
農

研
究
員
か
発
表
し
た
も
の

C

詞
研
究
貝

は
「
盲
流
」
は
経
済
の
不
均
衡
発
展
の

表
れ
て
あ
り
、
九
0
年
代
最
大
の
社
会

経
済
問
題
の
一
っ
て
あ
る
と
分
析
。
且

ド
、
中
国
農
村
の
余
剰
労
慟
力
は
一
億

'l¥0-
万
人
余
に
逹
し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
三
•
三
•
一
六
）

〈中国〉農村→都会

求職移動悔年

ー 千ガ人増
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I 

'ー

p
u
列
国
議
会
同
盟
会
議
」
（
於
＂
東
京
）

参
加
国
ニ
ハ
十
五
ヵ
国
1
1
0
佐
藤
隆
代
議
士

函
?-lul国
際
人
口
会
議
」
（
於
＂
プ
カ
レ
ス
ト
）

0
0
人
11
斉
藤
邦
古
（
エ
厚

t
大
臣
）
、
八

ITI
貞
義
、

堂
森
＂
方
夫
‘
柏
原
ヤ
ス
、
中
沢
伊
迂
子
他

「
食
様
と
人

，
 

ー

,
8
 

4
 

7
 

ー3
 

5
 

2
 

.
4
.
 

4
 

,
7
 

ー

、
.
4
.
l

7
 

総

勢

四

五

佐
＂
膝
隆
‘

五
僅
と
人
口
に
関
す
る
直
言
』
国
連
式
典
（
於
＂
国
連
本
部
）

宣

塁

屑

名

it佐藤
隆

0

八
月
及
ひ
十
一
月
の
世
界
人
ロ
・
食
慌
会
議
に
先
立
ち
‘

各
国
政
府
に
現
実
的
月
つ
果
敢
な
諸
政
策
を
採
る
よ
う
要

消
す
る

h
項
目
か
ら
成
る
。

0

人
ロ
・
食
憬
問
題
解
決
の
冷
、
国
連
に
リ
ー
タ
ー
ン
ノ
フ

を
と
る
こ
と
を
要
請
し
た
宜
言
文
。

『
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
』
設
し
1

（
会
長
盆
斤
に
介
）

11

衆
・
参
超
党
派
議
貝
一
．
九
名
て
発
足
'
(
刊
界
で
初
の
試
み
）

0

3

 

3
 

7

]

ー8
 

2
 

ア
ジ
ア
人
口
半
惜
視
察
団
派
逍
（
イ
ン
ド
タ
イ
イ
ン
ト
ネ
シ

ピ
ン
）

ア

フ

ィ

リ

＂
国
会
議
員

(
H
本）

11
岸
信
介
（
団
長
）
、
田
中
龍
夫
、
八
田
貞

義
、
佐
森
隆
、
山
崎
迎
男
、
加
藤
シ
ズ
エ
‘
阿
部
昭
吾

●
そ
の
他
i
w
'
ト
レ
—
ハ
ー
、

J
·

タ
イ
テ
ィ
ン
グ
ス
‘
花
村

仁
八
郎
、
官
庁
マ
ス
コ
関
係
的

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
日
・
開
発
協
会

発
足
並
び
に
議
員
活
動
の
経
過

0

6

 

8
 

,

7

1

1

 7
 

ー 8
 

2
 

8
,
3
 

,
7
 

。
3
 

77 
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11 5 

•93 7
 

,
7
 

8
 

ー

第
二
回
「
I
P
o
p
国
際
会
議
準
備
委
員
会
」
（
於
:
チ
ュ
ニ
ン
ア

H
本
側
参
加
者
＂
佐
藤
降
他

0
開
催
国
‘

0
主
催
機
関
‘

0
議
題
etc

に
つ
い
て

「
人
口
と
開
発
国
国
会
議
貝

(
I
P
O
P
)
東
京
会
議
L

ー
第
一

luf

国
際
会
議
準
備
会
議
ー

参
加
国
闊
木
‘
英
‘
加
、
西
独
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
メ
キ
シ
コ

プ
ラ
ン
ル
、
コ
ロ
ン
ヒ
ア
（
九
ヵ
国
四
十
名
）
、

H
本

名）

(
1
 

0
連
背
委
貝
メ
ン
パ
ー
国
‘

0
参
加
国
‘

0
議
事
日
程
‘

o
f怜

1

人
目
と
開
発
先
進
国
会
議
L

（
ロ
ン
ト
ン
ポ
ン
ヘ
ル
リ
ン
）

参
加
国

~
n

、
米
‘
英
‘
加
、
西
独
（
五
ヵ
国
＂
卜
＇
ハ
名
）

H
本
側
＂
佐
藤
隆
‘
和
田
耕
作
、
土
井
た
か

f

0

―
几
七
じ
年
九
月
の
中
南
米
視
察
に
引
続
き
各
国
立
法
府
議

員
へ
の
呼
ひ
か
け

0
国
際
議
貝
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
討
議

中
南
米
家
族
社
血
視
察
団
（
メ
ヤ
シ
コ

ル
‘
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
タ
）

●
国
会
議
員
（
八
名
）

i

岸
信
介
（
団
長
）
、
佐
藤
隆
‘
住
栄
作

安
係

f
藤
吉
‘
和
田
耕
作
、
阿
部
昭
吾
‘
福
岡
義
登
‘
古

寺

宏

、

他

〇
罰
問
団
(
+
'
ハ
名
）

11大
来
佐
武
郎
、
化
村
仁
八
郎
他

U
N
F
P
A
．
一
名
‘
市
務
局
五
名

0

先
進
田
に
も
‘
途
上
国
に
も
．
人
口
問
題
議
員
グ
ル
ー
プ
を

結
成
さ
せ
る
べ
く
、
各
国
立
法
府
議
貝
に
呼
ひ
か
け
た

コ
ロ
ン
ビ
ア

ブ
ラ
ジ

口
問
題
」
ラ
イ
ス
・
ハ
ン
ク
構
想
を
提
唱
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「
森
源
、
人
口
、
開
発
に
関
す
る
ア
セ
ア
ン
固
会
議
員
代
表
者
会
議
」

（
於
~
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）

参
加
国
~
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
‘
タ
イ
‘
フ
ィ
リ
ヒ
ン
‘

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
五
ヵ
国
）

H
本

側

芦

佐

藤

隆

‘

住

栄

作

、

1
1
L普
方

O
H

本
は
オ
プ
サ
ー
パ
ー
と
し
て
参
加
を
し
、
北
点
会
議
開
催
~

を
提
案
。
合
紅
を
取
付
け
た
。

「
I
P
o
p

国
際
会
議
」
（
於
~
ス
リ
ラ
ン
カ
）

参
加
国
~
，
ハ
十
四
ヵ
国
他
、
国
連
各
機
関
‘

I
P
P
F

等

袷

勢

五

t
i
0
名

日
本
測
盆
斥
信
介
、
佐
藤
粋
‘
石
本
＂
戊
、
中
村
啓
一

柏
原
ヤ
ス

森
人
口
問
題
議
貝
グ
ル
ー
フ
、
結
成
国
二
十
五
ヵ
国
を
超
え
る

に
到
っ
た
の
て
‘

U
N
F
P
A
に
慟
き
か
け
‘
コ
ロ
ン
ボ
で

開
催
。

”
コ
ロ
ン
ポ
宜
―
・
―
It

"
採
択

II
こ
の
宜
―

1-

―
口
に
よ
り
‘
一
九
八
一

年
‘
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ー
ハ
‘
ア
シ
ア
の
各
大
怪
て
の
人

ロ
会
議
か
間
か
れ
た
。

-
J
L
八
一
年
A

七
月
〉
ケ
ニ
ャ
の
ナ
イ
ロ
ビ
に
於
て
〈
十

月
〉
中
国
の
北
京
に
於
て
〈
十
一
．
月
〉
仏
、
ス
ト
ラ
ス
ブ

ー
ル
に
於
て

-
J
L八
二
年
〈
1
•

一
月
〉
プ
ラ
／
ル
の
リ
オ
テ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

に

於

て

（

予

定

）

第
一
―
回
「

I
P
o
p
国
際
会
議
準
備
委
貝
会
」
（
於
＂
メ
ヤ
ン
コ

日

本

側

参

加

者

げ

庄

藤

隆

他

0

「今
11『
・11c
」
の
草
案
作
成
‘

0
会
議
規
定

O
H
程

etc

1

0

7

 2
 

,

8

1

 

。
3
 

「人口と開発に関するアシア国会議員会議」

0開催地？中国北点市●会場＂人民大会常

m日本側出席者二団長福田赳夫（衆・自）、佐藤隆(11)、
住栄作(11)、関谷勝刷(11)、桜井新(11)‘栗山明(11)、

H本茂（参・自）、Ill代由紀男(11)、林党十(11)、井上普
方（衆・社）、土井たかf(11)、福岡義登(11)、川本敏芙

(11)、片山甚市（参・社）、有島重武（衆・公）、柏原ヤス

（参・公）、矢追秀彦(11)、相田耕作（衆・民社）、伯谷道

-（参＇民社）、山口敏人（衆，新自）、阿部昭吾（衆・社民

8， G 1 8， 3 1 

， 
81 80 

2 II 
I 
20 19 23 

委ゴ イ佐
0 参委貝会 人→ 

会，
H 参員人 0 ザ藤 ゜＾人
本加国 会口 す I~ 契I 政 /J国II LJ 開於口
側へと る P九辟 治＾と 催.. と
．．．．於 1#1 ゜（） し；約予代 、．． 於開発 J也 ~t I片l
佐 [1 .. 発 p JL 枯締 イ n.. 

北京 -点 発に
藤本北に テ＇本東京 に

‘京関す 議会年八 塁I オ ‘ 関す
ヘの 藤佐 関す

降、闘-る の月 ロ闘-

開催の，＇ 
ギ 、 る 且る

住イ ア 1イ ア 式 ア
ン ンヽ3 と コ 開 のン ジ な降ジ

栄ド ア そロ 発 問卜、 ア >可‘ア作ス、
雙

のン
翡 讐フボ ス

土 IJ の IJ 
診 廿井"［ 国汰n 怠会圭，"土' ォ 心旦・ ，ー、 除フ— 議

井 ラ

>
ロ言 lJ 外 /、 >た ン I " N に ヵ

か贔 アに D つ、

子 ッ某 p し、マ C. 

u 第 プつ: ,, 
てレ 第 日

他 N をく と I --
五 F 回 任 ア シ [wJ 胄名 P 運 務地 ド ア 運

A 岩白• と域 9ゞ 足呂 合
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30 

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ツ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
暫
定
委
員
会
」

（
於
~
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
）

財
団
法
人
ア
ン
ア
人
口
間
発
協
会
創
立
貨
北
京
会
議
時
の
第
一
．
一

皿
運
営
委
員
会
に
於
て
発
議
さ
れ
た
「
ア
シ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
活
動
母
体
と
し
て
創
さ
れ
た
。

埋
事
長
二
田
中
龍
夫
（
衆
議
院
議
貝
自
民
党
絵
務
会

K
)

副

理

事

杖

？

佐

藤

降

(

1

1

自
民
党
副
幹
事
長
）

埋

事

忙

仕

栄

作

(

1

1

自
民
党
総
務
局
長
）

：
花
村
仁
八
郎
（
経
団
連
副
会
長
）

笠
刑
田
福
三
郎
（
日
本
寵
波
塔
閻
社
長
）

半
；
斎
田
慶
四
郎
（
咄
家
族

ot画
国
際
協
力
財
団
事
務

局
長
）

監

II II 

9

人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
第
三
回
運
営
委

貝
会
」
（
北
京
会
議
最
終
nloJ
地
に
て
）

連）

0
秘
再
数
名
、

0
同
時
通
訳
：
一
名
、

0
事
務
局
三
名

図
0

議
長

"IiJ
水
志
（
中
国
仝
人
代
副
委
員
長
）

0

副
議
長
＂
佐

i

藤
粋
他
五
名
、

0

司
会
＂
陳
旅
華
（
中
国
副
総
埋
）
‘
●
起
＂
早

＿
委
貝
＂
住
栄
作
他
五
名

lol`
干
な
る

H
程

①
第
：
N
H
(
1
0
月
27
日）
0
福
田
元
首
相
の
特
別
講
演
‘

0
福

田
元
首
相
、
国
連
平
和
賞
受
賞

②
第
一
．

n
L
I
(
1
0
月
28
日）
0

黒
田
悛
夫
博
上
の
「
日
本
の
人
口

変
動
の
傾
向
と
展
哨
，
講
演

③
第
一
―

.
n
t
i
(
1
0
月
29
日）
0

仕
代
議
上
に
よ
る
カ
ン
ト
リ
ー

レ
ポ
ー
ト
発
表

④
最
終

LI(10
月
3
0
H
)
0
北
京
宜
言
採
択

.

3

7

 

3
 

8
 

1

9

 

82 

12 
I 
5 2 

,

8

2

 

2
 

,
8
 

1
3
 

「
元
大
統
領
・
首
相
会
議
設
立
委
員
会
」
（
於
？
ワ
ィ
ー
ン

フ
プ
ル
ク
王
宮
）

ホ
ー

9

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ブ
ラ
ン
ル
会
議
’
於
＂
プ
ラ
ジ
ル

参
加
国
二
四
半
球
諸
国
二
十
ケ
国

議
題
二
四
半
球
諸
国
の
開
発
・
人
口
•
婦
人
の
地
位
・
チ
供

の
保
設
・
移
民
の
各
問
題
に
つ
い
て

e

宣
言
＂
各
国
に
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
内
議
貝
委
貝
会
」

を
形
成
し
‘
議
題
と
し
て
と
り
あ
け
た
諸
問
題
の
改

善
に
向
け
‘
偵
極
的
に
努
力
す
る
"

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ン
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一

lul
準
備

運
営
委
員
会
」
（
於
~
マ
ニ
ラ
）

参
加
国
~
n

本
、
中
国
‘
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
‘
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
他
U
N
I
l
p
‘
U
N
F
P
A
等

議
長
~
佐
藤
隆

0

準
備
委
員
会
及
ひ
大
会
参
加
国
等
に
つ
い
て
（
準
備
運
営
委

員
会
役
員
に
フ
ィ
リ
ヒ
ン
か
加
わ
っ
た
）

参
加
国
ハ
ヶ
国
り
中
国
‘

H
本
、
マ
レ
ー
シ
ア
ス
リ
ラ
ン

カ
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

他
機
関
二
U
N
F
P
A
、

I
P
P
F
、

A
Y
C
P

日
本
側
口
佐
森
降
‘
井
上
普
方
他
人
口
問
題
専
門
家

0
-
h了
八
一
年
卜
月
三
十
日
付
＂
北
点
宣
．
―
―
戸
に
甚
づ
き
「

A
s
i
a
n

F
o
r
u
m
 of 
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
a
r
i
a
n
s
 
o
n
 P
o
p
u
l
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
(
A
F
.
P
.
P
,
D
.
)
 

＂
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
“
」
を
正
式
に
発
足
。

O
A
F
P
P
D
発
足
に
伴
い
‘
こ
の
委
員
会
は
そ
の
ま
ま
A

F

P
P
D
第
一
回
運
営
委
貝
会
と
な
っ
た
。
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財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
＇
開
発
協
会
理
事
会

厚
生
‘
外
務
‘
炭
林
水
産
三
省
共
管
認

nI法
人
に
掠
大
し
て
初

の
理
事
会
て
新
た
に
次
の
十
氏
が
理
事
に
就
任
。

〈人

u
'
開
発
＇
食
惜
分
野

v

黒
田
俊
大

(
H
大
人
口
研
究
所

顧
問
）
川
野
重
任
（
東
大
名
誉
教
授
）
小
林
和
正
（
日
大

人
U
研
究
所
教
授
）

A

科
学
技
術
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
査
源
分
野
〉
本
多
健
一
（
東
大

工
学
部
教
授
）
森
一
久
（
日
本
原
子
力
産
業
会
議
専
務
理

事
）
武
田
修
三
郎
（
東
海
大
工
学
部
教
授
）

〈
行
政
O
B
'
官
界
〉
内
村
良
英
（
元
牒
林
事
務
次
官
）
翁

久
次
郎
（
几
厚
生
事
務
次
官
）
須
之
部
散
三
（
前
外
務
事

務
次
官
）

〈
経
済
界
〉
房
野
夏
明
経
団
連
総
務
部
長
）

元
大
統
領
＇
首
相
会
議
執
行
委
員
会
（
於
＂
東
京
）

出
席
竺
福
田
赳
夫
元
首
相
、
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
前
国
連
半
務
総

長
‘
ホ
レ
ロ
元
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
統
領

第
一
回
本
会
議
＂
面
年
1
1
月
中
旬
オ
ー
ス
ト
リ
ア
て
開
催
予
定

主
催
＂
人
口
と
開
発
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ソ
テ
ィ

共
催
＂
国
連
開
発
計
画

(
U
N
D
P
)

発
起
人
メ
ン
ハ
ー
ニ
日
本
（
福
田
赳
夫
元
首
相
）
ウ
ィ
ー
ン
（
ワ

ル
ト
ハ
イ
ム
前
国
連
事
務
総
長
）
ル
ー
マ
ニ
ア
（
マ

ネ
ス
ク
元
首
相
）
セ
ネ
ガ
ル
（
サ
ン
ゴ
ー
ル
前
大
統

領
）
コ
ロ
ン
ピ
ア
（
ハ
ス
ト
ラ
ー
ナ
・
ポ
レ
ロ
元
大

統
領
）
チ
ュ
ニ
ジ
ア
（
ヌ
イ
ラ
元
首
相
）

オ
ブ
ザ
ー
パ
ー
＂
イ
ギ
リ
ス
・
ヒ
ー
ス
元
首
相

第
二
凹
執
行
委
員
会
＂
面
年

5
月
東
京
で
開
催
予
定

本
会
議
ぶ
3

年
秋
開
催
予
定

1

6

 

3
 

,

8

1

1

 8
 

ー

0

0

 

3
 

8

1

1

 ーー

「
元
大
統
領
・
首
相
会
議
第
一

lul
総
会
」
於
＂
ウ
ィ
ー
ン
ホ

ー
フ
プ
ル
ク
王
宮
）

、
モ
催
＂
人
口
と
開
発
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ノ
テ
ィ

共
催
二
国
連
開
発
叶
画

(
U
N
D
P
)

召
集
者
＂
福
田
赳
夫

議
長
＂
ク
ル
ト
・
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
（
前
国
連
事
務
総
長
）

事
務
総
長
＂
プ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
モ
ー
ス

(
U
N
D
P
事
務

総
長
）

構
成
国
＂
（
二
十
六
ヵ
国
）

O
H
本
（
福
田
赳
夫
）
、
国
際
連
合
（
ク
ル
ト
・
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
）
、

カ
メ
ル
ー
ン
（
ア
ー
マ
ー
ト
・
ア
ヒ
ジ
ョ
）
、
イ
タ
リ
ア
（
ジ

ュ
リ
オ
・
ア
ン
ド
レ
オ
ソ
テ
ィ
）
、
ネ
パ
ー
ル
（
キ
ル
テ
ィ
・

ニ
テ
ィ
ー
・
ヒ
ス
タ
）
、
イ
キ
リ
ス
（
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
キ
ャ
ラ

ハ
ン
）
、
フ
ラ
ン
ス
（
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
パ
ン
・
テ
ル
マ
）
、
タ

イ
（
ク
リ
マ
ン
サ
ソ
ク
・
チ
ョ
マ
ナ
ン
）
、
サ
ン
ヒ
ア
（
マ
テ

ィ
ア
ス
・
マ
イ
ン
ツ
ア
・
チ
ョ
ー
ナ
）
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
（
イ
エ

ノ
・
ホ
ー
タ
）
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
マ
ル
コ
ム
・
フ
レ
ー
ザ

ー
）
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
（
ア
ル
ト
ゥ
ー
ロ
・
フ
ロ
ン
テ
シ
ィ
）
、

0

ス
イ
ス
（
ク
ル
ト
・
フ
ル
グ
ラ
ー
）
、
レ
バ
ノ
ン
（
セ
リ
ム
・

ホ
ス
）
、
ル
ー
マ
ニ
ア
（
マ
ネ
ア
・
マ
ネ
ス
キ
ュ
ー
）
、
ジ
ャ
マ

イ
カ
（
ミ
ハ
エ
ル
・
マ
ン
レ
—
)
、
チ
ュ
ニ
シ
ア
（
ヘ
デ
ィ
ー
・

ヌ
イ
ラ
）
、
ナ
イ
ン
ェ
リ
ア
（
オ
ル
セ
ク
ン
・
オ
ハ
サ
ン
ジ
ョ
）
、

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二
回
準
備

運
営
委
貝
会
」
（
於
＂
ハ
ン
コ
ク
）

参
加
国
二
日
本
、
中
国
‘
イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

U
N
F
P
A
I
P
P
F
 

議
長
＂
佐
藤
降

0

大
会
参
加
国
等
に
つ
い
て

U
N
D
P
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84 
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16 

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
回
大
会
L

捐
柑
也
，
イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー
テ
リ
ー

ー

）

＇

会
場
＂
ヒ
ギ
ャ
ン
，
ハ
ワ
ン
（
国
際
会
議
場
）

参
加
者
"
-
•
一
ト
一
ヵ
川
、
四
卜
じ
機
関
、
二
百
九
十
七
名

IllH
本
側
出
席
者

名
晉
団
長
1
1
福
田
赳
夫
（
衆
＇
自
）
、
団
長

1
1
佐
藤
降

(
1
1
)

、

副
団
長
1
1
井
上
普
方
（
衆
・
社
）
、
阿
部
昭
図
（
衆
，
社
民
連
）
、

矢
氾
秀
彦
（
衆
・
公
）
、
安
孫

f
藤
吉
（
参
＇
自
）
、
柄
谷
道
一

（
参
·
民
社
）
、
石
井
．
二
（
参
•
自
）
、
食
田
寛
之(
1
1
)

、

切
議
長
＂
パ
ル
ラ
ム
・
ジ
ャ
カ
ー
ル
（
イ
ン
ド
国
会
議
長
）

司
会
~
サ
ゾ
ト
・
ポ
ー
ル
，
ミ
ソ
タ
ー
ル
（
ア
ジ
ア
フ

ォ
ー
ラ
ム
事
務
総
長
）

起
草
委
員
"
“
井
．
二
他
h
名

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二
回
運
営

委
員
会
」
（
於
＂
ニ
ュ
ー
テ
リ
ー
）

参
加
国

"
H
本
‘
中
国
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ト
‘
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア

議

長

げ

佐

藤

粋

0
第
一

lHl
大
会
の
具
体
的
手
順
及
ひ
大
会
以
降
の
展
開
に
つ
い

て
0

モ
ロ
ー
コ
（
ア
ハ
メ
ー
ト
・
オ
ス
マ
ン
）
‘
コ
ロ
ン
ピ
ア
（
ミ

サ
エ
ル
・
ハ
ス
ト
ラ
ー
ナ
・
ポ
レ
ロ
）
、
ヘ
ネ
ズ
ェ
ラ
（
カ
ル

ロ
ス
・
ア
ン
ド
レ
ス
・
ペ
レ
）
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
マ
リ
ア
・
ド
・

ル
ー
ル
ド
・
ピ
ン
タ
シ
ル
ゴ
）
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヒ
ア
（
ミ
チ
ャ
・

リ
ピ
チ
ノ
チ
）
、
西
ド
イ
ツ
（
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
シ
ュ
ミ
ー
ト
）
、

0

セ
ネ
ガ
ル
（
レ
オ
ポ
ル
ト
・
セ
タ
ー
ル
・
サ
ン
ゴ
ー
ル
）
、
ス

ウ
ェ
ー
テ
ン
（
オ
ラ
・
ウ
ル
ス
テ
ン
）

,

8

6

 

4
 

,
8
 

4
 

ー

゜
2
 

.
2
.
 

4
 

,
8
 

「
国
連
•
国
際
人
口
会
議
」
（
於
＂
メ
キ
シ
コ
）

参
加
国
二
日
四
卜
九
ヵ
国

H
本
政
府
首
瑞
代
表
・
湯
川
宏
厚
牛
政
務
次
官

H
本
政
府
傾
問
団

田
中
龍
夫
（
衆
議
院
議
貝
・
自
）
、
佐
藤
悴
（
衆
議
院
議
貝
，

自
）
、
水
田
稔
（
衆
議
院
議

H
'
杜
）
‘
永
井
孝
信
（
衆
議
院
議

貝
・
社
）
、
，
大
追
秀
彦
（
衆
議
院
議
員
・
公
）
、
柄
谷
道
一
（
参

議
院
議
貝
’
民
）
、
石
井
―
二
（
参
議
院
議
貝
•
自
）
、
黒
田
俊

夫
（
厚
生
省
人
口
問
題
裔
議
会
委
員
）
、
安
川
正
彬
（
厚

t
省

人
口
問
題
審
議
会
委
貝
）

：
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
各
国
代
表
者
会
議
」

参
加
l
i
i
"
A
F
P
P
D
公
式
参
加
国
（
卜
六
ヵ
国
）

U
N
D
P

•UNFPA,IPPF 

議

長

げ

庄

藤

降

O
A
F
P
P
D
活
動
方
針
と
展
望
‘
今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い

て
岡
主
な
る
日
程

①
第
一
日
目
（
．
一
月
十
七
日
）
福

lll
赳
夫
元
首
相
（
ク
ロ
ー

ハ
ル
・
コ
ミ
ー
テ
ィ
会
長
）
＇
歓
迎
挨
拶
イ
ン
テ
ラ

•
ガ
ン
ジ
ー
イ
ン
ト
首
相
＇
歓
迎
挨
拶
ヘ
ル
ム
ソ

ト
・
シ
ュ
ミ
ー
ト
西
独
前
首
相
基
調
演
説

②
第
二

H
目
（
二
月
十
八

n)
黒
田
悛
夫
博
上
「
国
家
開
発

政
策
人
口
と
開
発
の
新
次
元
」
講
演

③
第
一

".nu
（
二
月
卜
九

n)
ラ
ン
ジ
ー
ト
・
ア
タ
ハ
ト
'

ス
リ
ラ
ン
カ
厚
生
大
臣
「
ス
リ
ラ
ン
カ
＇
仕
民
参
加
」

講
演

④
最
終
日
ニ
ュ
テ
リ
直
言
採
択
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「
第
一
回
人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
貝
代
表
者
会
頷
」

（
於
ェ
東
京
・
外
務
省
国
際
会
議
室
）

主
催
闊
財
団
法
人
・
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

(
A
P
l
l
A
)

出
席
者

:
o
日
本
1
1
福
田
赳
夫
‘
田
中
龍
夫
、
佐
藤
隆
‘
住
栄

作
、
関
谷
勝
嗣
‘
鹿
野
道
彦
‘
桜
井
新
（
衆
•
自
民
）

安
係
チ
藤
吉
‘
倉
田
寛
之
、
石
井

．． 

一
（
参
•
自
民
）

井
卜
許
方
（
衆
・
社
会
）
‘
矢
追
秀
彦
（
衆
・
公
明
）

高
桑
栄
松
（
参
•
公
明
）
、
坦
l
l
l
叩n

（
衆
・
民
社
）

柄
谷
道
一
（
参
・
民
杜
）
、
阿
部
昭
吾
（
衆
・
社
民
連
）

0

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

I
I
B
.
J
・
ク
ゾ
ド
ラ
ッ
ク

0

中
国
1
1
許
湛
新
‘
何
理
良
‘

0

イ
ン
ド
I
I
S
.
p

・
ミ
ソ
タ
ー
ル
、

0

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
1
1

マ
ル
ト
ノ
移

住
大
臣
‘

0
幹
国
1
1

モ
ー
イ
ム
丼
ン
‘

0

マ
レ
ー

シ
ア
1
1
ラ
ー
マ
オ
ス
マ
ン
交
通
副
大
臣
‘

0
ネ
ハ

ー
ル
1
1

ト
ロ
ン
シ
ュ
ム
シ
ャ
ー
ラ
ナ
‘

0

フ
ィ

リ
ヒ
ン
1
1

カ
ル
メ
ン
シ
ー
タ
レ
イ
エ
ス
国
務
副
大

臣‘

0

ス
リ
ラ
ン
カ
1
1

ラ
ン
ジ
9

ト

ア

ク

パ

ト

厚

生
大
臣
‘

0

タ
イ
1
1
プ
ン
テ
ィ
ウ
ム
カ
マ
ヒ
ラ
ド

運
輸
通
信
副
大
臣

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
際
議
員
会
議
」
於
メ
ヤ
シ
コ

参
加
国
＂
，
ハ
ト
ヵ
国

日
本
代
表
団

福
l
l
l赳
夫
（
衆
議
院
議
貝
•
自
）
〈
G
C
P
P
D

議
長
〉
、
田
中

龍
大
（
衆
議
院
議
員
・
自
）
、
佐
藤
隆
（
衆
議
院
議
貝
・
自
）
〈

A

F
P
P
D
議
長
〉
、
水
田
稔
（
衆
議
院
議
貝
・
社
）
‘
永
井
孝
倍

（
衆
議
院
議
員
・
社
）
‘
矢
追
秀
彦
（
衆
議
院
議
員
・
公
）
、
柄

谷
道
一
（
参
議
院
議
員
・
民
）
、
石
井
．
―
-
（
参
議
院
議
員
・

自
）
、
三
塚
博
（
衆
議
院
議
貝
•
自
）

日
程
こ
第
一
日
目
（
二
月
五
日
）

開
会
式
I
I
A
P
D
A

理
事
長
•
田
中
龍
夫
挨
拶
内
閣
総
埋
大

臣
・
中
曽
恨
康
弘
（
山
崎
拓
内
閣
官
房
副
長
官
代
理
）
、
外
務

大
臣
•
安
倍
晋
太
郎
（
森
山
員
弓
外
務
政
務
次
官
代
理
）

財
団
法
人

H
本
船
舶
振
典
会
会
長
・
笹
川
良
．
（

lol
財
団
理

事
長
篠
田
椎
次
郎
代
理
）
か
そ
れ
そ
れ
祝
辞
人
口
と
開
発

に
関
す
る
ア
シ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
半
務
総
長

•
S
.
p
.

ミ
ー
タ
ー
ル
挨
拶
財
団
法
人

•
H

本
船
俯
転
典
会
会
長

侃
川
良
一
（
二
月
五

H
夕
、
マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
で
贈
呈
）
、
国
連

人
口
活
動
且
金
事
務
局
長

R
'
サ
ラ
ス
に
感
謝
状
贈
呈
。

晶
調
講
演
~
国
連
人
口
活
動
凡
金
事
務
局
長

R

・
サ
ラ
ス

本
会
議

i

セ
ソ
シ
ョ
ン

I

ラ
ン
ジ
ソ
ト
ア
タ
ハ
ト
・
ス
リ
ラ
ン
カ

肛
生
大
臣
を
議
長
に
選
出

セ
ゾ
シ
ョ
ン

II

問
題
提
起

中
国
人
口
凡
礎
調
ナ
代
1
1
黒
田
俊
夫

(
H
大
人
口
研
究
所
名

怜
所
長
）
、
小
林
和
止
（
日
大
人
U
研
究
所
教
授
）

イ
ン
ド
農
村
人
口
と
農
業
開
発
潤
査
II
川
野
噸
任
（
東
京

大
学
名
訃
教
授
）
、
大
内
他
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
経
済
成

長
調
査
部
長
）

タ
イ
人
口
と
開
発
基
礎
調
雀
・
社
会
福
祉
関
連
調
査
II
黒

田
俊
夫
（
日
大
人
口
研
究
所
名
許
所
長
）
、
山
本
幹

k
（帝

京
大
客
員
教
授
・
紛
合
保
健
研
究
所
長
）

H
本
の
人
口
転
換
と
農
村
開
発
II
岡
偽
陽
一
（
厚

t
省
人

口
問
題
研
究
所
長
）
、
阿
部
域
（
原
生
省
人
口
問
題
研
究
所

人
口
査
質
部
長
）

H
本
の
農
染
・
農
村
開
発
と
人
ロ
ー
そ
の
軌
跡
（
ス
ラ
イ
ト

第
二

H
目
（
二
月
，
ハ

H
)
セ
ノ
ン
ョ
ン

I
l
l
.
N

紛
括
討
論

第
二
日
目
（
一
一
月
七

H
)
セ
ノ
シ
ョ
ン

V

閉
会
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「
第
二
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
貝
代
表
者
会
議
」

（
於
＂
東
京
・
経
団
連
国
際
会
議
場
）

主
催
＂
財
団
法
人
・
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)

出
席
者

"
O
H
本
1
1
福
田
赳
夫
‘
田
中
龍
夫
、
佐
藤
隆
、
住
栄

作
‘
鹿
野
道
彦
‘
桜
井
新
（
衆
・
自
民
）
、
安
孫
子
藤

し
z

、
林
寛
子
、
石
井
―
二
（
参
•
自
民
）
、
水
田
稔
‘

土
井
た
か
子
（
衆
・
社
会
）
、
矢
追
秀
彦
（
衆
•
公
明
）
、

高
免
栄
松
‘
培
出
啓
典
（
参
・
公
明
）
、
柄
谷
道
一
（
参

「
第
一
圃
人
日
と
開
発
に
関
す
る
イ
ン
ド
議
員
会
議
」
（
於
~
ニ
ュ

ー
テ
リ
ー
国
際
会
議
場
）
●
参
加
者
数
二
約
四
百
名

0

日
本
か
ら
は
‘
佐
藤
隆
代
議
士
（
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア

ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
）
か
、
開
会
式
に
来
賓
と
し
て

出
席
‘
甚
調
講
演
し
た
。

「
元
大
終
領
・
首
相
会
議
第
三
回
総
会
」
（
於
＂
ハ
リ
国
際
会
議
場
」

●
名
菅
議
長
＂
幅
田
赳
夫
元
首
相
‘
●
議
長
＂
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム

前
国
連
事
務
総
長
、

0
事
務
総
長
＂
プ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
モ

ー
ス

U
N
l
J
P
事
務
総
長
‘
●
参
加
国
＂
二
十
四
ヶ
国
。

0
そ
れ
ま
て
の
‘
三
つ
の
主
要
課
題
に
加
え
、
人
口
問
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
決
定
。

0

第
四
回
総
会
は
‘
一
九
八
五
年
四
月
、
日
本
て
開
催
さ
れ
る

予
定
＂

0
佐
藤
隆
代
議
士
（
人
口
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
貝
会
常
任

理
事
）
か
、
特
別
講
演
を
行
な
い
‘

O
B
サ
ミ
ノ
ト
て
人
煩

の
4
存
と
平
和
を
舒
か
す
「
人
口
問
題
」
を
取
り
あ
げ
る
よ

う
進
―

1

―
―
口
。
そ
の
桔
果
‘
主
要
課
題
の
―
つ
に
す
る
こ
と
を
決

定
。
人
口
問
題
に
関
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
組
織
し
、
主

幹
に
福
田
赳
夫
元
首
相
か
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・
民
社
）
、
0

中
国
1
1
何
理
良
‘

0

イ
ン
ド
I
I
S
,
p

・
ミ
ッ
タ
ー
ル
、

D
'
C
・
ジ
ャ
イ
ン
‘

0
イ
ン
ド

ネ
シ
ア

d
マ
ル
ト
／
移
住
大
臣
‘

0
幹
国
1
1

シ
ャ
ン

ス
ゾ
ク
•
キ
ム
、

0

ス
リ
ラ
ン
カ

I
I
P
.
M
.
B

シ

リ
ル
県
大
臣
‘

0
タ
イ
1
1
プ
ン
テ
イ
ウ
ム
・
カ
マ
ヒ

ラ
ド
運
輸
通
倍
副
大
臣

H

程
＂
第
一

H
目
（
三
月
三

H
)

開
会
式
（
司
会
•
林
寛

f
)
I
I
A
P
D
A
埋
事
長
•
田
中
龍

夫
挨
拶
、
外
務
大
臣
•
安
倍
晋
太
郎
（
浦
野
休
蔽
ハ
外
務
政
務

次
官
代
理
）
挨
拶
、
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
，
福

田
赳
夫
歓
迎
挨
拶
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ

ォ
ー
ラ
ム
事
務
総
長

'
S
,
p
・
ミ
ッ
タ
ー
ル
参
加
者
代
表
挨

拶
、
国
連
人
口
活
動
基
金
半
務
局
長
•
R
·

サ
ラ
ス
来
賓
挨
拶

本
会
議
"

セ
ゾ
シ
ョ
ン

I

住
栄
作
議
貝
を
議
長
に
選
出
。

セ
ッ
シ
ョ
ン

1
|
1
,
2

問
題
提
起

中
国
人
口
家
族
計
血
基
礎
調
企

II
黒
田
俊
夫

(
H
大
人
口

研
究
所
名
昔
所
長
）
、
小
林
和
正
（
日
大
人
U
研
究
所
教
投
）

イ
ン
ド
人

n
'
開
発
基
礎
調
布
II
嵯
峨
座
晴
夫
（
早
稲
田

大
学
文
学
部
教
授
）

タ
イ
股
村
人
口
と
農
業
開
発
調
査
II
川
野
重
任
（
東
京
大

学
名
脊
教
授
）
、
原
洋
之
介
（
東
京
大
学
東
罪
文
化
研
究
所

助
教
授
）

ハ
ン
コ
ク
の
人

u
都
市
化
と
生
活
環
境
，
福
刊
閥
究
II
黒

田
俊
夫
（
日
大
人
口
研
究
所
名
醤
所
長
）

ネ
ハ
ー
ル
人
口
家
族
計
画
基
礎
調
企
1
1
松
本
信
雄
（
東
京

慈
恵
会
医
科
大
学
教
授
）
、
大
内
穂
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

経
済
成
長
調
布
部
長
）

H
木
の
人

u
都
市
化
と
開
発
II
黒
田
俊
夫

(
H
大
人
口
研

“ 
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ネ
ハ
ー
ル
人
口
事
情
悦
察
議

H
団
派
遣

参
加
議
員
（
計

t
名）

11
福
田
赳
大
（
名
臀
団
長
）
‘
田
中
龍
夫

（
団
長
）
、
佐
藤
隆
‘
桜
井
新
、
金

f
み
つ
、
矢
追
秀
彦
、
安

倍
基
雄
‘
林
究

f
‘
石
井
一
―
―
‘
占
向
桑
栄
松

0
ネ
パ
ー
ル
に
発
足
し
た
て
の
人
ロ
・
開
発
議
員
連
盟
等
と
の

会
議
も
行
な
わ
れ
た
。

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
国
会
議
員
会
議
」

開
催
地
~
ジ
ン
パ
ブ
エ
·
ハ
ラ
レ

r
l
j

参
加
国
こ
―
-
+
J
L
ヶ
国

｀
モ
催
：
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
貝
世
界
委
貝
会
ジ
ン

ハ
ブ
エ
議
会

＊
『
ハ
ラ
レ
宜
言
』
採
択

0

ア
フ
リ
カ
の
議
会
制
度
を
持
つ
国
は
一
・
―
卜
六
ヶ
国
‘
こ
の
内

二
十
一
ヶ
国
と
議
会
制
度
を
持
た
ぬ
国
八
ヶ
国
が
オ
プ
ザ
ー

ハ
ー
と
し
て
参
加
し
た
か
、
こ
れ
は
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
過

去
開
催
さ
れ
た
議
員
会
議
の
中
て
最
大
規
模
の
も
の
。

究
所
名
袴
所
長
）
、
岡
崎
陽
一

長）日
本
の
都
市
化
と
人
口
（
ス
ラ
イ
ド

セ
ッ
シ
ョ
ン

I
I
3
討
議

第
．
一
日
目
（
三
月
四
日
）

セ
ゾ
シ
ョ
ン

11
（
議
長
＇
住
栄
作
議
貝
）

11
各
国
カ
ン
ト
リ

レ
ポ
—
卜
及
ぴ
討
議

セ
ゾ
シ
ョ
ン

Ill
（
議
長
・
佐
藤
陪
議
貝
）
、
総
括
討
議

閉

会

式

第一―

.
H
目
（
三
月
五
日
）
都
内
視
察

厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所

7

3

 

2
 

•2 
,
8
 

4
 

2
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。
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ー

7

「
第
三
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
貝
代
表
者
会
議
」

（
於
＂
バ
ン
コ
ク
＇
タ
イ
国
国
会
議
事
堂
エ
ス
カ
ー
フ
会
議
場
）

主
催
芦
財
団
法
人
ア
シ
ア
人
口
＇
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)

出
席
者

"
0
日
本
11
福
田
赳
夫
‘
佐
藤
隆
（
衆
＇
自
民
）
、
林
寛

十
、
石
井
ニ
―
（
参
＇
自
民
）
、
伊
藤
忠
冶
（
衆
＇
社

会
）
、
有
島
重
武
（
衆
＇
公
明
）
、
阿
部
昭
吾
（
衆
＇
社

民
連
）
、

0
中
国
11
ヤ
ン
・
レ
ン
，
ヤ
ン
、
何
埋
良
‘

0
イ
ン
ド
1
1
s
,
p
ミ
ゾ
タ
ー
ル
、

M
'
プ
ラ
シ
ャ

ド、

0

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

11
マ
ル
ト
ノ
移
住
大
臣
‘

0
斡
国
1
1
k
,
J
・
ド
ン
ク
、

0

マ
レ
ー
シ
ア

IIR

，
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ン
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
」

（
於
＂
ジ
ャ
カ
ル
タ
）

参
加
田
＂
日
本
、
中
国
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ト
‘
シ
リ
ア
‘

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
他
八
機
関

議
長
＂
佐
藤
條
（
日
本
）

0
栴
二
回
A
F
P
P
D
総
会
を
一
九
八
七
年
卜
月
一
一
十

i
二
十

三
日
、
北
京
に
て
開
催
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定
。

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
議
貝
カ
ウ
ン
シ
ル
」
発
足
会
議

開
催
地
＂
ケ
ニ
ャ
・
ナ
イ
ロ
ビ
市

参
加
国
＂
ア
フ
リ
カ
ト
三
ヶ
国
、
他
五
ヶ
国
、
他

JL
機
関

0
同
年
五
月
十
六

H
付
シ
ン
バ
プ
エ
に
て
採
択
さ
れ
た
「
ハ
ラ

レ
宣
言
」
に
基
き
‘
ア
フ
リ
カ
地
域
に
お
け
る
各
国
の
人
口

•
間
発
議
員
ク
ル
ー
フ
間
で
の
意
見
交
換
等
の
活
動
を
調
整

．
促
進
‘
ま
た
「
ハ
ラ
と
見
―
It
」
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
等
の
た

め
同
カ
ウ
ン
シ
ル
を
正
式
に
発
足
し
た
も
の

0

初
代
議
長
に
は
‘
マ
タ
カ
ス
カ
ル
の
ジ
ャ
ン
・
ル
イ
・
ラ
マ

ン
ド
ラ
イ
ア
リ
ソ
ア
氏
が
就
任
。

45 



・
オ
ス
マ
ン
運
翰
副
大
臣
‘

0

ネ
ハ
ー
ル

I
I
D
.
s

・
ラ
ナ
、

P
,
B
・
サ
ポ
コ
タ
、

0

シ
リ
ア

I
I
H
.

サ
テ
ィ
ッ
ク
、

0

ス
リ
ラ
ン
カ

I
I
U
.
B
・
ウ
ィ
ジ

ェ
ク
ー
ン
（
ン
ャ
フ
ナ
自
冶
大
臣
）
、
0

タ
イ
ー
プ
ラ

ソ
ソ
フ

•
R

、

M
·
L

・
ト
リ
ド
シ
ュ
ス
、
＞
・
ビ
ト
ゥ
ー

ン
•
O

、
ブ
ア
ン
ク
ル
ト
•
W
‘
フ
—
ン
ス
ク
・
L

H
程
こ
第
一
H
目
（
二
月
二
十
―
-
．
H
)

開
会
式
（
於
＂
タ
イ
国
会
議
事
盤
会
議
場
）

1
1
開
会
の
辞
・
ウ

ク
リ
ノ
ト

•
M

（
タ
イ
国
国
会
議
長
）
、
屯
催
者
挨
拶
•
佐
藤

隆
(
A
P
D
A
副
理
半
長
）
‘
来
賓
挨
拶
•
J
.
S

・
シ
ン
（
サ

ラ
ス

U
N
F
P
A

市
務
局
長
・
代
理
）
、
米
賓
挨
拶
•
福
田
赳

夫
（
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
）
、
中
催
国
挨
拶
・
フ

ラ
ソ
ノ
フ

・
R
（
タ
イ
国
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
）

本
会
議
＂

セ
ー
シ
ョ
ン

I

問
題
提
起
·
質
疑
応
答
（
於
~
エ
ス
カ

I

プ
・
会
議
場
）

ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ロ
・
開
発
凡
礎
調
在
ー
黒

iIT
悛
夫
（
日

大
人
口
研
究
所
名
醤
所

K
)
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
農
村
人
口

と
牒
業
開
発
調
企
1
1
原
洋
之
介
（
東
大
東
汗
文
化
研
究
所

助
教
授
）
、
タ
イ
村
治
レ
ヘ
ル
て
の
人
口
と
開
発
ー
ミ
ノ

チ
ャ
イ

•
V
(
P
C
D
P
市
務
局
長
）

第
二
日
目
で
一
月
二
十
四
日
）

セ
ッ
シ
ョ
ン

I
|
2

問
題
提
起
・
質
疑
応
答
（
於
~
エ
ス

ヵ
ソ
プ
会
議
場
）

現
在
及
ひ
将
来
の
開
発
叶
画
に
関
す
る
年
齢
構
造
変
動
の

政
策
的
合
意

II
ニ
ボ
ン
・
テ
バ
パ
ル
ヤ
（
エ
ス
カ
ー
プ
人
口

部
部
長
）
、

H
本
の
労
慟
JJ
人
口
と
開
発

II黒
田
悛
夫
（
日

大
人
口
研
究
所
名
怜
所
長
）
、
日
本
の
産
業
発
展
と
人
口

（
ス
ラ
イ
ド
•
制
作
A
P
D
A
)

87 

I 9 

25 23 

「
人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二

IPl人
会
」

開
催
地
？
中
国
・
北
点
市

会
場
＂
人
民
大
会
堂
‘
混
裔
ホ
テ
ル
国
際
会
議
場

参
加
者
＂
―
-
十
九
ヶ
国
、
卜
六
機
関
＂
約
一
；
日
名

1
1
1
H
本
代
表
出
瑞
議
員

名
怜
団
長
•
福

I
J
l赳
夫
（
衆
＇
自
民
）
‘
団
長
•
佐
藤
隆(
I
I
)

、

谷
津
義
男
(
I
I
)

‘
林
究

f
（
参
＇
自
民
）
、
田
代
由
紀
男

(
I
I
)

、

石
井
一
―
•
(
1
1
)
、
副
団
長
•
井
r

普
方
（
衆
，
朴
会
）
‘
城
地

隈
司
(
”
)
、
有
島
重
武
（
衆
・
公
明
）
、
矢
追
分
彦
(
"
)
、
高

象
栄
松
（
参
•
公
明
）
、
・
ニ
治
団
信
（
参
＇
民
社
）
、
阿
部
昭
吾

（
衆
＇
社
民
）
、

切
議
長
•
佐
藤
辟
（
日
本
）

副
議
長
・
胡
兌
賓
（
中
国
）
、

P
.
ラ
タ
ナ
ク
ー
ン
（
タ
イ
）
、

M
•

チ
ョ
ー
ド
ゥ
リ
ー
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）

起
隼
委
貝

•
G
.
s

・
ヤ
シ
ャ
ン
（
イ
ン
ト
）
、
ツ
ァ
ン
・
ツ

ォ
ン
グ
リ
ー
（
中
国
）
、
久
追
秀
彦
（
日
本
）
‘

R
'

ラ
モ
ス
•
シ
ャ
ハ
ニ
（
フ
ィ
リ
ヒ
ン
）

B

・
ク
ノ

ド
ラ
ソ
ク
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

Iol
、
モ
な
る

H
程

①
開
会
式
I
I

＊
趙
紫
陽
•
中
国
首
相
、
他
の
挨
拶
。
＊
福
田

赳
大
•
H
本
国
冗
首
相
の
基
調
講
演
。

②
セ
ー
シ
ョ
ン
1
1
①
ア
．
／
ア
の
人
口
と
開
発
‘
②
ア
シ
ア
の

保
健
サ
ー
ビ
ス
，
家
族
計
画
‘
③
都
市
化
‘
④
ア
ジ

ア
の
人
日
と
食
糧
‘
⑤
人
口
高
齢
化

③
A
F
p
p
l
l
北
京
宜
―
-
―
―
口
採
択

セ
ー
シ
ョ
ン

I
I
|
l
/
2
1
1
各
国
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
発

表
お
よ
ぴ
討
議
、
総
括
討
議

閉
会
式

46 



，
 

2
 

2
.
 

8
 

,
8
 1

3
.
1
 

7

6

 

2
 

•9 8
 

，
 

2
 

「
第
四
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」

（
於
＂
ク
ア
ラ
ル
ン
フ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
国
国
会
議
半
堂
ハ
ン

ハ
シ
ィ
フ
ィ
ノ
ク
ホ
テ
ル
・
ポ
ー
ル
ル
ー
ム

B
)

主
催
＂
財
団
法
人
ア
シ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)

共
催
＂
マ
レ
ー
シ
ア
人
口
•
貸
源
•
開
発
議
員
連
盟

出
席
者

"
O
H
4
0
1
1田中
龍
夫
（
衆
•
自
）
、
林
寛
f
‘
伍
井
一

-
'
（
参
•
自
）
、
坂
上
富
夫
（
衆
・
社
）
、
有
島
重
武
（
衆

•
公
明
）
‘
三
冶
重
信
（
参
・
民
社
）
、0
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
I
I
B
.
J
・
ク
ッ
ド
ラ
ッ
ク
、

0
中
国

11胡
克

実‘

0
イ
ン
ト

1
1
J
.
R
・
グ
プ
タ
、

0
韓
国
1
1
k
.

J
・
ド
ン
グ
、

0
ネ
ハ
ー
ル

I
I
P
.
B
・
シ
ャ
ヒ
、

0

ニ

ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
I
I
S
・
テ
ィ
ビ
ス
‘

0

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
I
I
S
・
サ
ニ
フ
、

0

ス
リ
ラ
ン
カ
I
I
R
・
ア
タ
ハ

卜‘

0

シ
リ
ア
ト
G
・
タ
ャ
ラ
、

0
タ
イ
Ii
プ
ラ
ソ
ゾ

プ
•
R

、
チ
ュ
ム
サ
イ
•
H

‘

0

マ
レ
ー
シ
ア
廿

A

•
H
.
A

・
パ
タ
ウ
ィ
、
P
•
H

・
ラ
ー
マ
・
オ
ス
マ

ン
、
A
.
H

・
イ
プ
ラ
ヒ
ム
、
N
•

A
・
シ
ン
、

M
.

ザ
カ
リ
ア
‘
I
.
M

・
サ
イ
ド
、
N
•
M

・
ハ
ノ
サ
ン
‘

中
国
人
口
事
情
視
察
議
貝
団
派
逍
（
山
東
省
）

団
長
＇
有
島
重
武
（
衆
＇
公
明
）
、
谷
消
義
男
（
衆
•
自
民
）
、

城
地
豊
司
（
衆
＇
社
会
）
、
高
衣
栄
松
（
参
•
公
明
）
、

三
冶
重
信
（
参
＇
民
社
）
、
他
‘
随
行

7
名

0

中
国
・
国
家
計
画
牛
育
委

H
会
と
の
協
力
て
、
山
東
省
に
て

実
施
さ
れ
て
い
る
家
族
計
圃
プ
ロ
シ
ェ
ク
ト
を
視
察
"

④
A
F
P
P
D
規
約
採
択

⑤
A
F
P
P
D
役
貝
改
選

(
9
ヶ
国

＊
議
長
に
は
佐
藤
隆
議

H
（
日
本

か
再
仔
さ
れ
た

A

R

ベ
ィ
カ
ー

S

S

ス
ブ
ラ
マ
ニ
ア
ム

M
.
T

イ
ス
マ
エ
ル
、

C
.
J
・
メ
ン

日
程
＂
第
一
日
目

(

1

一
月
二
十
九
日
）

開
会
式
（
於
＂
マ
レ
ー
シ
ア
国
会
議
事
堂
会
議
場
）

11主
催
者

挨
拶
ぶ
山
中
龍
夫

(
A
P
D
A
理
事
長
）
、
共
催
者
挨
拶
．

A

・
ハ
タ
ウ
ィ
（
マ
レ
ー
シ
ア
人
口
•
査
源
·
開
発
議
員
連
盟

会
長
）
、
来
賓
挨
拶
・
胡
克
｛
貫

(
A
F
P
P
l
l
副
議
長
）
、
来
賓

挨
拶
•
J
.
S

・
シ
ン

(
N
・
サ
テ
ィ
ノ
ク
U
N
F
P
A

事

務
局
長
・
代
埋
）
、
主
催
国
挨
拶
・
モ
ハ
メ
ー
ト
・
サ
ヒ
ー
ル

（
マ
レ
ー
シ
ア
国
下
院
議
長
）

本
会
議
＂

セ
ゾ
シ
ョ
ン

I
I
l

問
題
提
起
・
質
疑
応
答
（
於
＂
ハ
ン

パ
シ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
・
ポ
ー
ル
ル
ー
ム

B
)

中
国
1

人
日
＇
開
発
晶
礎
調
布

ii
黒

UI
悛
夫

(
H
本
大
学

人
口
研
究
所
名
務
所
長
）
、
中
国
ー
農
村
人
口
と
農
業
開
発

調
企
II
濱
ド
武
志
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
助
教
授
）

マ
レ
ー
シ
ア
ー
都
市
化
：
人
口
移
動
＇
間
発

I
I
K
・
サ
レ

イ
（
マ
レ
ー
ン
ア
経
済
研
究
所
所
長
）
、
マ
レ
ー
シ
ア
ー
牒

党
と
股
村
開
発

I
l
k
・
カ
チ
ャ
（
農
業
大
学
副
総
長
）
、
ア

ジ
ア
諸
国
の
人
口
と
農
業
政
策
I
I
G
,
D
'
ネ
ス
（
ミ
シ

カ
ン
大
学
教
授
）

第
二
日
目

(
-
1
月
一
日
）

ス
ラ
イ
ト
＂
日
本
の
人
口
移
動
と
経
済
発
展

"
(
A
P
D

A
制
作
）

セ
ッ
シ
ョ
ン

II

各
固
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
発
表
お
よ
ひ

討
議
、
総
括
討
論

閉
会
式
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『
ア
ジ
ア
人
口

30
億
人
の
日
』
（
於
＂
東
京
フ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

共
催
＂
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
—
ラ
ム
、
国
際

人
口
問
題
議
貝
懇
談
会
、
帥
ア
ジ
ア
人
口
＇
開
発
協
会

屯
な
出
席
者
（
敬
称
略
）

〔
国
会
議
貝
〕

福

Ill
赳
夫
（
衆
＇
自
民
）
、
田
中
龍
夫

(
1
1
)
、
佐
藤
降

(
1
1
)
、

鹿
野
道
彦

(
I
I
)
、
谷
津
義
男
(
1
1
)
、
石
本
茂
（
参
•
自
民
）
、

林
寛
f
(
1
1
)
、
田
代
由
紀
男

(
I
I
)
、
石
井
一
ク
一

(
1
1
)
、
永
野

茂
門
（
参
＇
自
民
）
‘
令
子
み
つ
（
衆
＇
社
会
）
、
有
島
重
武
（
衆

•
公
明
）
、
矢
追
秀
彦(
I
I
)
、
山
田
英
介
(
1
1
)
、
高
桑
栄
松
（
参
’

公
明
）
、
中
西
珠
子

(
1
1
)
、
三
冶
堕
信
（
参
＇
民
朴
）
、
阿
部
昭

吾
（
衆
＇
社
民
）

〔
米
賓
〕

マ
レ
ー
シ
ア
国
…
…
ラ
ー
マ
・
オ
ス
マ
ン

t
院
議
員
、
イ
ン

ト
国
：
＇
…
サ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
，
ミ
ノ
タ
ー
ル
前
上
院
議
貝
‘

国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
事
務
次
長
＇
功
刀
逹
朗
‘

国
際
家
族
計
画
連
盟

(
I
P
P
F
)
東
ア
シ
ア
•
東
南
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
理
事
会
会
長
ジ
ョ
ア
ン
・
タ
ン
プ

〔
国
隙
機
関
〕

国
連
人
口
桔
金

(
U
N
F
P
A
)
広
報
渉
外
部
長
＇
ジ
ョ
テ

ィ
・
シ
ン
、
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
事
業
企
画
調

枠
局
長
＇
安
藤
博
文
、
国
連
開
発
計
画

(
U
N
D
P
)
東
京

連
絡
事
務
所
所
長
，
石
槽
利
光

〔
在
日
大
使
館
〕

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館

A
.
T
•

カ
ル
ハ
ー
ト
代
理
大
使

〔
官
界
〕

外
務
省
•
金
子
義
和
（
国
際
連
合
局
社
会
協
力
講
長
）
、
原
生

省
•
河
野
桐
果
（
人
口
問
題
研
究
所
所
長
）
、
厚
生
省
・
内
野

澄

f
（
人
口
問
題
研
究
所
人
口
構
造
部
長
）
、
総
務
庁
＇
三
浦

0

9

 

8
 

,

8

1

1

 6
 

2
 

ハ
ン
グ
ラ
テ
シ
ュ
人
口
事
情
視
察
議
貝
団
派
遣

団
長
・
中
西
一
郎
（
参
•
自
民
）
、
副
団
長
•
井
上
督
方
（
衆

・
社
会
）
、
田
代
由
紀
男
（
参
・
自
民
）
、
武
村
正
義
（
衆
•
自

民
）
、
平
石
磨
作
太
郎
（
衆
•
公
明
）
、
大
矢
卓
史
（
衆
・
民
杜
）
、

他
随
行
四
名

0

ハ
ン
チ
ド
ナ
に
お
け
る
家
族
計
画
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
視
察
‘
人

口
開
発
関
係
議
員
と
の
合
同
会
議
等
を
行
っ
た
。

由
己
（
統
計
局
長
）
、
環
境
庁
，
森
幸
男
（
企
画
調
整
局
長

長
谷
川
慧
重
（
大
気
保
全
局
長
）

〔
学
識
経
険
者
〕

黒
田
悛
夫

(
H
本
大
学
人
口
研
究
所
名
醤
所
長
）
、

111
野
堕
任

（
東
京
大
学
名
督
教
授
）
、
安
川
正
彬
（
疫
応
大
学
経
済
学
部

教
授
）
、
大
内
他
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
総
合
研
究
部
主
幹
）
、

武
田
修
三
郎
（
東
海
大
学
下
学
部
教
授
）
‘
畑
井
義
隆
（
明
冶

学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
）
、
吉
田
長
雄
（
ア
ジ
ア
生
産
性
機

構
事
務
局
長
）
、

H

程

第
一
部
（
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
）

「
ア
ジ
ア
人
日

30
億
人
の

H
」
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
•
佐
藤
隆

第
二
部
（
記
念
講
演
）

「

3
0億
人
を
と
り
囲
む
環
境
問
題
」
環
境
庁
長
官
•
堀
内
俊

夫
‘
「
ア
ジ
ア
は

30
億
人
を
ど
う
支
え
る
か
」
ミ
シ
ガ
ン
大

学
教
授
・
ゲ
イ
ル
・

lJ・

ネ
ス

第
一
’
一
部
（
記
者
会
見
）

第
四
部
（
レ
セ

7

シ
ョ
ン
）

48 
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＇ 88 

]I 

28 

「
第
五
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」

（
於
~
フ
ィ
リ
ヒ
ン
国
・
マ
ニ
ラ

P
l
C
C
)

主
催
二
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)

共
催
~
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
口
と
開
発
国
会
議
貝
委
員
会

出
席
者

[
0
日
本
卜
福
田
赳
夫
、
田
中
龍
夫
、
佐
藤
陪
‘
武
村

止
義
（
衆
・
自
）
、
関
山
信
之
（
衆
・
社
）
、
矢
追
秀
彦

（
衆
・
公
明
）
‘
阿
部
昭
吾
（
衆
・
社
民
）
、

0
中
国

11胡

克
賓
‘

0
イ
ン
ド

1
1
s
.
p
．
ミ
ッ
タ
ー
ル
、

S
.

ジ
ョ
シ
ィ
、

V
・
パ
ー
マ
‘

0
イ
ン
ト
ネ
シ
ア

11
マ

ソ
ク
ポ
ン
‘

0
韓
国

1
1
s
.
S
・
モ
ッ
ク
、

L
.
J

・
ロ
ー
ル
、

0

マ
レ
ー
シ
ア

I
I
R
・
オ
ス
マ
ン
、

N

•
A
B

・
サ
ア
イ
ン
‘
0

ネ
パ
ー
ル
1
1
T
.
J

・
タ
ハ

0

シ
リ
ア

I
I
H
・
サ
テ
ィ
ッ
ク
、

0

タ
イ

1
1
7
ラ
ソ

ゾ
フ

•
R

‘
ト
リ
ト
シ
ュ
ス

•
D

‘

7

ア
ン
ク
ラ
ッ

卜

•
V

‘

0

フ
ィ
リ
ピ
ン

I
I
L
.
R

・
シ
ャ
ハ
ニ
‘

T
・
ア
キ
ノ
オ
レ
タ
、

J

・
エ
ス
ト
ラ
ダ
、

E
・

ヘ

レ
ラ
、

0
•

メ
ル
カ
ド
、

S

・
ラ
ス
ル

n
程
こ
第
；

El
目
(
^
一
月
卜
七
日
）

開
会
式
（
於

~
p
l
C
C

ル
—
ム

4
)
開
会
の
辞

•
T

・
ア
キ

ノ
オ
レ
タ
（
フ
ィ
リ
ヒ
ン
人
日
・
開
発
国
会
議
貝
委
貝
会
副

委
員
長
）
、
共
催
者
挨
拶
•
L
.
R

・
シ
ャ
ハ
ニ
（
フ
ィ
リ
ピ

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
貝
会
」

（
於
東
京
）

参
加
国
＂
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、
イ
ン
ト
‘

H
本

マ

レ

ー
シ
ア
、
シ
リ
ア
、
タ
イ
、
他
一
．
機
関
。

議
長
げ
佐
藤
隆

(
H
本）

0
ア
ジ
ア
人
口

30
億
人
の

H
の
行
事
の
成
果

画
に
つ
い
て
。

今
後
の
活
動
計

9

1

 

ー

•9 
,
8
 

2
 

ー

，
 

.
2
.
 

，
 

8

1

 

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
貝
会
」

開
催
~
。
（
於
東
京
）

参
加
国

i

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
中
国
、
イ
ン
ト

H
本

マ

レ

9

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
貝
会
」

（
於
＂
フ
ィ
リ
ヒ
ン
•
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
会
議
宇
）

参
加
国
？
中
国
‘
イ
ン
ト
、
日
本
、
マ
レ
ー
シ
ア
‘
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
シ
リ
ア
、
タ
イ
他
三
機
関

O
A
F
P
P
D
の
長
期
展
望
及
び
婦
人
会
議
開
催
に
つ
い
て

ン
人
日
・
開
発
国
会
議
貝
委
員
会
委
貝
長
）
、
、
モ
催
者
挨
拶
・

田
中
龍
夫

(
A
P
D
A
理
事
長
）
、
米
賓
挨
拶
ふ
岡
田
赳
夫
（
人

口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
柑
界
委
貝
会
会
長
）
、

S
．
p

・
ミ
／
タ
ー
ル

(
A
F
P
P
D
半
務
総
長
）
、

J

．

s
・
シ
ン

(
N
・
サ
テ
ィ
ソ
ク

U
N
F
P
A
市
務
局
長
・
代
理
）
‘

T
.

K
・
マ
ン
グ
ン

(
U
N
F
P
A
地
域
半
務
所
長
）

枯
調
講
演
•
S
.
C

・
モ
ン
ソ
ド
（
フ
ィ
リ
ヒ
ン
国
家
経
済

開
発
庁
長
官
）

本
会
議
（
於
~
p
I
C
C

ル
ー
ム

1
1
)

セ
ッ
シ
ョ
ン

1

人
日
と
開
発
調
査
研
究

中
国
1

人
日
・
開
発
凡
礎
調
査

II
黒
田
俊
大

(
H
本
大

学
人
口
研
究
所
名
怜
所
長
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
1

農
村
に
お

け
る
家
族
計
画
指
導
I
I
J
・
フ
ラ
ビ
エ
（
国
際
農
村
再
建

研
究
所
所
長
）
、
挨
拶

II
佐
藤
陛

(
A
F
P
P
D
議
長
）

ス
ラ
イ
ド

hn本
の
人
口
と
家
族

"
(
A
P
D
A
制
作
）

第
二
日
目
（
．
一
月
卜
八

H
)

セ
ッ
シ
ョ
ン

I
l
2
1
冊
紀
に
向
け
て
1

人
LJ
転
換
と
経
済

杜
会
開
発
、
各
国
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
及
び
討
議
‘
紛
括

討

論

閉

会

式

49 
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「
第
六
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
シ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」

（
於
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
ジ
ャ
カ
ル
タ
•
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
国

会
議
事
堂
‘
ポ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
ホ
テ
ル
会
議
室
）

イ
ン
ト
ネ
シ
ア
人
口
開
発
事
情
視
察
議
員
団
派
遣

団
長
代
理
•
桜
井
新
（
衆
・
自
民
）
、
副
団
長
・
三
治
重
信
（
参

民
社
）
、
伊
藤
忠
治
（
衆
・
社
会
）
、
広
中
和
歌
十
（
参
・
公
明
）

専
門
家
・
黒
田
悛
夫

(
H
本
大
学
人

LI
研
究
所
名
脊
所
長
）

他
随
汀
一
名

0

ハ
リ
に
お
け
る
バ
ン
ン
ャ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
及
ひ
ジ
ャ
カ
ル
タ

に
お
け
る
医
療
‘
農
業
開
発
の
視
察
及
ぴ
、
人
口
開
発
関

係
議
貝
と
の
懇
談
を
行
っ
た
。

「
人
口
と
女
性
の
地
位
に
関
す
る
ア
ジ
ア
女
性
議
貝
会
議
」

於
ニ
ュ
ー
テ
リ
ー
）

参
加
国
？
中
国
‘
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

H
本
他
、

ヵ
国
‘
約
百
名
参
加
。

O
H
本

側

広

中

和

歌

f
（
参
・
公
明
）
が
参
加
。

開
催
。

計
25

「
人
口
と
女
性
の
地
位
に
関
す
る
ア
ジ
ア
女
性
議
員
会
議
運
営
委

員
会
」
開
催
。
（
於
東
点
）

参
加
国
？
中
国
、
イ
ン
ド
、
日
本
マ
レ
ー
シ
ア
フ
ィ
リ
ピ

ァ

ン

シ

リ

0
同
会
議
開
催
に
つ
い
て
。

ー
シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
シ
リ
ア
タ
イ
、
他
U
N

F
P
A
‘

G
C
P
P
D
I
P
P
F
"
 

議
長
＂
佐
藤
降

(
H
本）

O
A
F
p
p
l
J
大
会
開
催
及
ぴ
女
性
議
員
会
議
開
催
に
つ
い
て
。

主
催
闊
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
＇
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)

共
催
＂
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
人
口
＇
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム

出
席
者

"
O
H
本

11佐
藤
降
‘
桜
井
新
（
衆
＇
自
民
）
‘
三
治
匝

信
（
参
・
民
社
）
、
阿
部
昭
召
（
衆
＇
社
民
）
、
高
桑
栄

松
（
参
＇
公
明
）
、
伊
藤
忠
治
（
衆
’
社
会
）
、

0
中
国

II
胡
克
｛
貫
‘

0
イ
ン
ド

1
1
s
・
P
'
ミ
’
タ
ー
ル
、

M
,
S
·

ラ
テ
ー
ル
、

V
•
N
'

ガ
ド
ギ
ル
、

0

韓

国
1
1
k
.
M

・
チ
ョ
—
、

0

マ
レ
ー
シ
ア

I
I
R

・
オ

ス
マ
ン
‘

I
・
ア
リ
、

0
ネ
ハ
ー
ル

I
I
T
,
J
・
タ

パ、

0

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

IIF・

ガ
ー
ピ
ソ
ク
、

0

フ
ィ
リ
ピ
ン

I
l
o
•

メ
ル
カ
ド
、

0

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
1
1
s
,
B
'
サ
ニ
フ
、

0

ス
リ
ラ
ン
カ

I
I
N
,
7

ェ
ル
ナ
ン
ド
、

0

タ
イ

1
1

フ
ラ
ソ
ッ
プ

•
R

、

0
イ

ン
ド
ネ
シ
ア

I
I
B
'

ス
パ
ン
ガ
ゾ
ト
、
H
,
Y
•

モ

コ
キ
ン
タ
、

W
•
カ
イ
ル
ハ
ン
‘

S

・
イ
ス
モ
／
、

S
・
ス
ミ
ア
ル
ノ
、

P
・
ピ
ン
ト
ロ
‘

A・

マ
ン
タ

ン
‘
T
•

ノ
ー
ル

•
B

・
ス
ヨ
ノ
、
B
'

ワ
ル
ヨ
‘

0

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
口
＇
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム

I
I
E
.

サ
リ
ム
（
人
口
＇
環
境
大
臣
）
‘

H

・
ス
ヨ
ノ
（
国
家

家
族
計
画
調
整
委
貝
会
委
員
長
）

H

程
＂
第
心
日
目
（
三
月
一
~
ト
ニ
H
)

●
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
表
敬
‘
●
カ
リ
ス
・
ス
フ
ド
国
会
議
長
表
敬

開
会
式
（
於
＇
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
国
会
議
半
堂
＇
ブ
ス
タ
カ
＇

ロ
カ
）

11座
長
準
備
挨
拶
＇
ハ
ル
ヨ
ノ
・
ス
ヨ
ノ
（
国
家
家

族
計
画
調
柊
委
員
会
委
員
長
）
‘
歓
迎
の
辞
＇
エ
ミ
ル
•
サ
リ

ム
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
人
口
·
環
境
大
臣
）
、
開
会
挨
拶
•
佐

藤
隆

(
A
P
D
A
副
理
事
長
）
、
挨
拶

'
s
.
p
・
ミ
ッ
タ
ー

ル

(
A
F
P
P
D
事
務
総
長
）
、
挨
拶

・
J
,
S
・
シ
ン

(
N

・
サ
デ
ィ
ノ
ク
U
N
F
P
A
事
務
局
長
・
代
理
）
、
挨
拶
＇
カ

so 
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ス
リ
ラ
ン
カ
人
口
•
開
発
事
情
視
察
議
貝
団
派
遣

団
長
•
井
上
将
方
（
衆
・
社
会
）
、
団
長
代
埋
•
桜
井
新
（
衆

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
シ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
」

（
於
~
ジ
ャ
カ
ル
ク
・
ホ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
ホ
テ
ル
）

参
加
国
~
中
国
、
イ
ン
ト
、
日
本
、
マ
レ
ー
シ
ア
‘

タ
イ
、
他
二
機
関

O
A
F
P
P
D
第
一
'
-
回
大
会
開
催
に
つ
い
て

シ
リ
ア

リ
ス
・
ス
フ
ド
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
国
会
議
長
）

本
会
議
（
ポ
ル
ボ
ト
ー
ル
ホ
テ
ル
）

セ
ゾ
シ
ョ
ン

I

人
口
と
開
発
に
関
す
る
研
究

人
口
と
開
発
基
礎
調
査
ー
ネ
ハ
ー
ル
1
1
黒
田
俊
夫

(
H

本
大
学
人
口
研
究
所
名
醤
所
長
）
‘
農
村
人
口
と
農
業
開
発

調
介
ー
ア
ジ
ア

6
ヵ
国
の
比
較
II
原
罪
之
介
（
東
京
大

学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
）
、
人
口
•
開
発
に
お
け
る
イ
ン

ト
ネ
シ
ア
の
経
験
II
ハ
ル
ヨ
ノ
，
ス
ヨ
ノ
（
国
家
家
族
計

画
調
柊
委
員
会
委
貝
長
）
、

H
本
の
人
口
構
造
変
動
と
開
発

ー
ア
ジ
ア
的
視
点
1
1
黒
田
悛
夫

(
H
本
大
学
人
口
研
究

所
名
営
所

K
)

ス
ラ
イ
ト
＂
高
齢
化
社
会
へ
の
日
本
の
挑
戦
生
き
か

い
の
あ
る
ど
後
を
目
指
し
て

(
A
P
D
A
制
作
）

第
·
-
H目
（
一
―
•
リ
一
1

三
日
）

セ
ソ
シ
ョ
ン

II

人
口
と
開
発
ー
21
枇
紀
に
向
け
て
の
戦
略

各
国
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
及
び
討
議
‘
総
括
討
論
シ

ャ
カ
ル
ク
•
ア
ピ
ー
ル
の
採
択

閉
会
式
I
I
閉
会
挨
拶
•
佐
藤
隆

(
A
P
D
A
副
理
事
長
）
、
エ
ミ

ル
•
サ
リ
ム
（
イ
ン
ト
ネ
ン
ア
人
口
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
会

長
‘
人
口
＇
環
境
大
臣
）

0

5

 

゜
,

9

]

ー8
 

ー

90 

10 

14 

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
シ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
．
―

-lul
大
会
」

開
催
地
＂
タ
イ
国
ハ
ン
コ
ク

会
場
＂
タ
イ
国
国
会
議
事
堂
ド
ウ
シ
タ
ホ
テ
ル

参
加
者
＂
二
十
一
ヶ
国
、
ト
ニ
機
関
一
六
．
名

m
H本
代
表
出
席
議
員

名
怜
団
長
•
福
田
赳
夫
‘
団
長
•
佐
藤
隆
（
衆
＇
自
民
）
、
桜

井
新

(
1
1
)
、
伊
藤
忠
治
（
衆
，
杜
会
）
、
東
祥
三
（
衆
・
公
明
）
、

泊
水
嘉
与
子
（
参
•
自
民
）
、
高
桑
栄
松
（
参
•
公
明
）
、
三
治

重
信
（
参
＇
民
社
）

切
議
長
，
佐
藤
隆
（
日
本
）

副
議
長
＇
サ
／
卜
•
ポ
ー
ル
・
ミ
ー
タ
ー
ル
（
イ
ン
ト
）
、
上

偉
（
中
国
）
、
カ
ー
サ
ン
，
タ
ャ
ラ
（
シ
リ
ア
）
、
レ

テ
ィ
シ
ア
・
ラ
モ
ス
•
シ
ャ
ハ
ニ
（
フ
ィ
リ
ヒ
ン
）

起
草
委
員
•
清
水
嘉
与
子

(
H
本
）
、
ア
マ
ー
ル
・
タ
ッ
カ
（
シ

リ
ア
）
ネ
ー
ウ
ィ
ル
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ト
（
ス
リ
ラ

ン
カ
）
、
テ
ハ
ギ
ュ
ル
（
タ
イ
）
、
マ
リ
ア
ノ
・
ユ
ロ

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
、
ク
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ア
ム
ト
（
イ
ン

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
シ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
」

（
於
ハ
ン
コ
ク
）

参
加
国

~
H

本
、
中
国
、
ン
リ
ア
、
タ
イ
‘
イ
ン
ト
オ
ー
ス

ト

ラ

リ

ア

、

議

長

刀

庄

藤

隆

•
自
民
）
、
副
団
長
·
三
治
重
に
（
参
・
民
社
）
、
田
代
由
紀
男

（
参
・
自
民
）
、
鹿
熊
安
正
（
参
・
自
民
）
、
肥
川
芙
代
子
（
参

・
社
会
）
、
高
条
栄
松
（
参
•
公
明
）

0

大
統
領
表
敬
‘
ス
リ
ラ
ン
カ
人
口
•
開
発
議
員
連
盟
メ
ン
ハ

ー
と
の
懇
談
及
ひ
母
子
保
健
家
族
計
圃
ク
リ
ニ
ノ
ク
等
の
視

察
を
行
っ
た
。
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2 

2,1 

「
第
七
回
人
日
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
（
於
~

韓
国
ソ
ウ
ル
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
ヒ
ル
ホ
テ
ル
会
議
場
）

主
催
＂
財
団
法
人
ア
シ
ア
人
口
•
開
発
協
会

共
催
＂
韓
国
準
備
委
員
会

出
席
者
~
O
H

本
1
1
佐
藤
降
（
衆
・
自
民
A
P
D
A

理
事
長
）
、

水
田
稔
（
衆
・
社
会
）
‘
東
杵
三
（
衆
•
公
明
）
、
阿
部

昭
吾
（
衆
・
社
民
）
、
亀
井
久
狼
（
衆
・
無
）
、
鹿
熊
安

正
（
参
·
自
民
）
、
高
染
栄
松
（
参
•
公
明
）
、
広
中
和

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議

H
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
」

（
於
＂
ソ
ウ
ル
•
ウ
ォ
ー
カ
ー
ヒ
ル
ホ
テ
ル
）

参
加
国
＂
日
本
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
ガ
‘

議

k
"
佐
藤
粋

他
；
一
機
関

ド
）
、
ウ
テ
ィ
エ
ピ
ン
中
国

閻
屯
な
る

H
程

①
開
会
式

1
1

福
田
赳
夫

•
H

本
国
元
首
相
、
佐
藤
降

A
F
P

P
D
議
長
‘
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
テ
ィ
ッ
ク

U
N
F
P
A
事
務
局

長
他
の
挨
拶
。
プ
ン
チ
ャ
ナ
・
ア
タ
コ
ー
ル
国
会
副
議
長
の

聞
会
宣
言
。

②
セ
ー
シ
ョ
ン
1
1
全
体
セ
ー
シ
ョ
ン

I
「
二
十

9

世
紀
に
於
け

る
ア
ジ
ア
人
口
と
社
会
開
発
」

0

公
科
会
1
1

「
人
口
•
項
境
＇
持
続
的
開
発
’
瓜
沐
健
母

子
保
健
・
家
放
計
画
」
「
女
竹
の
役
割
と
地
位
」
「
高
齢
化
と
若

年
従
続
人

u,

O
A
F
P
P
D
バ
ン
コ
ク
｛
日
‘
言
の
採
択

O
A
F
P
P
D
会
計
報
皆

O
A
F
P
P
D
役
貝
改
選

(
8
ヶ
国
）

議
長
に
は
佐
藤
議
員

(
H
本
）
が
再
任
さ
れ
た
。

サ
リ
ィ

日
程
こ
弟
一
日
目
（
一

9

月
二
十

h
日）

開
会
式
仄
閃
ウ
ォ
ー
カ
ー
ヒ
ル
ホ
テ
ル
国
際
会
議
場
）

1
1
歓

迎
の
辞
・
チ
ョ
ン
・
ビ
ョ
ン
，
ハ
ク
（
神
国
児
華
・
人
口
開

発
議
員
連
盟
会
長
）
、
間
会
挨
拶
•
佐
藤
隆

(
A
P
D
A
理
事

長
）
、
挨
拶
•
N
'

フ
ェ
ル
ナ
ン
ト
（
プ
ラ
ソ
／
フ

•
R
·
A

F
P
P
D
半
務
総
長
・
代
理
）
、
安
藤
柚
文

(N・

サ
テ
ィ
ノ

ク
U
N
F
P
A
事
務
局
長
・
代
理
）

セ
ソ
シ
ョ
ン

1

人
口
と
開
発
に
関
す
る
研
究

人
口
と
開
発
基
礎
調
企
—
ハ
ン
ク
ラ
テ
シ
ュ
1
1

黒
田
悛
夫

(
H
本
大
学
人
LJ
研
究
所
名
督
所
長
）
、
農
村
人
日
と
農
薬

開
発
調
企
ー
フ
ィ
リ
ヒ
ン
1
1
川
野
咀
仔
（
東
京
大
学
名
管

教
投
）
、
人
口
と
開
発
ー
韓
国
の
経
験

II柑
仁
絃
（
韓
国
保

歌
子
（
参
•
公
明
）
‘
-
―
^
治
軍
i
f
t（
参
・
民
杜
）
、0
中

国

11£
偉
、
チ
ェ
ン
・
ミ
ン
グ
ァ
ン
‘

0

イ
ン
ド

11

s
.
p
・
ミ
ッ
ク
ー
ル
‘

S
・
プ
ラ
サ
ダ
、
マ
ヘ
シ

ョ
ワ
ラ
パ
、

0
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

1
1
J
・
ナ
ロ
‘

K
.

ハ
タ
ル
テ
ィ
ン
‘

0
韓
国

1
1
J
.
B
・
ハ
ク
、

C
.

S
・
ハ
ク
、

J

・
チ
ュ
ン
、

S
.
M
・
ス
ウ
‘

Y
.

S
・
ド
ウ
‘

y
.
K
・
ア
ン
‘

C
.
S
・
フ
ァ
ン
‘

Y
.
S
・
シ
ン
、

S
.
0
・
カ
ン
‘

Y
.
S
・
ハ
ク

J
.
H

・
ハ
ム
、
B
.
C

・
チ
ョ
イ
‘
I
•
H

・
ヨ

ー、

S
・
ハ
ク
、

K
.
S
・
シ
ン
、

IV.s
・
ビ
ュ

ン
、
S
.
u

・
キ
ム
‘
S
•
Y

・
コ
ー
、

S
.
B
.

リ
ー
、

0

マ
レ
ー
シ
ア

III
・
ア
リ
‘

0

ハ
ャ
ス
タ

ン
I
I
N
.
J
・
パ
ネ
ザ
イ
‘

0

フ
ィ
リ
ヒ
ン

I
I
L
.

R
・
シ
ャ
ハ
ニ
‘

E
.
N
・
マ
テ
ィ
、

J

・
ハ
ラ
ス

0

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

1
1
s
.
B
・
サ
ニ
フ
、

0

ス
リ
ラ

ン
カ
I
I
N
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ト
‘

M
.
L
.
M
・
ア
ポ

52 
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ア
フ
リ
カ
人
口
開
発
事
情
視
察
議
員
団
派
遣

(
J
o
l
C
F
P

主
催
）

団
長
•
鹿
野
道
彦
（
衆
・
自
民
）
‘
副
団
長
•
阿
部
昭
吾
（
衆

・
逓
民
連
）
、
副
団
長
＇
矢
追
秀
彦
（
衆
•
公
明
）
‘
副
団
長
・

三
冶
重
信
（
参
＇
民
社
）
、
桜
井
新
（
衆
•
自
民
）
、
高
岱
栄
松

（
参
＇
公
明
）
、
東
祥
三
（
衆
＇
公
明
）
、
池
田
冶
（
参
＇
連
合
）
、

上
田
水
嘉
与
子
（
参
＇
自
民
）
‘
鹿
熊
安
正
（
参
＇
自
民
）

0

ジ
ン
ハ
ブ
エ
‘
ケ
ニ
ア
‘
ガ
ー
ナ
を
訪
問
。
人
口
•
開
発
議

貝
と
懇
談
‘
保
娃
＇
家
族
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
視
察
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
人
口
•
開
発
事
情
視
察
議
員
団
受
入

団
長
1
1
L
・
ア
ト
ラ
ノ
ト
ム
タ
リ
教
育
・
高
専
教
育
大
臣
（
ス

リ
ラ
ン
カ
人
口
•
開
発
議
貝
連
盟
会
長
）
、
N

・
フ
ェ
ル
ナ
ン

ト
議
貝
（
同
議
連
副
会
長
）
、

D
・
セ
ナ
ナ
ヤ
ケ
議
貝

(lol議

連
メ
ン
ハ
ー
）
、

L
・
キ
リ
エ
ラ
議
貝
（
同
議
連
メ
ン
パ
ー
）

P
・
カ
シ
ナ
タ
ー
ル
議
員
（
同
議
連
メ
ン
ハ
ー
）

0
国
立
医
療
セ
ン
タ
ー
等
の
医
療
施
設
の
視
察
及
ひ
、
国
際
人

n
問
題
議
貝
懇
談
会
メ
ン
ハ
ー
と
の
懇
談
を
行
っ
た
。

健
社
会
研
究
院
副
院
長
）
、
日
本
の
人
口
＇
開
発
＇
環
境
ー

ア
シ
ア
の
経
験
ー
11
黒
田
悛
夫

(
H
本
大
学
人
口
研
究
所

名
管
所
長
）

ス
ラ
イ
ト
＂
日
本
の
環
境
・
人
口
•
開
発
"
(
A
P
l
l
A制作
）

第
二
日

tl(-
．
月
ニ
ト
六
日
）

セ
ソ
シ
ョ
ン

II

ア
ジ
ア
の
人
口
と
開
発
問
題
ー
パ
ン
コ
ク

直
言
の
逹
成
方
策
、
各
国
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
及
ひ
討
議

全
体
討
議

閉
会
式
II
閉
会
挨
拶
・
チ
ョ
ン
・
ス
ー
ハ
ク
韓
国
児
童

人
口
•
開
発
議
員
連
盟
副
会
長
）

5
 

2
 

.
2
.
 

2
 

,
9
 

， 
91 

11 

28 

，
 

ー

1

9

1

 

7
 

ー

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

(
A
F
P
P

D
)
・
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)
設
立
JO
周

年
記
念
式
典
（
日
本
国
・
東
京
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
翠
限

の
間
）

主
催
＂
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
人
口
と
開
発
に

関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム

共
催
＂
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
国
際
家
族
計
両
連

盟

(
I
P
P
F
)

出
席
者

"
O
H

木
1
1

中
山
太
郎
（
衆
•
自
民
）
、
鹿
野
道
彦
（
衆

•
自
民
）
、
井
上
普
方
（
衆
·
社
会
）
、
阿
部
昭
吾
（
衆

•
進
民
連
）
、
欠
追
分
彦
（
衆
•
公
明
）
、
桜
井
新
（
衆

•
自
民
）
、
消
水
嘉
与
子
（
参
•
自
民
）
、
高
全
栄
松
（
参

•
公
明
）
、
大
塚
雄
司
（
衆
•
自
民
）
、
大
野
由
利
子
（
衆

•
公
明
）
‘
狩
野
勝
（
衆
•
自
民
）
、
関
谷
勝
嗣
（
衆
・

自
民
）
、
片
岡
武
司
（
衆
・
自
民
）
、
川
島
賓
（
衆
・
社

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
シ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
貝
会
」

（
於
~
ハ
ン
コ
ク
）

参
加
国
~
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
‘
中
田
‘
イ
ン
ト
‘

H

本
‘
ス
リ

ラ
ン
カ
、
タ
イ

O
A
F
P
P
D
/
A
P
D
A
1
0
周
年
記
念
式
典
開
催
に
つ
い
て

ヘ
ト
ナ
ム
人
口
•
開
発
半
情
視
察
議
貝
団
派
遣

団
長
•
井
卜
並
日
方
（
衆
・
社
会
）
、
阿
部
昭
吾
（
衆
・
進
民
連
）
、

二
冶
阻
信
（
参
・
民
社
）
、
桜
井
新
（
衆
・
自
民
）
、
高
桑
栄
松

（
参
•
公
明
）

0

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
、
フ
エ
市
、
タ
ナ
ン
市
‘
ハ
ノ
イ
市
を
訪
間
。

ベ
ト
ナ
ム
国
会
社
会
医
療
委
員
会
メ
ン
ハ
ー
と
懇
談
‘
人
口

・
家
族
計
圃
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
視
察
し
た

C
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”
故
佐
藤
降
A
F
P
P
D
議
長

'
A
P
l
J
A
議
長
‘
故
サ
ッ
ト

ポ
ー
ル
，
ミ
ノ
タ
ー
ル

A
F
P
P
D
議
長
代
行
を
偲
ぶ
会
＂

＂
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
梅
の
間
）

於

会
）
、
佐
藤
敬
夫
（
衆
・
自
民
）
、
水
田
稔
（
衆
＇
社
会
）
、

倉
田
寛
之
（
参
•
自
民
）
、
〇
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

I
I
C

・
ホ
リ
ス
、

0

バ
ン
ク
ラ
デ
シ
ュ

I
I
s
'
シ
ラ
ジ
‘

0
中
国

11£
偉‘

Y
・
ジ
ケ
‘

0
イ
ン
ド
I
I
M
'
プ

ラ
サ
ド
、
0

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

I
I
I
.
I
•

ア
ラ
ム
シ

ャ
、

0

韓
国
1
1
Y
,
S
•

ト
ー
、

M
.
K

・
フ
ー
、

B
'
G
•

チ
ェ
、
S
.
H
'

リ
ー
、

K
,
T

・
コ
ン
‘

0

マ
レ
ー
シ
ア
1
1
ー
・
ア
リ
‘

0
ネ
ハ
ー
ル
1
1
s
.

L

・
タ
バ
タ
ー
ル
、

0

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

1
1
J
.

プ
リ
ン
コ
エ
‘

0

フ
ィ
リ
ピ
ン

I
I
B
.
D
・
テ
レ
オ

ン
‘
0

シ
ン
カ
ポ
—
ル

I
I
L
.
s
'

パ
ウ
‘
0

ス
リ

ラ
ン
カ
I
I
N
'
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
、

H
'
タ
ニ
ュ
エ
ラ
、

w
.
B
'
ラ
ナ
ト
ゥ
ン
カ
、

0

シ
リ
ア

l
E
.
M
.

G

・
タ
ヤ
ラ
‘
0

タ
イ

1
1

プ
ラ
ソ
ッ
プ

•
R

、

0

ベ

ト
ナ
ム

I
I
N
'
T
•
N
'

フ
ォ
ン
‘

N
.
T
'

タ
ン
‘

N
.
T
.
H
・
ト
ウ
、

N
,
H
・
ズ
ォ
ン
、

T
.
T
・
ク
エ

間
会
式
（
於
＂
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
翠
鳳
の
間
）

11間
会

の
辞
，
前
田
福
一
一
郎

(
A
P
D
A
理
半
長
代
行
）
、
主
催
者
挨

拶
•
プ
ラ
ソ
ー
プ

•
R
(
A
F
P
P
D

事
務
範
長
）
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
•
宮
澤
吉
H
-
（
内
閣
総
理
大
臣
）
、
祝
辞
＇
園
田
栂
之
（
原

生
政
務
次
官
）
‘
来
賓
挨
拶
•
北
谷
勝
秀

(
U
N
F
P
A
事
務

局
次
長
）
、
福
田
赳
夫

(
G
C
P
P
D
会
長
）
、
＞
＇

T

・
ハ
ラ

ン

(
I
P
P
F
地
域
局
長
）

基
調
講
演
"
”
ア
シ
ア
の
人
口
、
開
発
と
環
境
＂
大
米
佐
武

郎
（
内
外
政
第
研
究
会
会
長
）

6
 

2
 

.
2
.
 

2
 

,
9
 

「第

8lul
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
シ
ア
国
会
議
貝
代
表
者
会
議
」

（於

"
H
本
国
・
東
点
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
梅
の
間
）

主
催
二
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)

出
席
者

~
0

日
本
1
1

中
山
太
郎
（
衆
•
自
民
）
、
鹿
野
道
彦
（
衆

・
自
民
）
、
井
上
普
方
（
衆
・
社
会
）
、
阿
部
昭
召
（
衆

・
進
民
連
）
、
矢
追
秀
彦
（
衆
・
公
明
）
‘
三
治
重
信
（
参

・
民
社
）
、
桜
井
新
（
衆
・
自
民
）
、
石
井
―
二
（
参
・

自
民
）
、
東
祥
―
.
-
（
衆
・
公
明
）
、
池
田
冶
（
参
•
連
合
）
、

消
水
嘉
与
子
（
参
•
自
民
）
、
関
山
信
之
（
衆
•
朴
会
）
、

A
F
P
P
D
/
A
P
D
A
1
0
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
於
こ
脆

の
間
）挨

拶
・
プ
ラ
ソ
ソ
プ

•
R
(
A
F
P
P
D

事
務
総
長
）
、
前
田

福
三
郎

(
A
P
D
A
理
市
長
代
行
）

祝
辞
•
中
山
太
郎
（
国
際
人
口
問
題
議
貝
懇
談
会
会
長
）

表
彰
人

受
賞
者

11笹
川
良
一
（
帥
H
本
船
舶
振
典
会
会
長
）
、
川
野

重
任
（
東
京
大
学
名
瞥
教
授
）
、
黒
田
俊
夫

(
H
本
大
学
人

n
研
究
所
名
瞥
所
長
）

パ
ネ
ル
テ
ィ
ス
カ
ゾ
シ
ョ
ン

の
人
口
と
農
菓
開
発
＂

●
ハ
ネ
ラ
ー
1
1
黒
田
俊
夫
（
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
臀
所
長
）

M
・
モ
ス
レ
・
ウ
テ
ィ
ン
（
国
連
ア
シ
ア
太
平
洋
統

ut研
修

所
教
官
）
、
川
野
重
仔
（
東
京
大
学
名
督
教
授
）
、
原
洋
之
介
（
東

京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
）

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

11岡
崎
隅
一
（
日
本
大
学
法
学
部
教
授
）

ス
ラ
イ
ト
"
H
本
の
地
域
開
発
と
人
口

"
(
A
P
D
A
制
作
）

於
二
睾
限
の
間
）

11

＂
ア
ジ
ア
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,
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「
第
五
圃
A
F
P
P
D
運
将
委
貝
会
」

バ
リ
島
）

参
加
"
H

本
•
中
国
＇
イ
ン
ド
・
シ
リ
ア
ス
リ
ラ
ン
カ
・
タ

イ
他
凹
機
関

O
A
F
P
P
D
活
動
報
岩
，
計
圃
及
ひ
収
支
報
告
，
計
画

於
？
ィ
ン
ド
ネ
シ
ア

「
第
四
回
ア
ン
ア
太
平
洋
人
口
•
開
発
会
議
」
於
イ
ン
ト
ネ

シ
ア
・
ハ
リ
島
）

上
催
二
E
S
C
A
P

、
後
援
二
U
N
F
P
A

参
加
~
但
界
h

十
六
ヵ
国
の
政
府
及
ひ
国
際
機
関
か
ら
約
六
百
五
十
名
の
代
表
。

0

一
九
九
四
年
に
エ
シ
フ
ト
の
カ
イ
ロ
て
間
か
れ
る
国
際
人
口

会
議
に
向
け
て
‘
ア
ジ
ア
・
太
平
汀
地
域
の
意
見
を
ま
と
め
た
。

0
桜
井
新
議
員
か

A
F
P
P
l
J
を
代
表
し
て
、
人
口
問
題
解
決

の
た
め
の
提
言
を
発
表
。

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
貝
会
」

（
於
＂
東
点
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
）

参
加
国
芯
目
本
‘
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、
イ
ン
ト
、
ス
リ

ラ
ン
カ
、
シ
リ
ア
、
タ
イ
他
3
機
関

O
A
F
P
P
D
予
算
・
決
算
及
ぴ
役
貝
選
出

裔
桑
栄
松
（
参
•
公
明
）
、
肥
田
美
代f
（
参
・
社
会
）

0

中
国
他
14
ヵ
国
の
出
席
者
は

10
周
年
記
念
式
典
と

同
じ
。

セ
ゾ
シ
ョ
ン
ー
”
ア
シ
ア
に
お
け
る
人
口
と
持
続
可
能
な
間

発
ー
環
境
問
題
と
の
関
連
ー
、
各
国
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト

発
表
及
ひ
討
議
、
総
括
討
論

閉
会
式

II開
会
の
辞
・
前
田
福
二
郎
(
A
P
D
A
理
事
長
代
行

挨
拶
・
ガ
ー
サ
ン
・
タ
ャ
ラ

(
A
F
P
P
D
副
議
長
）

5
 

2
 

•2 3
 

,
9
 

6
 

2
 

4
 

•2. 3
 

,

9

2

 
0

8

 

2
 

,

9

1

1
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2
 

「
第
九
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」

（
於
＂
ヘ
ト
ナ
ム
，
ハ
ノ
イ
・
タ
イ
ホ
ー
ホ
テ
ル
会
議
場
）

、
土
催
ご
財
団
法
人
ア
シ
ア
人
口
•
開
発
協
会

共

催

i

ペ
ト
ナ
ム
人
口
＇
開
発
議
貝
連
盟

出
席
者

"
O
H
本
ー
桜
井
新
（
衆
＇
自
民
・

A
P
D
A
理
市
）
、
井

上
普
方
（
衆
・
社
会
）
、
風
間
利
（
参
・
公
明
）

0
中
国
1
1

王
偉
、
チ
ェ
ン
・
ミ
ン
ク
ァ
ン

0
イ
ン
ド
1
1

マ
ヘ
ン
ド

ラ
・
プ
ラ
サ
ド
‘

>
・
P
・
パ
テ
ィ
ル
0

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

廿

A
.
M
・
サ
イ
フ
テ
ィ
ン

0
韓
国

1
1
c
.
s
'
コ
ー
ン

H
.
C
•

リ
ー
‘

l
.
H
•

チ
ォ
ー

0

マ
レ
ー
シ
ア
1
1
イ

ブ
ラ
ヒ
ム
・
ア
リ
‘
M
,
L
•
カ
ヤ
0

ネ
ハ
ー
ル
1
1
s
.

L
•

タ
ハ
ク
ー
ル

0

フ
ィ
リ
ビ
ン

I
I
L
•
R

・
シ
ャ
ハ

ニ
ー
‘

C
.
F
・
マ
ル
チ
ネ
ス
0

シ
ン
カ
ボ
ー
ル

IIS.

P
•

リ
ュ
ウ

0

ス
リ
ラ
ン
カ

'
_
N

・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド

「
第
六
回
A
F
P
P
D
運
背
委
貝
会
」
（
於
＂
ベ
ト
ナ
ム
＇
ハ
ノ
イ

タ
イ
ホ
ー
ホ
テ
ル
）

参
加

"
H
本
・
中
国
＇
イ
ン
ド
・
マ
レ
ー
シ
ア
（
オ
プ
ザ
ー
ハ

ー
）
、
ス
リ
ラ
ン
カ
＇
シ
リ
ア
・
タ
イ
他
四
機
関

O
A
F
P
P
D
第
四
回
大
会
開
催
に
つ
い
て

O
A
F
P
P
D

ハ
ン
コ
ク
事
務
所
の
事
務
局
長
選
出

0
J
L
三
年
活
動
計
画

0
会
計
報
岩

0
J
L
四
年
国
際
人
口
会
議
に
つ
い
て

イ
ン
ド
人
口
•
開
発
事
情
視
察
議
貝
団
派
逍

団
長

11高
桑
栄
松
（
参
・
公
明
）
、
水
Ill
稔
（
衆
・
社
会
）
‘
谷
津
義
男

（
衆
・
自
民
）
、
清
水
嘉
与
子
（
参
・
自
民
）
‘
堂
本
暁
子
（
参
・
杜
会
）
、

木
庭
健
太
郎
（
参
•
公
明
）
、
池
田
治
（
参
•
連
合
）

0

ポ
ン
ヘ
イ
r
l
i他
を
訪
問
。
イ
ン
ト
人
口
•
開
発
議
連
メ
ン
バ

ー
と
懇
談
‘
人
ロ
・
家
放
計
画
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
視
察
。
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0

シ
リ
ア

I
I
M
.
G
・
タ
ャ
ラ
0
タ
イ
Ii
プ
ラ
ソ
ー
プ

•
R

、
ロ
ン
タ
ム
・
L

、
チ
ェ
ル
チ
ャ
イ
・
T

‘
ビ
キ
ー
ト

•
V
o

ペ
ト
ナ
ム
I
I
N
.
T

・
タ
ン
‘
N
.
T
.
N

・
フ
ォ

ン‘

N
・
ル
ー
ク
、

Z
・
T
.
H
・
チ
ュ
ー
、

T
.
T
・
ク
エ
‘

B
•
N
'

タ
ン

H
程
＂
第
一

H
目
（
二
月
二
十
五
日
）

O
N
•
D

・
マ
イ
ン
ベ
ト
ナ
ム
国
国
会
議
長
表
敬

間
会
式
II
歓
迎
の
辞
＂
ク
ェ
ン
・
カ
イ
ン
（
ヘ
ト
ナ
ム
国
副
首
相
）
、

開
会
挨
拶
げ
削
田
協
三
郎

(
A
P
D
A
埋
事
長
）
、
挨
拶
＂
王

偉

(
A
F
P
P
D
議
長
代
行
）
、
メ
ソ
セ
ー
シ

"
N
・
サ
デ
ィ

ー
ク

(
U
N
F
P
A
事
務
局
長
‘
安
藤
博
文

U
N
F
P
A
広

報
・
ル
外
局
長
代
読
）

セ
ッ
シ
ョ
ン

1

人
口
と
開
発
基
礎
調
査
ー
ベ
ト
ナ
ム
、
黒

田
俊
夫
（
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
脊

prr長
）
、
農
村
人
口

と
農
業
開
発
調
査
ー
マ
レ
ー
ン
ア
｀
川
野
重
任
（
東
京
大
学

名
怜
教
授
）
人
口
•
開
発
に
お
け
る
ヘ
ト
ナ
ム
の
経
験
‘

ヒ
ュ
イ
・
ゴ
ゾ
ク
・
タ
ン
（
ペ
ト
ナ
ム
国
国
家
杜
会
委
貝
会

副
委
貝
長
）
、
ス
ラ
イ
ド
＂
明
日
に
生
き
る

1

日
本
の
産
業

転
挽
と
人
口

"
(
A
P
D
A
制
作
）

第
二
日
目
（
二
月
二
十
六
日
）

セ
ノ
シ
ョ
ン

II

ア
ジ
ア
の
人
口
問
題
と
開
発
問
題

I
]
九

九
四
年
Ifl
連
人
口
会
議
に
対
す
る
泊
動
戦
略
‘
各
国
レ
ホ

ー
ト
発
表
及
ひ
討
議
‘
全
体
討
議

閉
会
式
II
閉
会
の
辞
笠
即
田
幅
二
郎

(
A
P
D
A
埋
市
長
）
‘
閉

会
挨
拶
＂
グ
ェ
ン
・
テ
ィ
・
タ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
国
国
家
什
会
委

員
会
委
員
長
‘
ヘ
ト
ナ
ム
人
口
•
開
発
議
員
連
盟
会
長
）

今ヽ....今..ヽ..今ヽ・・・・・・・・今ヽ....今ヽ...ヽ今...今・・・・・今・・・・・・・・・・・、....今9今...、・1

人
口
問
趙
は
．． 
一
十
一
世
迅
の
人
項

4
存
を
左

6
す
る
地
球
ー
の
最
も
重
要
な
果
題
と
な
っ
て

い
ま
す
一
九

IL
三
年
の
柑
界
人
口
は

h
l
i
佑
人
‘
一
九
九
八
年
に
は
＇
ハ
’

9
億
人
を
超
え
る
と
推
計

さ
れ
て
お
リ
ま
す
ア
ン
ア
の
人
口
は
こ
の
急
培
す
る
柑
界
人
口
の
六

0
％
を
占
め
て
お
り
ま
す

人
口
の
増
加
は
‘
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
ベ
狂
れ
問
題
に
ぷ
対
な
影
〖
行
を
及
は
し
ま
す

世
界
人

n
の
大
半
を
占
め
る
ア
，
／
ア
人

11
の

h
方
か
‘
人
頂

1
存
の
カ
キ
を
梶
っ
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん

い
ま
‘

llt
界
各
地
て
叫
ば
れ
て
い
る

．．
 

環
境
問
趙
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
恨
本
原
囚
な

の
て
す
人
口
増
加
に
伴
う
食
村
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
旧
農
菜
や
‘
汽

H
と
し
て
の
仕
伐
托
な

ど
は
花
林
破
壊
を
も
た
ら
し
‘

-
h
て
は
急
速
な
［
業
化
は
人
気
お
染
や
水
竹
汚
品
な
ど
多
く
の

産
業
公
害
を
引
ぎ
起
こ
し
‘
地
球
環
境
の
悪
化
は
‘
も
う
こ
れ
以
上
枚
沼
で
き
な
い
ン
ベ
リ
ャ
リ
の

ど
こ
ろ
に
苔
て
い
ま
す
ま
た
、
人
口
問
題
て
は
楳
発
的
に
人
口
の
増
加
を
続
け
る
地
域
と
、
日

本
な
ど
の
よ
う
に
‘
こ
れ
以

t
．
十
供
か
欲
し
く
な
い
と
い
う
大
婦
が
ふ
え
て
い
る
地
政
．
こ
の
こ

と
か
も
た
ら
す
ャ
向
神
化
現
象
に
仕
う
労
約

Ii不
足
や
福
祉
村
の
増
大
な
ど
、
さ
ま
さ
ま
な
重
大
な

社
会
・
経
済
問
題
も
発
中
し
て
い
ま
す

こ
れ
ら
の
恨
原
は
‘
す
べ
て
；
人
口
問
題
に
帰
桔
さ
れ
ま
す

A
P
D
A
｛ア

7

ク
｝
は
‘

W
民
及
ひ
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
‘
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
方
策
を
さ
く
り
協
調
す
る
た
め
‘

LI
夜
、
真
剣
に
努
力
を
経
け
て
い
ま
す

何
九
9
、
あ
す
の
人
頂
の
明
る
い
本
来
と
‘
"
へ
存
の
た
め
に
特
さ
ま
の
＃
い
こ
閉
力
を
心
か
ら
お

領
い
い
た
し
ま
す

令

i
>

入

会

の

お

A

P

D

A
賛

助

会

員
願

ヽ’>
“
ヽ
ヽ
‘
~
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● 印刷

文化印測株式会 ti

表紙の写真説明
ベトナムの首都ハノイで開かれた APDA

（本協会）主催の「第）L回人口と開発に関す

るアジア国会議貝代表者会議」のセソション

会場となったタイ，ホーホテル会議場。

2月木は雨期で、はとんど毎日雨。月Iし寒く、

H本の気低ではJO月ド旬か11月籾めを思わせ

る気候だった。

ヘトナムの人口は6927万人、人口増加率は

2.26%。宗教は仏教か80%であとはカトリソ

ク、カオタイ教など。

単独政党の共産党指導下の社会上義共和制

をとっておリ、国会は一院制(395名）てIT:期

は五年。中選挙区制で全国158選挙区に分割、

］選挙区 2- 3人の定貝。

日本は最大の貿易相手団で、ベトナムヘは

1991年、 TV、ピテオデッキ、冷蔵）小等電気

機器 (19%)、パイク、自動Jj(等 (15%)、鉄鋼

等(7%)、化粧品(7%)、繊維品(5%)、で292f在

円、一方、ベトナムからは原油、無煙炭(64%)、

工ヒ、イカ等水産物 (20%)、繊維品(6%)、木

材(2%)、屑鉄(2%)の891I在円。本年 2月、経

団連ミッションが訪越しており、ペトナムへ

の関心が高まりつつある m

L!f-i]"冬号パ荘）頃に当財団理沿須

之部量二とあるのは「量三」、も

くじ、北ぴに本文24頁にある第者、菱田

雅春とあるのは「雄晴」、本文:l6頁の見出

しに自民政調副委員長に桜井新氏とある

のは「自民政調副会長」の誤りにつき、

お詫ぴして，ffiEいたします。
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ノックしてくださし ‘。

いつも l~I 111にオーフンに発想できる

コンヒュータ・システムのプラン1心それが私たちNTTDATAです。

私たらはコンヒューク・メーカではありません。だから、特定のマシンを使う必汲がなく、あらゆ

る11f能性にオーフンなヽt場で取り糾みます。人や企業、そして社会が「こうなると（ヽt、な」と、1ぷ

ってし‘ることに、最苦のマシ ンを科［み合わせて、最良のシステムをお約束 します。システムに

関することなら、お氣軽に声をおかけくださし‘。私たちのドアは、し、つしあなたにオーフンです。

NTTデータ通信株式会社

お問い合bせCJ.'rl35雨点籾 I東区a⑱ -3-3登Mセンクーピル tHTデーク迅1言打式会社広H自3までどうで・
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フルカラー光ディスクファイルシステム新登場。
大切な情報は、色付きのまま残したい。

大猜のイメージ・I酎報をファイリングする光ティスクファイルシステムに、 j寺望のフルカラーモデルが誕生しました。

プレゼンテーション沢料や写真、地図やデザイン画など、 イメージどおりに保(f-しておきたいカラー・11i恨を、
コピーするようにサッと登録。必要なときにはページをめ〈るようにパッと検索、fllll.:r.にフルカラー印刷。

スペースセーピングはもちろん、・liHll1'f岬のク/J:f化やM報の共―n-化に、大きな威力を発揮します。

カラーヒットファイル7500シリーズ。いよいよカラーファイリングII寺（しの紅nりけです。
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